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(57)【要約】
本開示は、抗体を含有するパッチを使用することによっ
て、免疫学的測定を行うための免疫学的測定方法に関す
る。本開示の一態様による免疫学的測定方法は、マイク
ロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイク
ロキャビティに液体物質を含有するように構成されたパ
ッチを使用することにより、診断される試料から標的タ
ンパク質を検出することによって、診断を行い、反応領
域に診断される試料を配置するステップ、及び抗体を含
有するパッチを使用することによって、反応領域に標的
タンパク質と特異的に反応する抗体を提供するステップ
を含む。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標的タンパク質と特異的に反応する抗体；と
　前記抗体が含有されたマイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供され、前記標
的タンパク質が配置された反応領域と接触し、含有される抗体のいくつかを前記反応領域
に提供するように構成されたメッシュ構造体とを含む、抗体含有パッチ。
【請求項２】
　前記標的タンパク質と特異的に反応する抗体が、標的抗原と特異的に結合する一次抗体
である、請求項１に記載の抗体含有パッチ。
【請求項３】
　前記標的タンパク質と特異的に反応する抗体が、標的抗原と特異的に結合する性質を有
する抗体と特異的に結合する二次抗体である、請求項１に記載の抗体含有パッチ。
【請求項４】
　前記標的タンパク質が、抗原であり；
前記抗体が、前記抗原と特異的に結合する一次抗体及び前記一次抗体と特異的に結合する
二次抗体の結合によって形成された抗体のペアであり；
前記抗体のペアが、抗原と特異的に反応する、
請求項１に記載の抗体含有パッチ。
【請求項５】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含み；
前記抗体が、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体及び前記第２の標
的タンパク質と特異的に反応する第２の抗体を含む、
請求項１に記載の抗体含有パッチ。
【請求項６】
　複数の抗体含有パッチを含むパッチクラスターであって、前記抗体含有パッチが、標的
タンパク質と特異的に反応する抗体、及び前記抗体が含有されるマイクロキャビティを形
成するメッシュ構造体を含む、パッチクラスター。
【請求項７】
　前記複数の抗体含有パッチが、第１の抗体含有パッチ及び第２の抗体含有パッチを含み
、前記第１の抗体含有パッチに含有される第１の抗体が特異的に反応する標的タンパク質
が、第２の抗体含有パッチに含有される第２の抗体が特異的に反応する標的タンパク質と
異なる、請求項６に記載のパッチクラスター。
【請求項８】
　マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビティに液体物質
を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料から標的タン
パク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測定方法であって、
反応領域に診断される試料を配置するステップ；及び
抗体を含有するパッチを使用することによって、前記反応領域に、標的タンパク質と特異
的に反応する抗体を提供するステップ
を含む、免疫学的測定方法。
【請求項９】
　前記抗体に付着した酵素によって触媒される化学反応によって生成物を生成する基質を
、前記基質を含有するパッチを使用することによって、前記反応領域に提供するステップ
をさらに含む、請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１０】
　前記抗体及び前記標的タンパク質の間の特異的反応を検出して、標的の疾患を診断する
ステップをさらに含む、請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１１】
　前記特異的反応の検出が、前記特異的反応に起因して生じる前記パッチの電気的特性の
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変化を測定することによって、特異的反応を検出することを含む、請求項１０に記載の免
疫学的測定方法。
【請求項１２】
　前記特異的反応の検出が、前記標的タンパク質と特異的に結合する前記抗体に付着した
酵素によって触媒される化学反応に起因して生じる蛍光を測定すること、前記化学反応に
起因して生じる発光を測定すること、及び前記化学反応に起因して発生する色を測定する
ことのうちのいずれか１つによって行われる、請求項１０に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１３】
　前記診断される試料の配置が、試料をプレートに固定する方法、試料をプレートに塗抹
する方法、及び試料をプレートに塗抹し、試料を固定する方法のうちのいずれか１つによ
って行われる、請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１４】
　前記パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供が、前記パッチを前記反応領
域と接触させて、前記抗体を前記反応領域に移動可能にすること、及び前記反応領域から
前記パッチを分離することを含み、
前記パッチが、前記反応領域から分離されたときに、前記抗体のうち、前記標的タンパク
質と特異的に反応していない抗体が、前記反応領域から除去される、
請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１５】
　洗浄パッチを使用することによって、提供された抗体のうち、前記標的タンパク質と特
異的に反応していない抗体を、前記反応領域から吸収するステップをさらに含む、請求項
８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１６】
　前記パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供が、
前記標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有する第１のパッチを使用して、
前記反応領域に前記第１の抗体を提供すること；並びに
前記第１の抗体と特異的に反応する第２の抗体を含有する第２のパッチを使用して、前記
反応領域に前記第２の抗体を提供すること
を含む、請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１７】
　前記反応領域がプレート上に位置し；
前記免疫学的測定方法が、前記反応領域への診断される試料の配置の前に、前記標的タン
パク質と特異的に反応する抗体である、下部抗体が、前記反応領域に固定された、プレー
トを準備するステップをさらに含み；
前記反応領域における診断される試料の配置が、前記下部抗体が固定された反応領域に、
診断される試料を配置することを含む、
請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１８】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含み；
前記パッチが、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体及び前記第２の
標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有する、
請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１９】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記抗体を含有するパッチであり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含むこ
とができ；
前記複数のパッチが、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有す
る第１のパッチ及び前記第２の標的タンパク質と特異的に反応する第２の抗体を含有する
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第２のパッチを含む、
請求項８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２０】
　マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビティに液体物質
を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料から標的タン
パク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測定デバイスであって、
反応領域が配置され、診断される試料が前記反応領域に配置されたプレートをサポートす
るために構成されたプレートサポーター；
前記パッチを使用するために構成されたパッチコントローラーであり、抗体が前記反応領
域に提供されるように、標的タンパク質と特異的に反応する前記抗体を含有及び前記反応
領域に対してパッチの位置を制御するために構成されたパッチコントローラー；並びに
標的の疾患を診断するために、前記抗体及び前記標的タンパク質の間の特異的反応を検出
するために構成された反応検出器
を備える、免疫学的測定デバイス。
【請求項２１】
　マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビティに液体物質
を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料から標的タン
パク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測定方法であって、
反応領域に診断される試料を配置するステップ；
第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有するパッチを使用して、前記
反応領域に前記第１の抗体を提供するステップ；及び
第２の標的タンパク質と特異的に反応する第２の抗体を含有するパッチを使用して、前記
反応領域に前記第２の抗体を提供するステップ
を含む、免疫学的測定方法。
【請求項２２】
　前記第２の抗体の送達後、前記第１の標的タンパク質及び前記第２の標的タンパク質を
検出するステップをさらに含む、請求項２１に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２３】
　前記第１の標的タンパク質の検出が、前記第１の標的タンパク質と特異的に結合する第
１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含み；
前記第２の標的タンパク質の検出が、前記第２の標的タンパク質と特異的に結合する第２
の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含む、
請求項２２に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２４】
　前記第１の蛍光が検出される波長域、及び前記第２の蛍光が検出される波長域が、互い
に異なる、請求項２３に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２５】
　前記反応領域への前記第１の抗体の提供後、前記第１の標的タンパク質を検出するステ
ップ；及び
前記反応領域への前記第２の抗体の提供後、前記第２の標的タンパク質を検出するステッ
プ
をさらに含む、請求項２１に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２６】
　前記第１の標的タンパク質の検出が、前記第１の標的タンパク質と特異的に結合する第
１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含み；
前記第２の標的タンパク質の検出が、前記第２の標的タンパク質と特異的に結合する第２
の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含む、
請求項２５に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２７】
　前記第１の蛍光が検出される波長域が、前記第２の蛍光が検出される波長域の少なくと



(5) JP 2019-510237 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

も一部と重複し；
前記第２の蛍光の検出が、前記第２の抗体が前記反応領域に提供された後に前記試料から
検出される蛍光、及び前記第２の抗体が前記反応領域に提供される前に前記試料から検出
される蛍光を比較することによって行われる、
請求項２６に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２８】
　標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有する媒体；並びに
マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、前記媒体に含有される抗体のいく
つかを吸収する媒体と接触し、前記標的タンパク質が配置された反応領域と接触して、吸
収された抗体の少なくともいくつかを前記反応領域に提供するように構成された、抗体提
供パッチ
を含む、抗体提供キット。
【請求項２９】
　マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビティに液体物質
を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料から標的タン
パク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測定方法であって、前記免疫
学的測定方法が、
前記標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有する媒体を前記パッチと接触させるス
テップ；及び
前記パッチを前記標的タンパク質が配置された反応領域と接触させるステップ
を含み、
前記媒体が、前記パッチと接触したときに、前記媒体に含有される前記抗体の少なくとも
いくつかが、前記パッチに吸収される、
免疫学的測定方法。
【請求項３０】
　前記パッチが、前記反応領域と接触したときに、前記パッチに吸収された抗体の少なく
ともいくつかが、前記反応領域に移動可能である、請求項２９に記載の免疫学的測定方法
。
【請求項３１】
　前記パッチと媒体の接触が、前記パッチと前記媒体の表面を接触させることを含み；
前記反応領域とパッチの接触が、前記媒体と接触していない前記パッチの表面を、前記反
応領域と接触させることを含む、
請求項２９に記載の免疫学的測定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、抗体含有パッチ、これを使用する免疫学的測定方法及び免疫学的測定デバイ
スに関し、より詳細には、試料から免疫学的特性を使用して診断を経済的に行い、結果を
迅速に得るための、抗体を含有するパッチ、並びにこれを使用して免疫学的測定を行うた
めの方法及びデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　急速な社会の高齢化及びクオリティオブライフの必要性の増加に起因して、早期診断及
び早期処置を狙った診断市場は、韓国を含む世界中で、毎年、成長しており、迅速で容易
な診断が重要な問題になっている。特に、診断の形態は、患者の隣で直ぐに行われる、イ
ンビトロ診断（ＩＶＤ）又はポイントオブケア検査（ＰＯＣＴ）などの、大きな診断装置
を使用せずに、診断を行うことができる形態に移行している。ＩＶＤを行うための１つの
特定の診断分野である免疫化学的診断は、ＩＶＤ分野において大部分を占め、広く使用さ
れている１つの診断方法である。
【０００３】
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　臨床免疫学的測定による診断及び化学分析による診断のための総称である免疫化学的診
断は、抗原－抗体反応を使用し、様々な疾患の診断及び腫瘍マーカー、アレルギーなどの
監視において使用される。免疫化学的診断によって検出可能な様々な疾患及び免疫学的診
断による検出の容易さに起因して、免疫化学的診断は、ＰＯＣＴに特に適した診断の一形
態として評価される。このような免疫化学的診断の需要は、世界中で着実に増加しており
、その増加傾向は、中国において、特に顕著である。
【０００４】
　従来の免疫学的測定方法では、抗体を検体に適用して、診断しようとする疾患を引き起
こす抗原を検出するプロセスにおいて、未結合の抗体又は検出を阻害する他の因子を除去
するために、多量の洗浄液を注いでプレートなどをすすぐ洗浄プロセスが、必ず必要であ
る。この場合において、多量の洗浄液が廃棄されるという問題がある。また、従来の免疫
学的測定方法は、固定された抗体及び適用された抗原の間の有効接触表面積を増加させる
ために、抗体が適用される領域を設計するための別の取り組みが必要であり、かつ複雑に
設計された領域が、反応の検出にも影響を及ぼすという欠点を有する。
【０００５】
　したがって、診断に必要な溶液の量を最小化しながら、検出を阻害する因子を効率的に
除去する手段が必要である。また、診断の実施を容易にし、かつ結果を容易に検出するこ
とを可能にする、反応空間の提供が必要である。
【発明の概要】
【０００６】
［開示］
〔技術的課題〕
　本開示の一態様は、物質を保管する能力があるパッチを提供することである。
【０００７】
　本開示の一態様は、物質のための反応空間を提供する能力があるパッチを提供すること
である。
【０００８】
　本開示の一態様は、物質を提供する能力があるパッチを提供することである。
【０００９】
　本開示の一態様は、物質を吸収する能力があるパッチを提供することである。
【００１０】
　本開示の一態様は、環境を提供する能力があるパッチを提供することである。
【００１１】
　本開示の一態様は、抗体を含有するパッチを提供することである。
【００１２】
　本開示の一態様は、パッチを使用する免疫学的測定方法を提供することである。
【００１３】
〔技術的解決手段〕
　本開示の一態様によれば、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイ
クロキャビティに液体物質を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診
断される試料から標的タンパク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測
定デバイスであって、免疫学的測定デバイスが、反応領域が配置され、診断される試料が
反応領域に配置されたプレートをサポートするために構成されたプレートサポーターと、
標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有するために構成されたパッチを使用し、抗
体が反応領域に提供されるように、反応領域に対してパッチの位置を制御するために構成
されたパッチコントローラーと、標的の疾患を診断するために、抗体と標的タンパク質と
の特異的反応を検出するために構成された反応検出器とを備える、免疫学的測定デバイス
が提供される。
【００１４】
　本開示の別の態様によれば、標的タンパク質と特異的に反応する抗体、並びに抗体が含
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有されたマイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供され、標的タンパク質が配置
された反応領域と接触し、含有される抗体のいくつかを反応領域に提供するように構成さ
れたメッシュ構造体を含む、抗体含有パッチが提供される。
【００１５】
　標的タンパク質と特異的に反応する抗体は、標的抗原と特異的に結合する一次抗体であ
ってもよい。
【００１６】
　標的タンパク質と特異的に反応する抗体は、標的抗原と特異的に結合する抗体と特異的
に結合する二次抗体であってもよい。
【００１７】
　標的タンパク質は、抗原であってもよく、抗体は、抗原と特異的に結合する一次抗体及
び一次抗体と特異的に結合する二次抗体の間の結合によって形成された抗体のペアであっ
てもよく、抗体のペアは、抗原と特異的に反応することができる。
【００１８】
　複数の標的タンパク質が、存在していてもよく、複数の標的タンパク質は、第１の標的
タンパク質及び第２の標的タンパク質を含んでいてもよく、抗体は、第１の標的タンパク
質と特異的に反応する第１の抗体及び第２の標的タンパク質と特異的に反応する第２の抗
体を含んでいてもよい。
【００１９】
　本開示のさらに別の態様によれば、複数の抗体含有パッチを含むパッチクラスターであ
って、抗体含有パッチが、標的タンパク質と特異的に反応する抗体、及び抗体が含有され
るマイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含む、パッチクラスターが提供される
。
【００２０】
　複数の抗体含有パッチは、第１の抗体含有パッチ及び第２の抗体含有パッチを含んでい
てもよく、第１の抗体含有パッチに含有される第１の抗体が特異的に反応する標的タンパ
ク質は、第２の抗体含有パッチに含有される第２の抗体が特異的に反応する標的タンパク
質と異なっていてもよい。
【００２１】
　本開示のまた別の態様によれば、標的タンパク質と特異的に結合する抗体に付着した酵
素によって触媒される化学反応によって生成物を生成する基質、並びに基質が含有された
マイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供され、標的タンパク質が配置された反
応領域と接触し、含有される基質のいくつかを反応領域に提供するように構成されたメッ
シュ構造体を含む、基質含有パッチが提供される。
【００２２】
　本開示のまた別の態様によれば、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み
、マイクロキャビティに液体物質を含有するように構成されたパッチを使用することによ
り、診断される試料から標的タンパク質を検出することによって、診断を行う免疫学的測
定方法であって、免疫学的測定方法が、反応領域に診断される試料を配置するステップ、
及び抗体を含有するパッチを使用することによって、反応領域に、標的タンパク質と特異
的に反応する抗体を提供するステップを含む、免疫学的測定方法が提供される。
【００２３】
　免疫学的測定方法は、抗体に付着した酵素によって触媒される化学反応によって生成物
を生成する基質を、基質を含有するパッチを使用することによって、反応領域に提供する
ステップをさらに含んでいてもよい。
【００２４】
　免疫学的測定方法は、抗体及び標的タンパク質の間の特異的反応を検出して、標的の疾
患を診断するステップをさらに含んでいてもよい。
【００２５】
　この場合において、特異的反応の検出は、特異的反応に起因して生じるパッチの電気的
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特性の変化を測定することによって、特異的反応を検出することを含んでいてもよい。
【００２６】
　特異的反応の検出は、標的タンパク質と特異的に結合する抗体に付着した酵素によって
触媒される化学反応に起因して生じる蛍光を測定すること、化学反応に起因して生じる発
光を測定すること、及び化学反応に起因して発生する色を測定することのうちの少なくと
もいずれか１つによって行われてもよい。
【００２７】
　診断される試料の配置は、試料をプレートに固定する方法、試料をプレートに塗抹する
方法、及び試料をプレートに塗抹し、試料を固定する方法のうちのいずれか１つによって
行われてもよい。
【００２８】
　パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供は、パッチを反応領域と接触させ
て、抗体を反応領域に移動可能にすること、及び反応領域からパッチを分離することを含
んでいてもよく、パッチが、反応領域から分離されたときに、抗体の中から、標的タンパ
ク質と特異的に反応していない抗体が、反応領域から除去され得る。
【００２９】
　免疫学的測定方法は、洗浄パッチを使用することによって、提供された抗体の中から、
標的タンパク質と特異的に反応していない抗体を、反応領域から吸収するステップをさら
に含んでいてもよい。
【００３０】
　パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供は、標的タンパク質と特異的に反
応する第１の抗体を含有する第１のパッチを使用して、反応領域に第１の抗体を提供する
こと、並びに第１の抗体と特異的に反応する第２の抗体を含有する第２のパッチを使用し
て、反応領域に第２の抗体を提供することを含んでいてもよい。
【００３１】
　免疫学的測定方法において、反応領域はプレート上に位置してもよく、免疫学的測定方
法は、反応領域への診断される試料の配置の前に、標的タンパク質と特異的に反応する抗
体である、下部抗体が、反応領域に固定された、プレートを準備するステップをさらに含
んでいてもよく、反応領域における診断される試料の配置は、下部抗体が固定された反応
領域に、診断される試料を配置することを含んでいてもよい。
【００３２】
　免疫学的測定方法において、複数の標的タンパク質が、存在していてもよく、複数の標
的タンパク質は、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含んでいてもよく、
パッチは、第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体及び第２の標的タンパク
質と特異的に反応する第１の抗体を含んでいてもよい。
【００３３】
　免疫学的測定方法において、複数の標的タンパク質が、存在していてもよく、抗体を含
有する複数のパッチが存在していてもよく、複数の標的タンパク質は、第１の標的タンパ
ク質及び第２の標的タンパク質を含んでいてもよく、複数のパッチは、第１の標的タンパ
ク質と特異的に反応する第１の抗体を含有する第１のパッチ及び第２の標的タンパク質と
特異的に反応する第２の抗体を含有する第２のパッチを含んでいてもよい。
【００３４】
　本開示のまた別の態様によれば、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み
、マイクロキャビティに液体物質を含有するように構成されたパッチを使用することによ
り、診断される試料から標的タンパク質を検出することによって、診断を行うための免疫
学的測定方法であって、免疫学的測定方法が、診断される試料を反応領域に配置するステ
ップ、第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有するパッチを使用して
、反応領域に第１の抗体を提供するステップ、及び第２の標的タンパク質と特異的に反応
する第２の抗体を含有するパッチを使用して、反応領域に第２の抗体を提供するステップ
を含む、免疫学的測定方法が提供される。
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【００３５】
　上記の実施形態において、免疫学的測定方法は、第２の抗体の提供後、第１の標的タン
パク質及び第２の標的タンパク質を検出するステップをさらに含んでいてもよい。
【００３６】
　この場合において、第１の標的タンパク質の検出は、第１の標的タンパク質と特異的に
結合する第１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含
んでいてもよく、第２の標的タンパク質の検出は、第２の標的タンパク質と特異的に結合
する第２の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含んで
いてもよい。ここで、第１の蛍光が検出される波長域、及び第２の蛍光が検出される波長
域は、互いに異なっていてもよい。
【００３７】
　上記の実施形態において、免疫学的測定方法は、反応領域への第１の抗体の提供後、第
１の標的タンパク質を検出するステップ、及び反応領域への第２の抗体の提供後、第２の
標的タンパク質を検出するステップをさらに含んでいてもよい。
【００３８】
　この場合において、第１の標的タンパク質の検出は、第１の標的タンパク質と特異的に
結合する第１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含
んでいてもよく、第２の標的タンパク質の検出は、第２の標的タンパク質と特異的に結合
する第２の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含んで
いてもよい。
【００３９】
　ここで、第１の蛍光が検出される波長域は、第２の蛍光が検出される波長域の少なくと
も一部と重複していてもよく、第２の蛍光の検出は、第２の抗体が反応領域に提供された
後に試料から検出される蛍光、及び第２の抗体が反応領域に提供される前に試料から検出
される蛍光を比較することによって行ってもよい。
【００４０】
　本開示のまた別の態様によれば、標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有する媒
体、並びに、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、媒体に含有される抗
体のいくつかを吸収する媒体と接触し、標的タンパク質が配置された反応領域と接触して
、吸収された抗体の少なくともいくつかを反応領域に提供するように構成された、抗体提
供パッチを含む、抗体提供キットが提供される。
【００４１】
　本開示のまた別の態様によれば、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み
、マイクロキャビティに液体物質が扱われるように構成されたパッチを使用することによ
り、診断される試料から標的タンパク質を検出することによって、診断を行うための免疫
学的測定方法であって、免疫学的測定方法が、標的タンパク質と特異的に反応する抗体を
含有する媒体をパッチと接触させるステップ、及びパッチを標的タンパク質が配置された
反応領域と接触させるステップを含み、媒体が、パッチと接触したときに、媒体に含有さ
れる抗体の少なくともいくつかが、パッチに吸収される、免疫学的測定方法が提供される
。この場合において、パッチが反応領域と接触したときに、パッチに吸収された抗体の少
なくともいくつかは、反応領域に移動可能であり得る。
【００４２】
　パッチとの媒体の接触は、パッチと媒体の表面を接触させることを含んでいてもよく、
反応領域とパッチの接触は、媒体と接触していないパッチの表面を、反応領域と接触させ
ることを含んでいてもよい。
【００４３】
　本開示の技術的課題を解決するための解決手段は、上述の解決手段に限定されず、他の
言及されていない解決手段は、本明細書及び添付の図面から、本開示が関連する当業者に
よって、明確に理解されるべきである。
【００４４】
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［有利な効果］
　本開示によれば、物質の含有、提供及び吸収は、容易に行うことができる。
【００４５】
　本開示によれば、物質のための反応領域を提供することができ、又は所定の環境を標的
領域に提供することができる。
【００４６】
　本開示によれば、免疫学的測定をより好都合に行うことができ、診断結果を迅速に得る
ことができる。
【００４７】
　本開示によれば、十分な信頼性を有する診断結果を、少量の試料を使用して、得ること
ができる。
【００４８】
　本開示によれば、物質の提供及び吸収は、パッチを使用して、適切に調整することがで
き、診断に必要な溶液の量を、著しく減少させることができる。
【００４９】
　本開示によれば、診断は、複数の標的を同時に検出することによって行うことができ、
結果として、患者特異的な診断を行うことができる。
【００５０】
　本開示の有利な効果は、上記に列挙されたものに限定されず、言及されていない有利な
効果は、本明細書及び添付の図面から、本開示が関連する当業者によって、明確に理解さ
れるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】図１は、本出願によるパッチの詳細な一例を示す。
【図２】図２は、本出願によるパッチの詳細な一例を示す。
【図３】図３は、本出願によるパッチの機能の一例として、反応空間の提供を示す。
【図４】図４は、本出願によるパッチの機能の一例として、反応空間の提供を示す。
【図５】図５は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図６】図６は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図７】図７は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図８】図８は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図９】図９は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図１０】図１０は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図１１】図１１は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図１２】図１２は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図１３】図１３は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の提供を示す。
【図１４】図１４は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図１５】図１５は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図１６】図１６は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図１７】図１７は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図１８】図１８は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図１９】図１９は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図２０】図２０は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図２１】図２１は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図２２】図２２は、本出願によるパッチの機能の一例として、物質の吸収を示す。
【図２３】図２３は、本出願によるパッチの機能の一例として、環境の提供を示す。
【図２４】図２４は、本出願によるパッチの機能の一例として、環境の提供を示す。
【図２５】図２５は、本出願によるパッチの機能の一例として、環境の提供を示す。
【図２６】図２６は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供の実
施を示す。
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【図２７】図２７は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供の実
施を示す。
【図２８】図２８は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供の実
施を示す。
【図２９】図２９は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供の実
施を示す。
【図３０】図３０は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供の実
施を示す。
【図３１】図３１は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供、並
びに環境の提供の実施を示す。
【図３２】図３２は、本出願によるパッチの一実施形態として、物質の吸収及び提供、並
びに環境の提供の実施を示す。
【図３３】図３３は、本出願によるパッチの一実施形態として、複数のパッチの実施を示
す。
【図３４】図３４は、本出願によるパッチの一実施形態として、複数のパッチ及び複数の
標的領域を有するプレートの実施を示す。
【図３５】図３５は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図３６】図３６は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図３７】図３７は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図３８】図３８は、本出願の一実施形態による免疫学的測定方法において、反応領域に
抗体を提供する一例を説明するためのフローチャートを示す。
【図３９】図３９は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図４０】図４０は、本出願の一実施形態による免疫学的測定方法において、反応領域に
抗体を提供する一例を説明するためのフローチャートを示す。
【図４１】図４１は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチ酵素結
合免疫吸着アッセイ（ＥＬＩＳＡ）を使用する免疫学的測定方法を説明するためのフロー
チャートを示す。
【図４２】図４２は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図４３】図４３は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、間接ＥＬＩＳＡを使
用する免疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【図４４】図４４は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図４５】図４５は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図４６】図４６は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図４７】図４７は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図４８】図４８は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図４９】図４９は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５０】図５０は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５１】図５１は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
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Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５２】図５２は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５３】図５３は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、間接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５４】図５４は、本出願の一実施形態による洗浄パッチを使用する洗浄の実施を示す
。
【図５５】図５５は、本出願の一実施形態による洗浄パッチを使用する洗浄の実施を示す
。
【図５６】図５６は、本出願の一実施形態による洗浄パッチを使用する洗浄の実施を示す
。
【図５７】図５７は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、直接ＥＬＩＳＡを使
用する免疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【図５８】図５８は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、直接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図５９】図５９は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、直接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図６０】図６０は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、直接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図６１】図６１は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、直接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図６２】図６２は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態として、直接ＥＬＩＳ
Ａを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図６３】図６３は、本出願によるパッチの一実施形態として、抗体のペアを含有するパ
ッチを示す。
【図６４】図６４は、本出願によるパッチの一実施形態として、一次抗体及び二次抗体を
含有するパッチを示す。
【図６５】図６５は、本出願によるパッチの一実施形態として、抗体のペアを含有するパ
ッチを製造するプロセスの一例の一部を示す。
【図６６】図６６は、本出願によるパッチの一実施形態として、抗体のペアを含有するパ
ッチを製造するプロセスの一例の一部を示す。
【図６７】図６７は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【図６８】図６８は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図６９】図６９は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図７０】図７０は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図７１】図７１は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図７２】図７２は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図７３】図７３は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定方法の一部を示す。
【図７４】図７４は、本出願による免疫学的測定方法におけるパッチの一例として、抗体
を吸収及び含有するパッチを示す。
【図７５】図７５は、本出願によるパッチの一例として、抗体を吸収及び含有するパッチ
を示す。
【図７６】図７６は、本出願によるパッチの一例として、抗体を吸収及び含有するパッチ
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を示す。
【図７７】図７７は、本出願によるパッチの一例として、抗体を吸収、含有及び提供する
パッチを示す。
【図７８】図７８は、本出願による免疫学的測定デバイスの一実施形態を示す。
【図７９】図７９は、本出願による免疫学的測定デバイスの一実施形態におけるパッチコ
ントローラーの一例を示す。
【図８０】図８０は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャ
ートを示す。
【図８１】図８１は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態を説明するためのフロ
ーチャートを示す。
【図８２】図８２は、本出願による免疫学的測定方法の一実施形態を説明するためのフロ
ーチャートを示す。
【図８３】図８３は、本出願による免疫学的測定方法において、複数の標的タンパク質が
検出される場合の一部を示す。
【図８４】図８４は、本出願による免疫学的測定方法において、複数の標的タンパク質が
検出される場合の一部を示す。
【発明を実施するための形態】
【００５２】
　本明細書で説明される実施形態は、本開示が関連する当業者に、本開示の要旨を明確に
説明するためのものであるので、本開示は、本明細書で説明される実施形態に限定されず
、本開示の範囲は、本開示の要旨から逸脱することなく、改変例又は変形例を含むものと
して、解釈されるべきである。
【００５３】
　現在、可能な限り広く使用されている一般用語を、本開示における機能を考慮して本明
細書において使用する用語として選択しているが、この用語は、本開示に関連する当業者
の意図及び慣例、又は新たな技術の出現などに従って変更することができる。しかしなが
ら、その代わりに、特定の用語が、ある意味として定義され、使用される場合、その用語
の意味は、別々に説明される。それ故に、本明細書で使用される用語は、その用語の名前
に単に基づく代わりに、本明細書にわたって用語及び内容の実質的な意味に基づいて、解
釈されるべきである。
【００５４】
　本明細書に添付する図面は、本開示を容易に説明するためのものである。図面に示され
た形状は、本開示の理解を助けるために必要な程度に誇張して描かれていることがあるの
で、本開示は、図面によって限定されるものではない。
【００５５】
　本開示に関する公知の配置又は機能の詳細な説明が、本明細書における本開示の主旨を
曖昧にすると考えられる場合、それらに関する詳細な説明は、必要により、省略する。
【００５６】
１．パッチ
１．１　パッチの意味
　本出願において、液体物質を管理するためのパッチが開示される。
【００５７】
　液体物質は、液体状態にあって、流動することができる、物質を意味し得る。
【００５８】
　液体物質は、流動性を有する単一成分で形成される物質であってもよい。或いは、液体
物質は、複数の成分で形成される物質を含む混合物であってもよい。
【００５９】
　液体物質が、単一成分で形成される物質である場合、液体物質は、単一の化学元素で形
成される物質又は複数の化学元素を含む化合物であってもよい。
【００６０】
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　液体物質が混合物である場合、複数の成分で形成される物質の一部は、溶媒としての機
能を果たしてもよく、他の部分は、溶質としての機能を果たしてもよい。すなわち、混合
物は溶液であってもよい。
【００６１】
　物質を形成する混合物を構成する複数の成分は、均一に分布していてもよい。或いは、
複数の成分で形成される物質を含む混合物は、均一に混合された混合物であってもよい。
【００６２】
　複数の成分で形成される物質は、溶媒、及び溶媒に溶解せず、均一に分布する物質を含
んでいてもよい。
【００６３】
　複数の成分で形成される物質の一部は、不均一に分布していてもよい。不均一に分布し
た物質は、溶媒中に、不均一に分布した粒子成分を含んでいてもよい。この場合において
、不均一に分布した粒子成分は、固相中にあってもよい。
【００６４】
　例えば、パッチを使用して管理され得る物質は、１）単一成分で形成される液体、２）
溶液、又は３）コロイドの状態であってもよく、状況により、４）固体粒子が、別の液体
物質内に不均一に分布している状態であってもよい。
【００６５】
　本明細書の以下において、本出願によるパッチをより詳細に説明する。
【００６６】
１．２　パッチの一般的性質
１．２．１　配置
　図１及び図２は、本出願によるパッチの一例を示す図である。本出願によるパッチを、
図１及び図２を参照して、以下に説明する。
【００６７】
　図１を参照すると、本出願によるパッチＰＡは、メッシュ構造体ＮＳ及び液体物質を含
むことができる。
【００６８】
　液体物質として、塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳを、別々に考慮に入れることができ
る。
【００６９】
　パッチＰＡは、ゲル状態（ゲル型）であってもよい。パッチＰＡは、コロイド分子が結
合して、メッシュ組織を形成する、ゲル型の構造体として、実施されてもよい。
【００７０】
　本出願によるパッチＰＡは、液体物質ＳＢを管理するための構造であり、三次元メッシ
ュ（網様）構造体ＮＳを含むことができる。メッシュ構造体ＮＳは、連続的に分布した固
体構造であってもよい。メッシュ構造体ＮＳは、複数のマイクロスレッドがより合わされ
たメッシュ構造を有していてもよい。しかしながら、メッシュ構造体ＮＳは、複数のマイ
クロスレッドがより合わされたメッシュ形態に限定されず、複数のマイクロ構造の接続に
よって形成される任意の三次元マトリックスの形態で実施されてもよい。例えば、メッシ
ュ構造体ＮＳは、複数のマイクロキャビティを含むフレーム構造体であってもよい。言い
換えれば、メッシュ構造体ＮＳは、複数のマイクロキャビティＭＣを形成していてもよい
。
【００７１】
　図２は、本出願の一実施形態によるパッチの構造を示す。図２を参照すると、パッチＰ
Ａのメッシュ構造体は、スポンジ構造ＳＳを有することができる。スポンジ構造ＳＳのメ
ッシュ構造体は、複数のマイクロホールＭＨを含んでいてもよい。本明細書の以下におい
て、マイクロホールＭＨ及びマイクロキャビティＭＣという用語は、互換可能に使用する
ことができ、他に特に言及がない限り、マイクロキャビティＭＣという用語は、マイクロ
ホールＭＨの概念を包含するものとして定義される。
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【００７２】
　メッシュ構造体ＮＳは、規則的又は不規則なパターンを有していてもよい。さらにまた
、メッシュ構造体ＮＳは、規則的なパターンを有する領域、及び不規則なパターンを有す
る領域の両方を含んでいてもよい。
【００７３】
　メッシュ構造体ＮＳの密度は、所定の範囲内の値を有していてもよい。所定の範囲は、
パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの形態が、パッチＰＡに対応する形態に維持される
限度内に設定され得ることが好ましい。密度は、メッシュ構造体ＮＳが、高密度である程
度、又はメッシュ構造体ＮＳがパッチ内で占める、質量比、体積比などとして、定義して
もよい。
【００７４】
　本出願によるパッチは、三次元メッシュ構造を有することによって、液体物質ＳＢを管
理することができる。
【００７５】
　本出願によるパッチＰＡは、液体物質ＳＢを含むことができ、パッチＰＡに含まれる液
体物質ＳＢの流動性は、パッチＰＡのメッシュ構造体ＮＳの形態によって制限され得る。
【００７６】
　液体物質ＳＢは、メッシュ構造体ＮＳ内で、自由に流動してもよい。言い換えれば、液
体物質ＳＢは、メッシュ構造体ＮＳによって形成される複数のマイクロキャビティに配置
される。液体物質ＳＢの交換は、隣接するマイクロキャビティの間で生じてもよい。この
場合において、液体物質ＳＢは、液体物質ＳＢがメッシュ組織を形成するフレーム構造体
に浸透する状態で、存在することができる。このような場合において、液体物質ＳＢが浸
透することができるナノサイズの孔が、フレーム構造体に形成されていてもよい。
【００７７】
　さらに、液体物質ＳＢが、メッシュ構造のフレーム構造体を満たしているか否かは、パ
ッチＰＡに捕捉されている液体物質ＳＢの分子量又は粒子径に応じて、決定することがで
きる。比較的大きな分子量を有する物質は、マイクロキャビティに捕捉されてもよく、比
較的小さな分子量を有する物質は、フレーム構造体によって捕捉されてもよく、メッシュ
構造体ＮＳのマイクロキャビティ及び／又はフレーム構造体を満たしていてもよい。
【００７８】
　本明細書において、「捕捉する」という用語は、液体物質ＳＢが、メッシュ構造体ＮＳ
によって形成される、複数のマイクロキャビティ及び／又はナノサイズの孔に配置されて
いる状態として定義してもよい。上記の説明のように、液体物質ＳＢがパッチＰＡに捕捉
されている状態は、液体物質ＳＢが、マイクロキャビティ及び／又はナノサイズの孔の間
で流動することができる状態を含むものとして定義される。
【００７９】
　下記のように、塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳは、液体物質ＳＢとして、別々に考慮
に入れることができる。
【００８０】
　塩基性物質ＢＳは、流動性を有する液体物質ＳＢであってもよい。
【００８１】
　添加物質ＡＳは、塩基性物質ＢＳと混合された、流動性を有する物質であってもよい。
言い換えれば、塩基性物質ＢＳは、溶媒であってもよい。添加物質ＡＳは、溶媒に溶解し
た溶質であってもよく、又は溶媒に溶融していない粒子であってもよい。
【００８２】
　塩基性物質ＢＳは、メッシュ構造体ＮＳによって形成されたマトリックスの内部で流動
する能力がある物質であってもよい。塩基性物質ＢＳは、メッシュ構造体ＮＳに均一に分
布していてもよく、又はメッシュ構造体ＮＳの一部の領域にのみ分布していてもよい。塩
基性物質ＢＳは、単一成分を有する液体であってもよい。
【００８３】
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　添加物質ＡＳは、塩基性物質ＢＳと混合されるか、又は塩基性物質ＢＳに溶解する物質
であってもよい。例えば、塩基性物質ＢＳが溶媒であると同時に、添加物質ＡＳは、溶質
としての機能を果たしてもよい。添加物質ＡＳは、塩基性物質ＢＳに均一に分布していて
もよい。
【００８４】
　添加物質ＡＳは、塩基性物質ＢＳに溶解していない微粒子であってもよい。例えば、添
加物質ＡＳは、コロイド分子及び微生物などの微粒子を含んでいてもよい。
【００８５】
　添加物質ＡＳは、メッシュ構造体ＮＳによって形成されるマイクロキャビティよりも大
きい粒子を含んでいていてもよい。マイクロキャビティのサイズが、添加物質ＡＳに含ま
れる粒子のサイズよりも小さい場合、添加物質ＡＳの流動性は、制限され得る。
【００８６】
　一実施形態によれば、添加物質ＡＳは、パッチＰＡに選択的に含まれる成分を含んでい
てもよい。
【００８７】
　添加物質ＡＳは、上述の塩基性物質ＢＳと比較して、量が少ないか、又は機能が劣る物
質を、必ずしも指すわけではない。
【００８８】
　本明細書の以下において、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの特性は、パッチＰＡ
の特性と推定することができる。すなわち、パッチＰＡの特性は、パッチＰＡに捕捉され
た物質の特性に依存し得る。
【００８９】
１．２．２　特性
　上記の説明のように、本出願によるパッチＰＡは、メッシュ構造体ＮＳを含むことがで
きる。パッチＰＡは、メッシュ構造体ＮＳによって、液体物質ＳＢを管理することができ
る。パッチＰＡは、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢが、その固有の特性の少なくと
もいくつかを維持することを、可能にし得る。
【００９０】
　例えば、液体物質ＳＢが分布するパッチＰＡの領域において、物質の拡散が生じてもよ
く、表面張力などの力が作用する状態であってもよい。
【００９１】
　パッチＰＡは、標的物質の拡散が、物質の熱運動又は物質の密度若しくは濃度の相違に
起因して引き起こされる、液体環境を提供することができる。一般に、「拡散」とは、物
質を構成する粒子が、濃度の相違に起因して、濃度が高い側から、濃度が低い側に広がる
現象を指す。このような拡散現象は、基本的に、分子の運動（気体又は液体中での並進運
動、固体中での振動運動など）に起因して引き起こされる現象として、理解され得る。本
出願において、粒子が、濃度又は密度の相違に起因して、濃度が高い側から、濃度が低い
側に広がる現象を指すのに加えて、「拡散」とは、粒子が、濃度が均一な場合であっても
生じる分子の不規則運動に起因して移動する現象も指す。「不規則運動」という表現はま
た、他に特に言及がない限り、「拡散」と同じ意味を有し得る。拡散した物質は、液体物
質ＳＢに溶解した溶質であってもよく、拡散した物質は、固体、液体又は気体状態で提供
されてもよい。
【００９２】
　より詳細には、パッチＰＡによって捕捉された液体物質ＳＢ中に不均一に分布した物質
は、パッチＰＡによって提供される空間に拡散することができる。言い換えれば、添加物
質ＡＳは、パッチＰＡによって規定される空間に拡散することができる。
【００９３】
　パッチＰＡによって管理される液体物質ＳＢ中に不均一に分布した物質又は添加物質Ａ
Ｓは、パッチＰＡのメッシュ構造体ＮＳによって提供されるマイクロキャビティ内に拡散
することができる。不均一に分布した物質又は添加物質ＡＳが拡散し得る領域は、別の物



(17) JP 2019-510237 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

質と、接続又は接触しているパッチＰＡによって、変化し得る。
【００９４】
　パッチＰＡ内又はパッチＰＡに接続された外部領域内での不均一に分布した物質又は添
加物質ＡＳの拡散の結果として、物質又は添加物質ＡＳの濃度が均一になった後でさえ、
物質又は添加物質ＡＳは、パッチＰＡの内部及び／又はパッチＰＡに接続された外部領域
内での分子の不規則運動に起因して、絶え間なく、移動することができる。
【００９５】
　パッチＰＡは、親水性又は疎水性の性質を示すように実施されてもよい。言い換えれば
、パッチＰＡのメッシュ構造体ＮＳは、親水性又は疎水性の性質を有し得る。
【００９６】
　メッシュ構造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの性質が類似している場合、メッシュ構造体ＮＳ
は、液体物質ＳＢを、より効果的に管理することが可能であり得る。
【００９７】
　塩基性物質ＢＳは、極性の親水性物質又は非極性の疎水性物質であってもよい。添加物
質ＡＳは、親水性又は疎水性の性質を示してもよい。
【００９８】
　液体物質ＳＢの性質は、塩基性物質ＢＳ及び／又は添加物質ＡＳに関係していてもよい
。例えば、塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳの両方が、親水性である場合、液体物質ＳＢ
は、親水性であってもよく、塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳの両方が、疎水性である場
合、液体物質ＳＢは、疎水性であってもよい。塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳの極性が
異なる場合、液体物質ＳＢは、親水性又は疎水性であってもよい。
【００９９】
　メッシュ構造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの両方の極性が、親水性又は疎水性である場合、
引力が、メッシュ構造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの間で作用する状態であり得る。メッシュ
構造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの極性が正反対である場合、例えば、メッシュ構造体ＮＳの
極性が疎水性であって、液体物質ＳＢの極性が親水性である場合、反発力が、メッシュ構
造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの間で作用し得る。
【０１００】
　上述の性質に基づけば、パッチＰＡは、単独で使用されてもよく、複数のパッチＰＡが
使用されてもよく、又はパッチＰＡは、所望の反応を誘導する別の媒体とともに使用され
てもよい。本明細書の以下において、パッチＰＡの機能的な態様を説明する。
【０１０１】
　しかしながら、本明細書の以下において、説明の便宜上、パッチＰＡを、親水性溶液を
含み得るゲル型であると仮定する。言い換えれば、他に特に言及がない限り、パッチＰＡ
のメッシュ構造体ＮＳは、親水性の性質を有すると仮定する。
【０１０２】
　しかしながら、本出願の範囲は、親水性の性質を有するゲル型パッチＰＡに限定される
ものと解釈されるべきではない。疎水性の性質を示す溶液を含むゲル型パッチＰＡに加え
て、溶媒が除去されたゲル型パッチＰＡ及び、さらにゾル型パッチＰＡも、本出願による
機能を実施する能力がある限り、本出願の範囲に属し得る。
【０１０３】
２．パッチの機能
　上述の特性に起因して、本出願によるパッチは、いくつかの有用な機能を有し得る。言
い換えれば、液体物質ＳＢを捕捉することによって、パッチは、液体物質ＳＢの挙動に関
与するようになり得る。
【０１０４】
　したがって、本明細書の以下において、パッチＰＡに関する物質の挙動の形態に従って
、物質の状態がパッチＰＡによって形成された所定の領域に規定されたリザーバー機能、
及び物質の状態がパッチＰＡの外部領域を含む領域に規定されたチャネリング機能を、別
々に説明する。
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【０１０５】
２．１　リザーバー
２．１．１　意味
　上記で説明するように、本出願によるパッチＰＡは、液体物質ＳＢを捕捉することがで
きる。言い換えれば、パッチＰＡは、リザーバーとしての機能を果たすことができる。
【０１０６】
　パッチＰＡは、メッシュ構造体ＮＳを使用して、メッシュ構造体ＮＳに形成された複数
のマイクロキャビティに、液体物質ＳＢを捕捉することができる。液体物質ＳＢは、パッ
チＰＡの三次元メッシュ構造体ＮＳによって形成された微細なマイクロキャビティの少な
くとも一部を占めていてもよく、又はメッシュ構造体ＮＳに形成されたナノサイズの孔中
に浸透していてもよい。
【０１０７】
　パッチＰＡに配置された液体物質ＳＢは、液体物質ＳＢが複数のマイクロキャビティに
分布している場合でさえ、液体の性質を失わない。すなわち、液体物質ＳＢは、パッチＰ
Ａ中においてさえ、流動性を有し、物質の拡散は、パッチＰＡに分布した液体物質ＳＢに
おいて生じてもよく、適切な溶質は、物質に溶解していてもよい。
【０１０８】
　パッチＰＡのリザーバー機能を、より詳細に以下で説明する。
【０１０９】
２．１．２　含有
　本出願において、パッチＰＡは、上述の特性に起因して、標的物質を捕捉することがで
きる。パッチＰＡは、所定の範囲内で、外部環境の変化に対する抵抗性を有していてもよ
い。この方法において、パッチＰＡは、物質が捕捉された状態を維持することができる。
捕捉される標的である液体物質ＳＢは、三次元メッシュ構造体ＮＳを占めていてもよい。
【０１１０】
　本明細書の以下において、便宜上、上述のパッチＰＡの機能を、「含有」と称する。
【０１１１】
　しかしながら、「液体物質を含有するパッチＰＡ」は、液体物質が、メッシュ構造によ
って形成される空間に含有される場合、及び／又は、液体物質が、メッシュ構造体ＮＳを
構成するフレーム構造体に含有される場合を包含するものとして定義される。
【０１１２】
　パッチＰＡは、液体物質ＳＢを含有することができる。例えば、パッチＰＡは、パッチ
ＰＡのメッシュ構造体ＮＳ及び液体物質ＳＢの間で作用する引力に起因して、液体物質Ｓ
Ｂを含有することができる。液体物質ＳＢは、所定の強度又はそれより高い引力でメッシ
ュ構造体ＮＳと結合することができ、パッチＰＡに含有され得る。
【０１１３】
　パッチＰＡに含有される液体物質ＳＢの性質は、パッチＰＡの性質に従って分類するこ
とができる。より詳細には、パッチＰＡが親水性の性質を示す場合、パッチＰＡは、一般
に、極性である、親水性の液体物質ＳＢと結合することができ、三次元マイクロキャビテ
ィに親水性の液体物質ＳＢを含有することができる。或いは、パッチＰＡが疎水性の性質
を示す場合、疎水性の液体物質ＳＢは、三次元メッシュ構造体ＮＳのマイクロキャビティ
に含有され得る。
【０１１４】
　パッチＰＡに含有され得る物質の量は、パッチＰＡの体積に比例していてもよい。言い
換えれば、パッチＰＡに含有される物質の量は、パッチＰＡの形態に寄与する支持体とし
て機能する三次元メッシュ構造体ＮＳの量に比例していてもよい。しかしながら、パッチ
ＰＡに含有され得る物質の量及びパッチＰＡの体積の間に一定の比例係数は存在せず、し
たがって、パッチＰＡに含有され得る物質の量及びパッチＰＡの体積の間の関係は、メッ
シュ構造の設計又は製造方法に従って変化し得る。
【０１１５】
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　パッチＰＡに含有される物質の量は、時間とともに、蒸発、喪失などに起因して、減少
することがある。パッチＰＡに含有される物質の含量を増加又は維持するために、物質を
、パッチＰＡに追加で注入してもよい。例えば、水分の蒸発を抑制するための水分保持剤
を、パッチＰＡに添加してもよい。
【０１１６】
　パッチＰＡは、液体物質ＳＢを保管するのに容易な形態で実施されてもよい。これは、
物質が、湿度レベル、光の量及び温度などの環境要因によって影響を受ける場合に、パッ
チＰＡが、物質の変性を最小限にして、実施することができることを意味する。例えば、
パッチＰＡが細菌などの外部要因に起因して変性するのを阻止するために、パッチＰＡは
、細菌阻害剤で処理されてもよい。
【０１１７】
　複数の成分を有する液体物質ＳＢが、パッチＰＡに含有されていてもよい。この場合に
おいて、複数の成分で形成される物質は、基準時点の前に、パッチＰＡに一緒に配置され
てもよく、又は、当初に注入された物質は、最初にパッチＰＡに含有されてもよく、次い
で、二番目の物質は、所定の時間の後、パッチＰＡに含有されてもよい。例えば、２つの
成分で形成される液体物質ＳＢが、パッチＰＡに含有される場合、２つの成分は、パッチ
ＰＡの製造の際にパッチＰＡに含有されてもよく、１つの成分のみがパッチＰＡの製造の
際にパッチに含有され、他の成分は後でパッチＰＡに含有されてもよく、又は、２つの成
分は、パッチＰＡが製造された後に、パッチＰＡに連続して含有されてもよい。
【０１１８】
　上記で説明するように、パッチに含有される物質は、流動性を示してもよく、物質は、
不規則に移動してもよく、又はパッチＰＡ中での分子運動に起因して拡散してもよい。
【０１１９】
２．１．３　反応空間の提供
　図３及び図４は、本出願によるパッチの機能の一例として、反応空間を提供することを
示す図である。
【０１２０】
　図３及び図４に示されるように、本出願によるパッチＰＡは、空間を提供する機能を果
たすことができる。言い換えれば、パッチＰＡは、液体物質ＳＢが、メッシュ構造体ＮＳ
によって形成される空間及び／又はメッシュ構造体ＮＳを構成する空間の至るところで移
動することができる、空間を提供することができる。
【０１２１】
　パッチＰＡは、粒子の拡散及び／又は粒子の不規則運動以外の活動（本明細書の以下に
おいて、拡散以外の活動と称する）のための空間を提供してもよい。拡散以外の活動は、
限定されるものではないが、化学反応を指してもよく、物理状態の変化を指してもよい。
より詳細には、拡散以外の活動としては、活動の後に物質の化学組成が変化する化学反応
、物質に含まれる成分の間の特異的な結合反応、物質に含まれ、不均一に分布した溶質若
しくは粒子の均質化、物質に含まれるいくつかの成分の縮合、又は物質の一部の生物学的
な活動を挙げることができる。
【０１２２】
　複数の物質が活動に関与するようになる場合、複数の物質は、基準時点の前に、パッチ
ＰＡに一緒に配置されていてもよい。複数の物質は、パッチＰＡに、連続的に挿入されて
もよい。
【０１２３】
　パッチＰＡの環境条件を変更することによって、パッチＰＡにおける拡散以外の活動の
ための空間を提供する機能の効率を、増強することができる。例えば、活動は、促進され
てもよく、又は活動の開始は、パッチＰＡの温度条件の変更又は電気的条件を加えること
によって、誘発されてもよい。
【０１２４】
　図３及び図４によれば、パッチＰＡに配置された第１の物質ＳＢ１及び第２の物質ＳＢ
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２は、パッチＰＡの内部で反応することができ、第３の物質ＳＢ３に変形してもよく、又
は第３の物質ＳＢ３を発生させてもよい。
【０１２５】
２．２　チャネル
２．２．１　意味
　物質の移動は、パッチＰＡ及び外部領域の間で生じてもよい。物質は、パッチＰＡから
パッチＰＡの外部領域に移動してもよく、又は外部領域からパッチＰＡに移動してもよい
。
【０１２６】
　パッチＰＡは、物質の移動経路を形成してもよく、又は物質の移動に関与していてもよ
い。より詳細には、パッチＰＡは、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの移動に関与し
てもよく、又はパッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢを通じた外部物質の移動に関与して
もよい。塩基性物質ＢＳ又は添加物質ＡＳは、パッチＰＡから外に移動してもよく、又は
外部物質は、外部領域からパッチＰＡに導入されてもよい。
【０１２７】
　パッチＰＡは、物質の移動経路を提供することができる。すなわち、パッチＰＡは、物
質の移動に関与してもよく、物質の移動チャネルを提供してもよい。パッチＰＡは、液体
物質ＳＢの固有の性質に基づいて、物質の移動チャネルを提供してもよい。
【０１２８】
　パッチＰＡが、外部領域と接続されているか否かに従って、パッチＰＡは、液体物質Ｓ
ＢがパッチＰＡ及び外部領域の間で移動可能な状態であってもよく、又は液体物質ＳＢが
パッチＰＡ及び外部領域の間で移動不可能な状態であってもよい。パッチＰＡ及び外部領
域の間でチャネリングが始まる場合、パッチＰＡは、固有の機能を有することができる。
【０１２９】
　本明細書の以下において、物質が移動可能な状態及び物質が移動不可能な状態を最初に
説明し、パッチＰＡの固有の機能を、パッチＰＡ及び外部領域が接続されているか否かに
関連して詳細に説明する。
【０１３０】
　基本的に、物質の不規則運動及び／又は拡散は、パッチＰＡ及び外部領域の間の液体物
質ＳＢの移動の根本的要因である。しかしながら、パッチＰＡ及び外部領域の間の物質の
移動を制御するために、外部環境要因を制御すること（例えば、温度条件を制御すること
、電気的条件を制御することなど）は、既に説明されている。
【０１３１】
２．２．２　移動可能な状態
　物質が移動可能な状態において、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及び／又は外部
領域に配置された物質の間で、流れが生じてもよい。物質が移動可能な状態において、パ
ッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及び外部領域の間で、物質の移動が生じてもよい。
【０１３２】
　例えば、物質が移動可能な状態において、液体物質ＳＢ又は液体物質ＳＢのいくつかの
成分は、外部領域に拡散してもよく、又は不規則運動に起因して移動してもよい。或いは
、物質が移動可能な状態において、外部領域に配置された外部物質又は外部物質のいくつ
かの成分は、パッチＰＡ中の液体物質ＳＢに拡散してもよく、又は不規則運動に起因して
移動してもよい。
【０１３３】
　物質が移動可能な状態は、接触によって引き起こされてもよい。接触は、パッチＰＡに
捕捉された液体物質ＳＢ及び外部領域の間の接続を指してもよい。接触は、液体物質ＳＢ
及び外部領域の流動領域の間で少なくとも部分的に重なり合うことを指してもよい。接触
は、パッチＰＡの少なくとも一部と接続されている外部物質を指してもよい。捕捉された
液体物質ＳＢが流動し得る範囲は、物質が移動可能な状態に拡大していることが理解され
得る。言い換えれば、物質が移動可能な状態において、液体物質ＳＢが流動し得る範囲は
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、捕捉された液体物質ＳＢの外部領域の少なくとも一部を含むように拡大してもよい。例
えば、液体物質ＳＢが外部領域と接触している場合、捕捉された液体物質ＳＢが流動し得
る範囲は、接触している外部領域の少なくとも一部を含むように拡大してもよい。より詳
細には、外部領域が外部プレートである場合、液体物質ＳＢが流動し得る領域は、液体物
質ＳＢと接触している外部プレートの領域を含んで拡大してもよい。
【０１３４】
２．２．３　移動不可能な状態
　物質が移動不可能な状態において、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及び外部領域
の間で、物質の移動は生じなくてもよい。しかしながら、物質の移動は、パッチＰＡに捕
捉された液体物質ＳＢにおいて、及び外部領域に配置された外部物質において、それぞれ
、生じてもよい。
【０１３５】
　物質が移動不可能な状態は、接触が解放された状態であってもよい。言い換えれば、パ
ッチＰＡ及び外部領域の間で接触が解放された状態において、パッチＰＡに残留した液体
物質ＳＢ及び外部領域又は外部物質の間で、物質の移動は不可能である。
【０１３６】
　より詳細には、接触が解放された状態は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢが外部
領域に接続されていない状態を指してもよい。接触が解放された状態は、液体物質ＳＢが
、外部領域に配置された外部物質に接続されていない状態を指してもよい。例えば、物質
の移動が不可能な状態は、パッチＰＡ及び外部領域の間の分離によって引き起こされても
よい。
【０１３７】
　本明細書において、「移動可能な状態」は、「移動不可能な状態」と区別された意味を
有するが、時間の経過、環境の変化などに起因して、状態の間で、移行が生じてもよい。
言い換えれば、パッチＰＡは、移動可能な状態になった後に移動不可能な状態になっても
よく、移動不可能な状態になった後に移動可能な状態になってもよく、又は移動可能な状
態になった後、移動不可能な状態になった後に、再び移動可能な状態になってもよい。
【０１３８】
２．２．４　機能の区別
２．２．４．１　送達
　本出願において、上述の特性に起因して、パッチＰＡは、パッチＰＡに捕捉された液体
物質ＳＢの少なくとも一部を、所望の外部領域に送達することができる。物質の送達は、
満足された所定の条件に起因する、パッチＰＡからの、パッチＰＡに捕捉された液体物質
ＳＢの一部の分離を指してもよい。液体物質ＳＢの一部の分離は、パッチＰＡによって影
響を受ける領域から、物質の一部の抽出、放出又は解放を指してもよい。これは、パッチ
ＰＡの上述のチャネリング機能に従属する概念であり、パッチＰＡの外部へのパッチＰＡ
に配置された物質の移動（送達）を定義するものとして理解することができる。
【０１３９】
　所望の外部領域は、別のパッチＰＡ、乾燥領域又は液体領域であってもよい。
【０１４０】
　送達が生じる所定の条件は、温度の変化、圧力の変化、電気的特性の変化及び物理的状
態の変化などの環境条件として設定することができる。例えば、パッチＰＡが、液体物質
ＳＢに結合する力がパッチＰＡのメッシュ構造体ＮＳに結合する力よりも大きい物体と接
触する場合、液体物質ＳＢは、接触した物体と化学的に結合することができ、結果として
、液体物質ＳＢの少なくとも一部が、物体に提供され得る。
【０１４１】
　本明細書の以下において、便宜上、上述のパッチＰＡの機能を、「送達」と称する。
【０１４２】
　送達は、パッチＰＡ及び外部領域の間で、液体物質ＳＢが移動可能な状態、及び液体物
質ＳＢが移動不可能な状態を介して、パッチＰＡ及び外部領域の間で生じてもよい。
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【０１４３】
　より詳細には、液体物質ＳＢが移動可能な状態である場合、液体物質ＳＢは、パッチＰ
Ａ及び外部領域の間で拡散してもよく、又は不規則運動に起因して外部領域に移動しても
よい。言い換えれば、液体物質ＳＢに含まれる塩基性溶液及び／又は添加物質ＡＳは、パ
ッチＰＡから外部領域に移動してもよい。液体物質ＳＢが移動不可能な状態において、液
体物質ＳＢは、パッチＰＡ及び外部領域の間で移動することは不可能である。言い換えれ
ば、移動可能な状態から移動不可能な状態への移行に起因して、液体物質ＳＢの拡散及び
／又は不規則運動に起因してパッチＰＡから外部領域に移動した物質の一部は、パッチＰ
Ａに戻ることは不可能になる。したがって、液体物質ＳＢの一部は、外部領域に提供され
得る。
【０１４４】
　送達は、液体物質ＳＢ及びメッシュ構造体ＮＳの間の引力、並びに液体物質ＳＢ及び外
部領域又は外部物質の間の引力の間の相違に起因して行われてもよい。引力は、極性又は
特異的な結合の関係の間で、同様に引き起こされ得る。
【０１４５】
　より詳細には、液体物質ＳＢが親水性であり、外部領域又は外部物質が、メッシュ構造
体ＮＳよりも親水性である場合、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの少なくとも一部
は、移動可能状態及び移動不可能状態を介して、外部領域に提供され得る。
【０１４６】
　液体物質ＳＢの送達は、選択的に行うこともできる。例えば、液体物質ＳＢ及び外部物
質に含まれるいくつかの成分の間に特異的な結合の関係が存在する場合、いくつかの有効
成分は、物質が移動可能な状態及び物質が移動不可能な状態を介して、選択的に送達され
得る。
【０１４７】
　より詳細には、パッチＰＡが、平板の形態である外部プレートＰＡに物質を提供すると
仮定すると、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの一部（例えば、溶質の一部）と特異
的に結合する物質を、外部プレートＰＬに適用することができる。この場合において、パ
ッチＰＡは、移動可能状態及び移動不可能状態を介して、パッチＰＡからプレートＰＬに
、外部プレートＰＬに適用された物質に特異的に結合する溶質の一部を、選択的に送達す
ることができる。
【０１４８】
　パッチＰＡの機能としての送達は、物質が移動される異なる領域のいくつかの例により
、以下で説明する。しかしながら、詳細な説明を行うにあたり、液体物質ＳＢの「解放」
及び液体物質ＳＢの「送達」の概念は、互換可能に使用することができる。
【０１４９】
　ここで、液体物質ＳＢがパッチＰＡから分離した外部プレートＰＬに提供される場合を
説明する。例えば、物質がパッチＰＡからプレートＰＬ、例えば、スライドガラスに移動
する場合を考慮に入れてもよい。
【０１５０】
　パッチＰＡ及びプレートＰＬが接触すると、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの少
なくとも一部は、プレートＰＬに拡散するか、又は不規則運動に起因して移動する。パッ
チＰＡ及びプレートＰＬの間の接触が解放されると、パッチＰＡからプレートＰＬに移動
した物質の一部（すなわち、液体物質ＳＢの一部）は、パッチＰＡに戻ることは不可能に
なる。結果として、物質の一部は、パッチＰＡからプレートＰＬに提供され得る。この場
合において、提供される物質の一部は、添加物質ＡＳであってもよい。接触及び分離によ
って「提供される」パッチＰＡ中の物質のために、物質及びプレートＰＬの間で作用する
引力並びに／又は結合力が存在しなければならず、引力及び／又は結合力は、物質及びパ
ッチＰＡの間で作用する引力よりも大きくなければならない。したがって、上述の「送達
条件」が満たされないと、物質の送達は、パッチＰＡ及びプレートＰＬの間で生じ得ない
。
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【０１５１】
　物質の送達は、温度条件又は電気的条件をパッチＰＡに提供することによって制御して
もよい。
【０１５２】
　パッチＰＡからプレートＰＬへの物質の移動は、パッチＰＡ及びプレートＰＬの間の接
触面積の範囲に依存し得る。例えば、パッチＰＡ及びプレートＰＬの間の物質移動効率は
、パッチＰＡ及びプレートＰＬが接触する面積の範囲に従って、増加又は減少し得る。
【０１５３】
　パッチＰＡが複数の成分を含む場合、いくつかの成分のみが、外部プレートＰＬに選択
的に移動してもよい。より詳細には、複数の成分のいくつかに特異的に結合する物質は、
外部プレートＰＬに固定されていてもよい。この場合において、外部プレートＰＬに固定
された物質は、液体状態若しくは固体状態であってもよく、又は異なる領域に固定されて
いてもよい。この場合において、複数の成分の物質の一部は、プレートＰＬに移動し、パ
ッチＰＡ及び異なる領域の間での接触に起因してプレートＰＬに特異的に結合し、パッチ
ＰＡがプレートＰＬから分離されると、いくつかの成分のみが、プレートＰＬに選択的に
開放され得る。
【０１５４】
　図５～図７は、本出願によるパッチＰＡの機能の中から物質の送達の一例として、パッ
チＰＡから外部プレートＰＬへの物質の送達を示す。図５～図７によれば、パッチＰＡが
外部プレートＰＬと接触することによって、パッチＰＡに含有される物質の一部が、プレ
ートＰＬに提供され得る。この場合において、物質の提供は、物質が移動可能なようにプ
レートと接触するパッチＰＡによって可能になり得る。この場合において、水膜ＷＦは、
プレート及びパッチＰＡが接触する接触面の近傍で形成されてもよく、物質は、形成され
た水膜ＷＦを通して移動可能であり得る。
【０１５５】
　ここで、液体物質ＳＢがパッチＰＡから流動性を有する物質ＳＬに提供される場合を説
明する。流動性を有する物質ＳＬは、他の含有空間に保持されるか、又は流動する、液体
物質であってもよい。
【０１５６】
　パッチＰＡ及び流動性を有する物質が接触すると（例えば、パッチＰＡを、溶液中に入
れる）、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの少なくとも一部は、不規則運動に起因し
て、流動性を有する物質ＳＬに拡散又は移動し得る。パッチＰＡ及び流動性を有する物質
ＳＬが分離されると、パッチＰＡから流動性を有する物質に移動した液体物質ＳＢの一部
は、パッチＰＡに戻ることが不可能になり、パッチＰＡ中の物質の一部は、流動性を有す
る物質に提供され得る。
【０１５７】
　パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬの間の物質の移動は、パッチＰＡ及び流動性を
有する物質ＳＬの間の接触面積の範囲に依存し得る。例えば、パッチＰＡ及び流動性を有
する物質ＳＬの間の物質移動効率は、パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬが接触する
面積の程度（例えば、パッチＰＡが、溶液に浸漬された深さなど）に従って、増加又は減
少し得る。
【０１５８】
　パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬの間の物質の移動は、パッチＰＡ及び流動性を
有する物質の間の物理的な分離によって制御することができる。
【０１５９】
　液体物質ＳＢ中の添加物質ＡＳの部分濃度及び流動性を有する物質中の添加物質ＡＳの
部分濃度は、異なっていてもよく、添加物質ＡＳは、パッチＰＡから流動性を有する物質
に提供されてもよい。
【０１６０】
　しかしながら、流動性を有する物質ＳＬに液体物質ＳＢを提供するパッチＰＡにおいて
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、パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬの間の物理的な分離は必須ではない。例えば、
パッチＰＡから流動性を有する液体に移動する物質が引き起こす力（推進力／偶然の力）
が、消失するか、又は基準値若しくはそれより下に減少すると、物質の移動は停止し得る
。
【０１６１】
　パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬの間の「送達」において、パッチＰＡ及び流動
性を有する物質ＳＬの間の上述の「送達条件」は、必要ではないことがある。流動性を有
する物質ＳＬに既に移動した物質が、流動性を有する物質ＳＬ中の不規則運動に起因して
拡散及び／又は移動し、移動した物質及びパッチＰＡの間の距離が、所定の距離より大き
くなると、物質が、流動性を有する物質ＳＬに提供されたと理解することができる。プレ
ートＰＬの場合では、接触に起因して拡大した移動可能な範囲が極めて限定されており、
したがって、パッチＰＡ及びプレートＰＬに移動した物質の間の引力が大きな影響を与え
得るので、パッチＰＡ及び流動性を有する物質の間の関係において、パッチＰＡ及びプレ
ートＰＬの間の接触に起因して拡大した移動可能な範囲は、比較的大きくなり、したがっ
て、パッチＰＡ及び流動性を有する物質ＳＬに移動した物質の間の引力は重要ではない。
【０１６２】
　図８～図１０は、本出願によるパッチＰＡの機能の中から物質の送達の一例として、パ
ッチＰＡから流動性を有する物質への物質の送達を示す。図８～図１０によれば、パッチ
ＰＡは、パッチＰＡに含有される物質の一部を、流動性を有する外部物質に送達すること
ができる。含有された物質の一部の送達は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及び流
動性を有する物質の間で物質の移動が可能となるように、パッチＰＡを、流動性を有する
物質に挿入又は接触させることにより、行うことができる。
【０１６３】
　ここで、物質が、パッチＰＡから別のパッチＰＡに移動すると仮定する。パッチＰＡ及
び他のパッチＰＡが接触する接触領域において、パッチＰＡに提供された液体物質ＳＢの
少なくとも一部は、他のパッチＰＡに移動することができる。
【０１６４】
　接触領域において、それぞれのパッチＰＡに提供された液体物質ＳＢは、拡散して、他
のパッチＰＡに移動することができる。この場合において、物質の移動に起因して、それ
ぞれのパッチＰＡに提供された液体物質ＳＢの濃度は変化し得る。また、本実施形態にお
いて、上記で説明するように、パッチＰＡ及び他のパッチＰＡは、分離されていてもよく
、パッチＰＡ中の液体物質ＳＢの一部は、他のパッチＰＡに提供され得る。
【０１６５】
　パッチＰＡ及び他のパッチＰＡの間の物質の移動は、物理的状態の変化を含む、環境条
件の変化によって行うことができる。
【０１６６】
　パッチＰＡ及び他のパッチＰＡの間の物質の移動は、パッチＰＡ及び他のパッチＰＡの
間の接触面積の範囲に依存し得る。例えば、パッチＰＡ及び他のパッチＰＡの間の物質移
動効率は、パッチＰＡが他のパッチＰＡと接触する面積の範囲に従って、増加又は減少し
得る。
【０１６７】
　図１１～図１３は、本出願によるパッチＰＡの機能の中で、物質の送達の一例として、
パッチＰＡ１から別のパッチＰＡ２への物質の送達を示す。図１１～図１３によれば、パ
ッチＰＡ１は、パッチＰＡ１に含有される物質の一部を、他のパッチＰＡ２に送達するこ
とができる。物質の一部の送達は、パッチＰＡ１を他のパッチＰＡ２と接触させることに
よって、並びにパッチＰＡ１に捕捉された液体物質ＳＢ及び他のパッチＰＡ２に捕捉され
た物質を交換可能な状態にすることによって、行うことができる。
【０１６８】
２．２．４．２　吸収
　説明の前に、本出願によるパッチＰＡの機能の中で、「吸収」は、いくつかの実施形態
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において、上述の「送達」と同様に使用し得ることに留意すべきである。例えば、物質が
、物質間の濃度の相違に起因して移動する場合において、「吸収」は、液体物質ＳＢの濃
度、特に、添加物質ＡＳの濃度を変化させて、物質が移動する方向を制御し得る点で「送
達」と同様であり得る。「吸収」は、パッチＰＡとの物理的な接触の解放によって、物質
の移動及び選択的な吸収を制御する点で、「送達」と同様であり得、これは、本出願が関
連する当業者によって、明確に理解され得る。
【０１６９】
　上述の特性に起因して、本出願によるパッチＰＡは、外部物質を捕捉することができる
。パッチＰＡは、パッチＰＡによって規定された領域の外側に存在する外部物質を、パッ
チＰＡによって影響を受ける領域の方向に引き込むことができる。引き込まれた外部物質
は、パッチＰＡの液体物質ＳＢと一緒に捕捉され得る。外部物質の引き込みは、外部物質
及びパッチＰＡによって既に捕捉された液体物質ＳＢの間の引力によって引き起こされて
もよい。或いは、外部物質の引き込みは、外部物質及び液体物質ＳＢによって占められて
いないメッシュ構造体ＮＳの領域の間の引力によって引き起こされてもよい。外部物質の
引き込みは、表面張力の力によって引き起こされてもよい。
【０１７０】
　本明細書の以下において、便宜上、上述のパッチＰＡの機能を、「吸収」と称する。吸
収は、パッチＰＡの上述のチャネリング機能に従属する概念として理解することができ、
この概念はパッチＰＡへの外部物質の移動を定義する。
【０１７１】
　吸収は、物質が移動可能な状態及び物質が移動不可能な状態を介して、パッチＰＡによ
って生じ得る。
【０１７２】
　パッチＰＡによって吸収可能な物質は、液体状態又は固体状態であってもよい。例えば
、パッチＰＡが、固体状態の物質を含む外部物質と接触する場合、物質の吸収は、外部物
質に含まれる固体状態の物質及びパッチＰＡに配置された液体物質ＳＢの間の引力に起因
して行われ得る。別の例として、パッチＰＡが、液体の外部物質と接触する場合、吸収は
、液体の外部物質及びパッチＰＡに配置された液体物質ＳＢの間の結合に起因して行われ
得る。
【０１７３】
　パッチＰＡに吸収された外部物質は、パッチＰＡを形成するメッシュ構造体ＮＳのマイ
クロキャビティを通してパッチＰＡの内部に移動してもよく、又はパッチＰＡの表面に分
布していてもよい。外部物質が分布する位置は、外部物質の分子量又は粒子径に基づいて
設定することができる。
【０１７４】
　吸収が行われる間に、パッチＰＡの形態は変化してもよい。例えば、パッチＰＡの体積
、色などが変化してもよい。パッチＰＡへの吸収が行われる間、パッチＰＡへの吸収は、
パッチＰＡの吸収環境に、温度の変化及び物理的状態の変化などの外部条件を加えること
によって、活性化又は遅延させることができる。
【０１７５】
　吸収を、吸収が生じるときにパッチＰＡに吸収される物質を提供する外部領域のいくつ
かの例に従って、パッチＰＡの機能として、以下に説明する。
【０１７６】
　本明細書の以下において、パッチＰＡが、外部プレートＰＬから外部物質を吸収すると
仮定する。外部プレートの一例として、外部物質が配置され得るが、外部物質が吸収され
ない、プレートＰＬを挙げることができる。
【０１７７】
　物質は、外部プレートＰＬに適用されてもよい。特に、物質は、プレートＰＬに、粉末
の形態で適用されてもよい。プレートＰＬに適用された物質は、単一成分、又は複数の成
分の混合物であってもよい。
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【０１７８】
　プレートＰＬは、平板形状を有していてもよい。プレートＰＬの形状は、物質などと含
有する能力を改善するために変形させてもよい。例えば、物質を含有する能力を改善する
ためにウェルを形成してもよく、プレートＰＬの表面をエッチング若しくはエンボス加工
によって変形させてもよく、又はパッチＰＡとの接触を改善するためにパターン形成プレ
ートＰＬを使用してもよい。
【０１７９】
　本出願のパッチＰＡによるプレートＰＬからの物質の吸収は、プレートＰＬ及びパッチ
ＰＡの間の接触によって行うことができる。この場合において、プレートＰＬ及びパッチ
ＰＡの間の接触表面の近傍の接触領域において、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及
び／又はプレートＰＬに適用された物質に起因して、水膜ＷＦが形成されてもよい。水膜
（アクアプレーン、ハイドロプレーン）ＷＦが接触領域に形成されると、プレートＰＬに
適用された物質は、水膜ＷＦによって捕捉されてもよい。水膜ＷＦに捕捉された物質は、
パッチＰＡ内で自由に流動してもよい。
【０１８０】
　パッチＰＡが、プレートＰＬから、所定の距離又はそれ以上に離れて間隔が空いて、分
離されると、水膜ＷＦは、パッチＰＡと一緒に移動してもよく、プレートＰＬに適用され
た物質は、パッチＰＡに吸収され得る。パッチＰＡが、プレートＰＬから所定の距離又は
それ以上離れて、分離されるにつれて、プレートＰＬに適用された物質は、パッチＰＡに
吸収され得る。パッチＰＡ及びプレートＰＬが離れて分離されると、パッチＰＡに提供さ
れた液体物質ＳＢは、プレートＰＬに移動しなくてもよく、又はそのわずかな量のみが、
パッチＰＡに吸収されてもよい。
【０１８１】
　プレートＰＬに適用された物質の一部又はすべてが、パッチＰＡに捕捉された物質の一
部又はすべてと、特異的に反応してもよい。この点において、パッチＰＡによるプレート
ＰＬからの物質の吸収は、選択的に行われ得る。特に、吸収は、パッチＰＡが、パッチＰ
Ａに捕捉された物質の一部に関して、プレートＰＬよりも強い引力を有する場合に、選択
的に行われ得る。
【０１８２】
　一例として、物質の一部は、プレートＰＬに固定されていてもよい。言い換えれば、物
質の一部は、物質の別の一部が、流動性を有するか、又は固定されないように適用される
と同時に、プレートＰＬに固定されてもよい。この場合において、パッチＰＡ及びプレー
トＰＬが接触及び分離される場合、プレートＰＬに適用された物質のプレートＰＬに固定
された物質の一部を除いて、物質は、パッチＰＡに選択的に吸収されてもよい。その代わ
りに、物質が固定されるか否かに関わらず、プレートＰＬに配置された物質及びパッチＰ
Ａに捕捉された物質の極性に起因して、選択的な吸収が生じてもよい。
【０１８３】
　別の例として、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢが、プレートＰＬに適用された物
質の少なくとも一部と特異的に結合する場合、パッチＰＡが、プレートＰＬに適用された
物質と接触して、次いで、分離されるときに、液体物質ＳＢと特異的に結合したプレート
ＰＬに適用された物質の一部のみが、パッチＰＡに吸収され得る。
【０１８４】
　さらに別の例として、プレートＰＬに適用された物質の一部は、予めプレートＰＬに固
定された物質と特異的に反応してもよい。この場合において、プレートＰＬに物質が適用
されるより前に、プレートＰＬに予め固定された物質と特異的に反応する物質を除く、残
留する物質のみが、パッチＰＡに吸収され得る。
【０１８５】
　図１４～図１６は、本出願によるパッチＰＡの機能の中から物質の吸収の一例として、
パッチＰＡによる外部プレートＰＬからの物質の吸収を示す。図１４～図１６によれば、
パッチＰＡは、外部プレートＰＬに配置された物質の一部を、外部プレートＰＬから吸収
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することができる。物質の吸収は、パッチＰＡを、外部プレートＰＬ、外部プレートＰＡ
及びパッチＰＡの間の接触領域の近傍で形成される水膜ＷＦ、及び水膜ＷＦを通じてパッ
チＰＡに移動可能な物質を、接触させることによって行うことができる。
【０１８６】
　ここで、物質は、パッチＰＡに、流動性を有する物質ＳＬから吸収されると仮定する。
流動性を有する物質ＳＬは、他の含有空間に保持されるか、又は流動する、液体の外部物
質を指していてもよい。より詳細には、流動性を有する物質ＳＬ及びパッチＰＡに捕捉さ
れた液体物質ＳＢが互いに流動し得る環境を有することによって、流動性を有する物質Ｓ
Ｌの一部又はすべてが、パッチＰＡに吸収され得る。この場合において、流動性を有する
物質ＳＬ及び液体物質ＳＢが互いに流動し得る環境は、パッチＰＡが、流動性を有する物
質ＳＬの少なくとも一部と、接触することによって形成され得る。
【０１８７】
　パッチＰＡが、流動性を有する物質ＳＬと接触すると、パッチＰＡは、物質が流動性を
有する物質ＳＬから移動可能である状態であり得る。パッチＰＡが、流動性を有する物質
ＳＬから分離されると、流動性を有する物質ＳＬの少なくとも一部は、パッチＰＡに吸収
され得る。
【０１８８】
　流動性を有する物質ＳＬからパッチＰＡへの物質の吸収は、パッチＰＡに捕捉された物
質及び流動性を有する物質ＳＬの間の濃度の相違に依存し得る。言い換えれば、所定の添
加物質ＡＳに対するパッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの濃度が、所定の添加物質ＡＳ
に対する流動性を有する物質ＳＬの濃度よりも低い場合、所定の添加物質ＡＳは、パッチ
ＰＡに吸収され得る。
【０１８９】
　物質が、流動性を有する物質ＳＬからパッチＰＡに吸収される場合、パッチＰＡ及び流
動性を有する物質ＳＬが上記の説明のようにして接触する間の濃度の相違に応じた吸収に
加えて、パッチＰＡへの吸収は、電気的要因の追加又は物理的状態の変化によって制御す
ることもできる。さらに、パッチＰＡに捕捉された物質及び吸収される物質の間の直接的
な接触がなく、物質の吸収は、媒体を介して、それらの間の間接的な接触を通して行われ
てもよい。
【０１９０】
　図１７～図１９は、本出願によるパッチＰＡの機能の中から物質の吸収の一例として、
パッチＰＡによる流動性を有する物質ＳＬからの物質の吸収を示す。図１７～図１９によ
れば、パッチＰＡは、流動性を有する物質ＳＬの一部を吸収することができる。物質の吸
収は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ及び流動性を有する物質ＳＬが互いに移動可
能であるように、パッチＰＡを、流動性を有する物質ＳＬに浸漬、又は流動性を有する物
質ＳＬと接触させることによって、行うことができる。
【０１９１】
　ここで、パッチＰＡが、別のパッチＰＡから外部物質を吸収すると仮定する。
【０１９２】
　パッチＰＡによる別のパッチＰＡからの外部物質の吸収は、吸収された外部物質及びパ
ッチＰＡに既に捕捉された物質の間、並びに吸収された外部物質及びパッチＰＡに吸収さ
れていない外部物質の間の結合力の相違に起因して、行われてもよい。例えば、吸収され
た物質が親水性の性質を示す場合、パッチＰＡは、親水性の性質を示し、吸収された物質
及びパッチＰＡの間の引力は、他のパッチＰＡ及び吸収された物質の間の引力よりも強く
（すなわち、パッチＰＡが、他のパッチＰＡよりも親水性である場合）、外部物質の少な
くとも一部は、パッチＰＡ及び他のパッチＰＡが、接触後に分離されたときに、パッチＰ
Ａに吸収され得る。
【０１９３】
　図２０～図２２は、本出願によるパッチＰＡの機能の中で、物質の吸収の一例として、
パッチＰＡ３による別のパッチＰＡ４からの物質の吸収を示す。図２０～図２２によれば
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、パッチＰＡ３は、他のパッチＰＡ４に配置された物質の一部を吸収することができる。
物質の吸収は、パッチＰＡ３を他のパッチＰＡ４と接触させることによって、行うことが
でき、パッチＰＡ３に捕捉された液体物質ＳＢ及び他のパッチＰＡ４に捕捉された液体物
質ＳＢを交換可能にする。
【０１９４】
　パッチＰＡと吸収された外部物質との結合力は、パッチＰＡの総体積に対する、パッチ
ＰＡを構成する三次元メッシュ構造体ＮＳのフレーム構造体の割合に従って、変化し得る
。例えば、全パッチＰＡ中、フレーム構造体によって占められている体積の割合が増加す
るにつれて、構造体に捕捉された物質の量が減少し得る。この場合において、パッチＰＡ
及び標的物質の間の結合力は、標的物質及びパッチＰＡに捕捉された物質の間の接触面積
の減少などの理由に起因して、減少し得る。
【０１９５】
　これに関して、メッシュ構造体ＮＳを構成する原料の比率は、パッチＰＡの極性が制御
されるように、パッチＰＡの製造プロセス中に、調整することができる。例えば、アガロ
ースを使用して製造されたパッチＰＡの場合において、アガロースの濃度は、吸収の程度
を調整するために制御することができる。
【０１９６】
　ある領域が、パッチＰＡから提供される物質に対して、パッチＰＡよりも弱い結合力を
有する場合、並びにパッチＰＡ及び別のパッチＰＡが、接触して、次いで分離される場合
、吸収された外部物質は、パッチＰＡとともに他のパッチＰＡから分離され得る。
【０１９７】
２．２．４．３　環境の提供
　上述の特性に起因して、本出願によるパッチＰＡは、所望の領域の環境条件を調整する
機能を果たすことができる。パッチＰＡは、所望の領域に、パッチＰＡに起因する環境を
提供することができる。
【０１９８】
　パッチＰＡに起因する環境条件は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢに依存し得る
。パッチＰＡは、パッチＰＡに収容される物質の特性に基づいて、又はパッチＰＡに収容
される物質の特性に対応する環境を作成する目的のために、外部領域に配置された物質に
、所望の環境を発生させることができる。
【０１９９】
　環境の調整は、所望の領域の環境条件を変化させるとして理解することができる。所望
の領域の環境条件の変化は、パッチＰＡによって影響を受ける領域が、拡大して、所望の
領域の少なくとも一部を含む形態、又はパッチＰＡの環境を所望の領域と共有する形態で
、実施することができる。
【０２００】
　本明細書の以下において、便宜上、上述のパッチＰＡの機能を、「環境の提供」と称す
る。
【０２０１】
　パッチＰＡによる環境の提供は、物質が、パッチＰＡ及び環境が提供される外部領域の
対象の間で移動可能である状態で、行われてもよい。パッチＰＡによる環境の提供は、接
触によって行われてもよい。例えば、パッチＰＡが、所望の領域（例えば、外部物質、プ
レートＰＬなど）と接触すると、特定の環境が、パッチＰＡによって所望の領域に提供さ
れ得る。
【０２０２】
　パッチＰＡは、適切なｐＨ、浸透圧、湿度レベル、濃度、温度などを伴う環境を提供す
ることによって、標的領域ＴＡの環境を調整することができる。例えば、パッチＰＡは、
標的領域ＴＡ又は標的物質に流動性（ｆｌｕｉｄｉｔｙ）（流動性（ｌｉｑｕｉｄｉｔｙ
））を提供することができる。このような流動性の提供は、パッチＰＡに捕捉された物質
の一部の移動に起因して生じ得る。水分環境は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ又
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は塩基性物質ＢＳによって、標的領域ＴＡに提供されてもよい。
【０２０３】
　パッチＰＡによって提供される環境要因は、目的に従って、一定に維持されてもよい。
例えば、パッチＰＡは、所望の領域に、ホメオスタシスを提供してもよい。別の例として
、環境の提供の結果として、パッチＰＡに捕捉された物質は、所望の領域の環境条件に適
応し得る。
【０２０４】
　パッチＰＡによる環境の提供は、パッチＰＡに含まれる液体物質ＳＢの拡散からもたら
されてもよい。すなわち、パッチＰＡ及び所望の領域が接触すると、物質は、パッチＰＡ
及び所望の領域の間の接触に起因して形成される接触領域を通して移動可能になり得る。
これに関して、浸透圧に起因する環境の変化、イオン濃度の変化に起因する環境の変化、
水分環境の提供及びｐＨレベルの変化は、物質が拡散する方向に従って、実施することが
できる。
【０２０５】
　図２３～図２５は、本出願によるパッチＰＡの機能の中で、環境の提供の一例として、
パッチＰＡによる外部プレートＰＬへの所定の環境の提供を示す。図２３～図２５によれ
ば、パッチＰＡは、所定の環境を、第４の物質ＳＢ４及び第５の物質ＳＢ５が配置された
外部プレートＰＬに提供することができる。例えば、パッチＰＡは、所定の環境を、第４
の物質ＳＢ４及び第５の物質ＳＢ５が反応して、第６の物質ＳＢ６を形成するために、プ
レートＰＬに提供することができる。環境の提供は、水膜ＷＦが、接触領域の近傍で形成
され、第４の物質ＳＢ４及び第５の物質ＳＢ５が、水膜ＷＦに捕捉されるように、パッチ
ＰＡをプレートＰＬと接触させることによって、行うことができる。
【０２０６】
３．パッチの適用
　本出願によるパッチＰＡは、上述のパッチＰＡの機能を適切に適用することによって、
実施して、様々な機能を果たすことができる。
【０２０７】
　本出願の技術的要旨を、いくつかの実施形態を開示することによって、以下に説明する
。しかしながら、本出願によって開示されるパッチＰＡの機能が適用される技術的範囲は
、当業者によって容易に到達され得る範囲内で、広い意味で解釈することができ、及び本
出願の範囲は、本明細書に開示される実施形態によって限定されるものとして解釈される
べきではない。
【０２０８】
３．１　パッチ内
　パッチＰＡは、物質のために反応領域を提供することができる。言い換えれば、物質の
反応は、パッチＰＡによって影響を受ける空間領域の少なくとも一部で起こり得る。この
場合において、物質の反応は、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの間の反応並びに／
又は捕捉された液体物質ＳＢ及びパッチＰＡの外側から提供された物質の間の反応であっ
てもよい。物質のための反応領域の提供は、物質の反応を活性化又は促進することができ
る。
【０２０９】
　この場合において、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢは、パッチＰＡの製造の際に
添加される物質、パッチＰＡの製造後のパッチＰＡへの添加物であって、パッチＰＡに含
有される物質、及びパッチＰＡに一時的に捕捉された物質のうちの少なくとも１つを含ん
でいてもよい。言い換えれば、物質がパッチＰＡに捕捉される形態に関わらず、パッチＰ
Ａ内での反応が活性化される時点で、パッチＰＡに捕捉されたあらゆる物質が、パッチＰ
Ａ内で反応することができる。さらに、パッチＰＡの製造後に注入された物質は、反応開
始剤として作用することもできる。
【０２１０】
　パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢに関する反応のための反応領域の提供は、実施形
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態の観点で、上述の２．１．３項（すなわち、反応空間の提供）に従属する概念であって
もよい。或いは、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢに関する反応のための反応領域の
提供は、上述の２．１．３項及び２．２．４．２項（すなわち、吸収）の組み合わされた
機能を果たす、複数の概念からなっていてもよい。パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢ
に関する反応のための反応領域の提供は、限定されないが、２つ又はそれ以上の機能が組
み合わされた形態で実施されてもよい。
【０２１１】
３．１．１　第１の実施形態
　本明細書の以下において、パッチＰＡへの吸収の機能及び反応空間の提供の機能（本明
細書の以下において、「機能の提供」と称する）が、単一のパッチＰＡによって果たされ
ると仮定することによって、説明を行う。この場合において、吸収機能及び機能の提供は
、同時に果たされる機能、異なる時点で果たされる機能、又は連続して果たされて、別の
機能を果たす機能であってもよい。吸収及び機能の提供に加えて他の機能をさらに含むパ
ッチＰＡは、本実施形態に属するものとして考えることもできる。
【０２１２】
　上記で説明するように、パッチＰＡは、物質を捕捉する機能を果たしてもよく、物質は
、物質が捕捉されたときでさえ、流動性を有することができる。液体物質ＳＢのいくつか
の成分が不均一に分布している場合、不均一な成分は、拡散してもよい。液体物質ＳＢの
成分が均一に分布している場合でさえ、液体物質ＳＢは、粒子の不規則運動に起因する所
定のレベルの移動性を有することができる。この場合において、物質の間の反応、例えば
、物質の間の特異的な結合は、パッチＰＡの内部で生じてもよい。
【０２１３】
　例えば、パッチＰＡにおいて、捕捉された物質の間の反応に加えて、パッチＰＡに新た
に捕捉された流動性を有する物質、及びパッチＰＡに捕捉されていた物質が、互いに特異
的に結合する形態での反応も、可能であり得る。
【０２１４】
　流動性を有する物質及びパッチＰＡに捕捉されていた物質の間の反応は、物質パッチが
、提供された空間から分離された後に、起こってもよい。例えば、パッチＰＡが、任意の
空間から、流動性を有する物質を吸収した後、パッチＰＡを、任意の空間から分離するこ
とができ、吸収された物質及びパッチＰＡに捕捉されていた物質の間の反応が、パッチＰ
Ａにおいて起こり得る。
【０２１５】
　加えて、パッチＰＡは、流動性を有する物質に関して、吸収機能を果たすことによって
、パッチＡに捕捉された物質の反応を起こすことが可能であり得る。言い換えれば、パッ
チＰＡによる流動性を有する物質の吸収は、吸収された物質及びパッチＰＡに捕捉されて
いる物質の間の反応のための引き金として作用し得る。反応は、パッチＰＡによって規定
された空間の内部で起こってもよい。
【０２１６】
　パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢの組成は、パッチＰＡの内部で起こる反応に起因
して、変化してもよい。特に、パッチＰＡの内部に捕捉された物質が、化合物である場合
、その化学組成は、反応の前後で変化してもよい。或いは、物質の組成分布は、パッチＰ
Ａ中の物質の位置に従って、変化してもよい。例えば、これは、分散又は別の物質に特異
的な引力を有する粒子に起因していてもよい。
【０２１７】
　液体物質ＳＢの組成が、パッチＰＡの内部での反応に起因して変化する場合、物質の一
部が、パッチＰＡ及びパッチＰＡの外側の物質（パッチＰＡと接触する物質が存在する場
合、相当する物質）の間の濃度の相違に起因して、パッチＰＡに吸収されてもよく、又は
物質は、パッチＰＡから、パッチＰＡの外側の物質に放出されてもよい。
【０２１８】
３．１．２　第２の実施形態
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　本明細書の以下において、少なくとも所定の時間で、パッチＰＡの含有する機能及び物
質のための反応空間の提供の機能が一緒に果たされる実施態様を説明する。より詳細には
、パッチＰＡは、パッチＰＡに含有される液体物質ＳＢの少なくとも一部が反応するため
の空間を提供する機能を果たすことができる。
【０２１９】
　パッチＰＡは、物質を含有することができ、含有された物質のための反応空間を提供す
ることができる。この場合において、パッチＰＡによって提供される反応空間は、パッチ
ＰＡのメッシュ構造体ＮＳによって形成されるマイクロキャビティ、又はパッチＰＡの表
面領域であってもよい。特に、パッチＰＡに含有される物質及びパッチＰＡの表面に適用
される物質が反応する場合、反応空間は、パッチＰＡの表面領域であってもよい。
【０２２０】
　パッチＰＡによって提供される反応空間は、特異的な環境条件を提供する機能を果たし
てもよい。反応がパッチＰＡに配置された液体物質ＳＢ中で起こる間に、反応の環境条件
は、パッチＰＡによって調整されてもよい。例えば、パッチＰＡは、緩衝液としての機能
を果たすことができる。
【０２２１】
　メッシュ構造によって物質を含有することによって、パッチＰＡは、独立して、容器を
必要としない。パッチＰＡの反応空間がパッチＰＡの表面である場合、反応は、パッチＰ
Ａの表面を通して、容易に観察することができる。このため、パッチＰＡの形状を、観察
を容易にする形状に変形させてもよい。
【０２２２】
　パッチＰＡに含有される液体物質ＳＢは、異なる種類の物質で、変性又は反応してもよ
い。パッチＰＡに含有される液体物質ＳＢの組成は、時間とともに変化してもよい。
【０２２３】
　この反応は、化学式が変化する化学反応、物理的状態の変化、又は生体反応を指しても
よい。この場合において、パッチＰＡに含有される液体物質ＳＢは、単一成分で形成され
た物質、又は複数の成分を含む混合物であってもよい。
【０２２４】
３．２　移動経路の提供（チャネリング）
　本明細書の以下において、物質の移動経路を提供する機能を果たすパッチＰＡを説明す
る。より詳細には、上記で説明するように、パッチＰＡは、流動性を有する物質を、捕捉
、吸収、放出及び／又は含有することができる。物質の移動経路を提供する機能を果たす
パッチＰＡの様々な実施形態は、上述のパッチＰＡの機能のそれぞれ、又はこれらの組み
合わせによって実施することができる。しかしながら、いくつかの実施形態を、よりよい
理解のために開示する。
【０２２５】
３．２．１　第３の実施形態
　パッチＰＡは、上述のパッチＰＡの機能の中で、２．２．４．１項（すなわち、送達に
関する項）及び２．２．４．２項（すなわち、吸収に関する項）に説明された機能を果た
すために実施され得る。この場合において、吸収機能及び送達機能は、一緒に提供されて
もよく、又は連続して提供されてもよい。
【０２２６】
　パッチＰＡは、物質の移動経路を提供するために、吸収及び送達機能を一緒に果たすこ
とができる。特に、パッチＰＡは、外部物質を吸収することができ、吸収した外部物質を
、外部領域に提供することができ、それによって、外部物質への移動経路が提供される。
【０２２７】
　パッチＰＡによる外部物質の移動経路の提供は、外部物質の吸収及び外部物質の放出に
よって行うことができる。より詳細には、パッチＰＡは、外部物質と接触し、外部物質を
吸収し、外部領域と接触し、外部物質を外部領域に送達することができる。この場合にお
いて、外部物質の捕捉及びパッチＰＡによって捕捉された外部物質の外部領域への送達は
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、上述の吸収及び送達のプロセスと同様のプロセスによって行われてもよい。
【０２２８】
　パッチＰＡに吸収され、提供される外部物質は、液相又は固相であってもよい。
【０２２９】
　この方法において、パッチＰＡは、外部物質の一部を、別の外部物質に提供することを
可能にし得る。外部物質及び他の外部物質は、同時に、パッチＰＡと接触してもよい。外
部物質及び他の外部物質は、異なる時点で、パッチＰＡと接触してもよい。
【０２３０】
　外部物質及び他の外部物質は、異なる時点で、パッチＰＡと接触してもよい。外部物質
が、異なる時点で、パッチＰＡと接触する場合、外部物質は、最初のパッチＰＡと接触し
てもよく、外部物質及びパッチＰＡが分離された後、パッチＰＡ及び他の外部物質が接触
してもよい。この場合において、パッチＰＡは、外部物質から、捕捉された物質を一時的
に含有し得る。
【０２３１】
　パッチＰＡは、物質の移動経路を同時に提供してもよく、さらに、時間の遅延を提供し
てもよい。パッチＰＡは、別の外部物質に提供される物質の量及びそのような提供の速度
を、適切に調整する機能を果たしてもよい。
【０２３２】
　このような一連のプロセスは、パッチＰＡに対して、一方向で行われてもよい。具体例
として、物質の吸収は、パッチＰＡの表面を通して行うことができ、環境は、パッチＰＡ
の内部表面に提供され得、物質は、表面に面した別の表面を通して放出され得る。
【０２３３】
３．２．２　第４の実施形態
　パッチＰＡは、パッチＰＡの上述の機能の中で、物質の吸収及び放出、並びに、同時に
、物質のための反応空間の提供を果たすことができる。この場合において、物質の吸収及
び放出、並びに反応空間の提供は、同時に又は連続して行われてもよい。
【０２３４】
　実施形態によれば、外部物質の吸収及び放出のプロセスを行うにあたり、パッチＰＡは
、反応空間を、吸収された外部物質に、少なくとも所定の時間、提供することができる。
パッチＰＡは、吸収された外部物質を含む、パッチＰＡに捕捉された液体物質ＳＢに、少
なくともある時間、特異的な環境を提供することができる。
【０２３５】
　パッチＰＡに捕捉されている液体物質ＳＢ及びパッチＰＡに捕捉された外部物質は、パ
ッチＰＡの内部で反応してもよい。パッチＰＡに吸収された外部物質は、パッチＰＡによ
って提供された環境の影響を受けてもよい。パッチＰＡから放出された物質は、反応中に
発生した物質の少なくとも一部を含んでいてもよい。外部物質は、外部物質の組成、特性
などが変化した後、パッチＰＡから放出されてもよい。
【０２３６】
　吸収された物質は、パッチＰＡから放出されてもよい。パッチＰＡに吸収され、パッチ
ＰＡから放出された外部物質は、パッチＰＡを通過する外部物質として理解され得る。パ
ッチＰＡを通過した外部物質は、パッチＰＡの内部での反応又はパッチＰＡによって提供
された環境の影響に起因して、完全性を失ってもよい。
【０２３７】
　上述の外部物質の吸収、物質の反応及び物質の提供のプロセスは、一方向で行われても
よい。言い換えれば、物質の吸収は、パッチＰＡの１つの位置で行われてもよく、環境の
提供は、パッチＰＡの別の位置で行われてもよく、物質の放出は、パッチＰＡのさらに別
の位置で行われてもよい。
【０２３８】
　図２６～図２８は、本出願によるパッチＰＡの一実施形態として、２つのプレートＰＬ
の間の物質の移動経路の提供を示す。図２６～図２８によれば、パッチＰＡは、第７の物
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質ＳＢ７が適用されたプレートＰＬ１及び第８の物質ＳＢ８が適用されたプレートＰＬ２
の間の物質の移動経路を提供することができる。具体例として、第７の物質ＳＢ７が、第
８の物質と結合する能力があり、第８の物質が、プレートＰＬ２に固定される場合、パッ
チＰＡは、第７の物質ＳＢ７が、パッチＰＡを通って移動し、第８の物質ＳＢ８と結合す
るように、プレートＰＬ１及びＰＬ２と接触することができる。第７の物質ＳＢ７及び第
８の物質ＳＢ８は、プレートＰＬ１及びＰＬ２と接触しているパッチＰＡによって形成さ
れた水膜ＷＦを通して、パッチＰＡと接続されていてもよい。
【０２３９】
　図２９及び図３０は、本出願によるパッチＰＡの一実施形態として、２つのパッチの間
の物質の移動経路の提供を示す。図２９及び図３０によれば、移動経路を提供するために
構成されたパッチＰＡ６は、移動する物質を含有するように構成されたパッチＰＡ５、及
び移動する物質を受け取るために構成されたパッチＰＡ７と接触することができる。移動
経路を提供するために構成されたパッチＰＡ６は、移動する物質を含有するように構成さ
れたパッチＰＡ５、移動する物質を受け取るために構成されたパッチＰＡ７と接触するこ
とができ、移動する物質は、移動する物質を受け取るために構成されたパッチＰＡ７に移
動することができる。パッチ間の物質の移動は、パッチ間の接触領域の近傍で形成される
水膜ＷＦによって行われてもよい。
【０２４０】
　図３１及び図３２は、本出願によるパッチの一実施形態として、２つのパッチの間の物
質の移動経路の提供を示す。図２９及び図３０によれば、移動経路を提供するために構成
されたパッチＰＡ９は、第９の物質ＳＢ９を含有するように構成されたパッチＰＡ８、及
び物質を受け取るために構成されたパッチＰＡ１０と接触することができる。移動経路を
提供するパッチＰＡ９は、第９の物質ＳＢ９を含有して、第９の物質ＳＢ９を吸収するた
めに構成されたパッチＰＡ８と接触することができる。吸収された第９の物質ＳＢ９は、
移動経路を提供し、第１１の物質を発生させるために構成されたパッチＰＡ９に含有され
る第１０の物質ＳＢ１０と反応することができる。第１１の物質ＳＢ１１は、移動経路を
提供するために構成されたパッチＰＡ９から、物質を受け取るために構成されたパッチＰ
Ａ１０に提供され得る。パッチＰＡ間の物質の移動は、パッチＰＡ間の接触領域の近傍で
形成される水膜ＷＦを通して行われてもよい。
【０２４１】
３．３　複数パッチ
　パッチＰＡは、単独で使用されてもよく、又は複数のパッチＰＡが一緒に使用されても
よい。この場合において、一緒に使用することが可能な複数のパッチＰＡは、複数のパッ
チＰＡが連続的に使用される場合、及び複数のパッチＰＡが同時に使用される場合を含む
。
【０２４２】
　複数のパッチが同時に使用される場合、パッチＰＡは、異なる機能を果たしてもよい。
複数のパッチＰＡのそれぞれのパッチＰＡは、同じ物質を含有していてもよいが、複数の
パッチＰＡは、異なる物質を含有していてもよい。
【０２４３】
　複数のパッチＰＡが、同時に使用される場合、パッチＰＡは、物質の移動が、パッチＰ
Ａ間で生じないように、互いに接触しなくてもよく、又は所望の機能は、パッチＰＡに含
有された物質が交換可能である状態で果たされてもよい。
【０２４４】
　一緒に使用される複数のパッチＰＡは、互いに類似の形状又は同じサイズで製造されて
もよいが、複数のパッチＰＡは、複数のパッチＰＡが異なる形状を有する場合であっても
、一緒に使用され得る。複数のパッチＰＡを構成するそれぞれのパッチＰＡは、メッシュ
構造体ＮＳの密度が異なるか、又はメッシュ構造体ＮＳを構成する成分が異なるように、
製造されてもよい。
【０２４５】
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３．３．１　複数のパッチとの接触
　複数のパッチＰＡが使用される場合、複数のパッチＰＡは、単一の標的領域ＴＡと接触
してもよい。複数のパッチＰＡは、単一の標的領域ＴＡと接触し、所望の機能を果たすこ
とができる。
【０２４６】
　複数の標的領域ＴＡが存在する場合、複数のパッチＰＡは、異なる標的領域ＴＡと接触
してもよい。複数の標的領域ＴＡが存在する場合、複数のパッチＰＡは、それぞれ、対応
する標的領域ＴＡと接触し、所望の機能を果たすことができる。
【０２４７】
　複数のパッチＰＡは、標的領域ＴＡに適用された物質と接触してもよい。この場合にお
いて、標的領域ＴＡに適用される物質は、固定されていてもよく、又は流動性を有してい
てもよい。
【０２４８】
　所望の機能は、物質を提供又は吸収する機能であり得る。しかしながら、それぞれのパ
ッチＰＡは、必ずしも、同じ物質を提供せず、又は同じ物質を吸収せず、パッチＰＡは、
標的領域ＴＡに異なる物質を提供してもよく、又は標的領域ＴＡに配置された物質とは異
なる成分を吸収してもよい。
【０２４９】
　所望の機能は、複数のパッチＰＡを構成するそれぞれのパッチＰＡについて、異なって
いてもよい。例えば、１つのパッチＰＡは、標的領域ＴＡに物質を提供する機能を果たす
ことができ、別のパッチＰＡは、標的領域ＴＡから物質を吸収する機能を果たすことがで
きる。
【０２５０】
　複数のパッチＰＡは、異なる物質を含んでいてもよく、異なる物質は、単一の標的領域
ＴＡに提供されて、所望の反応を引き起こすために使用することができる。複数の物質の
成分が、所望の反応を起こすために必要である場合、複数の成分は、複数のパッチＰＡに
、それぞれ含有され、標的領域ＴＡに提供され得る。複数のパッチＰＡのそのような使用
は、反応のために必要な物質が、単一のパッチＰＡに含有されるなどの理由のために混合
されるときに、所望の反応のために必要な物質の性質が喪失又は変化する場合、特に有用
であり得る。
【０２５１】
　一実施形態によれば、複数のパッチＰＡが、異なる成分で形成される物質を含み、異な
る成分で形成される物質が、異なる特異的な結合の関係を有する場合、異なる成分で形成
される物質は、標的領域ＴＡに提供され得る。複数のパッチＰＡは、異なる成分を含む物
質を提供することによって、標的領域ＴＡに適用された物質から、複数の特異的な結合を
検出するために使用することができる。
【０２５２】
　別の実施形態によれば、複数のパッチＰＡは、同じ成分で形成される物質を含んでいて
もよいが、それぞれのパッチＰＡは、同じ成分で形成される物質に関して、異なる濃度を
有していてもよい。同じ成分で形成される物質を含む複数のパッチＰＡは、標的領域ＴＡ
と接触し、複数のパッチＰＡに含まれる物質の濃度に従って、影響を決定するために使用
することができる。
【０２５３】
　複数のパッチＰＡが、上記の説明のように使用される場合、パッチＰＡは、より効率的
な形態にグループ化し、使用されてもよい。言い換えれば、使用される複数のパッチＰＡ
の配置は、複数のパッチＰＡが使用されるたびに変更することができる。複数のパッチＰ
Ａは、カートリッジの形態で製造され、使用されてもよい。この場合において、使用され
るそれぞれのパッチＰＡの形態は、適切に、規格化及び製造され得る。
【０２５４】
　カートリッジの形態の複数のパッチＰＡは、複数の種類の物質を含有するように構成さ
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れたパッチＰＡが、製造され、必要により選択されることによって使用される場合に、適
切であり得る。
【０２５５】
　特に、複数の種類の物質を使用して、標的領域ＴＡから、それぞれの物質の特異的な反
応を検出しようとする場合、検出される特異的な反応の組み合わせは、検出が行われるた
びに変更することができる。
【０２５６】
　図３３は、本出願によるパッチＰＡの実施形態として、複数のパッチＰＡが一緒に使用
される場合を示す。図３３によれば、本出願の実施形態による複数のパッチＰＡは、プレ
ートＰＬに配置された標的領域ＴＡと、同時に接触することができる。複数のパッチＰＡ
を構成するパッチＰＡは、規格化された形態を有していてもよい。複数のパッチＰＡは、
第１のパッチ及び第２のパッチを含むことができ、第１のパッチに含有される物質は、第
２のパッチに含有される物質と異なっていてもよい。
【０２５７】
　図３４は、複数のパッチＰＡが使用され、プレートＰＬが複数の標的領域ＴＡを含む場
合を示す。図３４によれば、本出願の一実施形態による複数のパッチＰＡは、プレートＰ
Ｌに配置された複数の標的領域ＴＡと、同時に接触することができる。複数のパッチＰＡ
は、第１のパッチＰＡ及び第２のパッチＰＡを含むことができ、複数の標的領域ＴＡは、
第１の標的領域及び第２の標的領域を含むことができ、第１のパッチは、第１の標的領域
と接触することができ、第２のパッチは第２の標的領域と接触することができる。
【０２５８】
３．３．２　第５の実施形態
　複数のパッチＰＡは、複数の機能を果たすことができる。上記で説明するように、パッ
チＰＡは、複数の機能を同時に果たすことができ、パッチＰＡは、異なる機能を同時に果
たすこともできる。しかしながら、実施形態は、上記に限定されず、機能を、組み合わせ
ることもでき、複数のパッチＰＡ中で果たすこともできる。
【０２５９】
　最初に、パッチＰＡが、複数の機能を同時に果たす場合において、パッチＰＡは、物質
の含有及び放出の両方を行うことができる。例えば、パッチＰＡは、異なる物質を含有し
、標的領域ＴＡに含有される物質を放出することができる。この場合において、含有され
る物質は、同時又は連続して、放出されてもよい。
【０２６０】
　次に、パッチＰＡが、異なる機能を同時に果たす場合において、パッチＰＡは、別々に
、物質の含有及び放出を行うことができる。この場合において、いくつかのパッチＰＡの
みが、標的領域ＴＡと接触し、標的領域ＴＡに物質を放出してもよい。
【０２６１】
３．３．３　第６の実施形態
　複数のパッチＰＡが使用される場合、上記で説明するように、複数のパッチＰＡは、複
数の機能を果たすことができる。最初に、パッチＰＡは、物質の含有、放出及び吸収を同
時に行ってもよい。或いは、パッチＰＡはまた、物質の含有、放出及び吸収を、別々に行
ってもよい。しかしながら、実施形態は、これらに限定されず、機能を、組み合わせるこ
ともでき、複数のパッチＰＡ中で果たすこともできる。
【０２６２】
　例えば、複数のパッチＰＡの少なくともいくつかは、物質を含有することができ、含有
された物質を、標的領域ＴＡに放出することができる。この場合において、複数のパッチ
ＰＡの少なくとも残りは、標的領域ＴＡから物質を吸収することができる。複数のパッチ
ＰＡのいくつかは、標的領域ＴＡに配置された物質と特異的に結合する物質を放出するこ
とができる。この場合において、特異的な結合は、別のパッチＰＡを使用して、標的領域
ＴＡに配置された物質からの、特異的な結合を形成しない物質の吸収によって検出するこ
とができる。
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【０２６３】
３．３．４　第７の実施形態
　複数のパッチＰＡが使用される場合、パッチＰＡは、物質の含有及び放出、並びに環境
の提供を、同時に行ってもよい。或いは、パッチＰＡは、物質の含有及び放出、並びに環
境の提供を、別々に行ってもよい。しかしながら、実施形態は、これらに限定されず、機
能は、複数のパッチＰＡを組み合わせて、果たすこともできる。
【０２６４】
　例えば、複数のパッチＰＡの中で、パッチＰＡは、含有されている物質を、標的領域Ｔ
Ａに放出することができる。この場合において、別のパッチＰＡは、標的領域ＴＡに環境
を提供することができる。ここで、環境の提供は、他のパッチＰＡに含有される物質の環
境条件が、標的領域ＴＡに提供される形態で、実施することができる。より詳細には、反
応する物質は、パッチＰＡによって、標的領域ＴＡに提供することができ、他のパッチＰ
Ａは、標的領域ＴＡと接触し、緩衝する環境を提供することができる。
【０２６５】
　別の例として、複数のパッチＰＡは、互いに接触していてもよい。この場合において、
少なくとも１つのパッチＰＡは、物質を含有し、含有されている物質を、環境を提供する
ために構成された別のパッチＰＡに、放出することができる。本実施形態において、環境
を提供するために構成されたパッチＰＡは、物質を放出し、環境を提供するために構成さ
れたパッチＰＡと接触していない少なくとも１つの他のパッチＰＡと接触し、パッチＰＡ
から物質を吸収することができる。
【０２６６】
４．免疫学的測定
４．１　意味
　本出願のパッチは、免疫学的測定において使用することができる。免疫学的測定は、免
疫学的手法によって得られる試験結果に従って診断を行うことを指す。免疫学的測定の一
例として、酵素結合免疫吸着アッセイ（本明細書の以下において、「ＥＬＩＳＡ」）が主
に使用される。
【０２６７】
　本明細書の以下において、他に特に言及がない限り、本明細書における説明は、診断の
目的のための免疫分析に関するものであると仮定する。しかしながら、本開示の技術的要
旨及び本明細書に説明する実施形態が、診断目的の実施に適用されることに加えて、抗原
－抗体反応を使用する分析（すなわち、免疫分析）の分野全体にわたって適用することが
できることは明らかである。
【０２６８】
　本出願のパッチを免疫学的測定に適用する際、上述の塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳ
は、パッチが適用される部位に従って、適切に変更することができる。
【０２６９】
　特定の実施形態を検討する前に、免疫学的測定の種類及び免疫学的測定を行う方法を検
討する。
【０２７０】
４．１．１　免疫学的測定の分類
　免疫学的測定は、様々な標準に従って分類することができる。
【０２７１】
　免疫学的測定は、免疫学的測定を行う方法に従って、１）抗原をプレートＰＬに固定し
、酵素を、抗原と反応する抗体と直接結合させて、抗原の量を検出する、直接法（又は直
接ＥＬＩＳＡ）；２）抗原をプレートに固定し、抗原と反応する一次抗体、及び一次抗体
と結合し、それと結合する酵素を有する二次抗体を使用して、抗原の量を検出する、間接
法（又は間接ＥＬＩＳＡ）；３）最初に、抗原に関する抗体をプレートＰＬに固定し、抗
原を抗体と結合させ、直接法又は間接法を使用して、抗原を検出する、サンドイッチ法（
又はサンドイッチＥＬＩＳＡ）；並びに４）抗体の同じ結合部分について競合する２つの
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抗原を使用して、抗原の濃度を測定する、競合定量法（又は競合ＥＬＩＳＡ）に、分類す
ることができる。
【０２７２】
　免疫学的測定は、標的試料に従って分類することもできる。免疫学的測定は、標的試料
が、体液である場合、免疫化学法として、試料が細胞である場合、免疫細胞化学法として
、及び試料が組織である場合、免疫組織化学法として分類することができる。体液に対す
る免疫学的測定は、浮遊している抗原などの標的タンパク質の検出によって、診断に使用
することができる。細胞に対する免疫学的測定は、細胞の表面又は内部に存在する抗原な
どの標的タンパク質の検出に使用することができる。組織に対する免疫学的測定は、細胞
の表面若しくは内部に存在する標的タンパク質を検出すること、又は組織中の標的タンパ
ク質の分布を決定することによって、行うことができる。
【０２７３】
　免疫学的測定は、検出方法に従って分類することもできる。酵素－基質反応の生成物に
起因する発色を観察する方法（比色分析）、化学反応に起因する発光を検出する方法（化
学発光）、及び蛍光を検出する方法（化学蛍光）がある。発色を測定する場合、分光光度
計が主に使用される。蛍光を測定する場合、フィルターが取り付けられた蛍光光度計が主
に使用され、発光を測定する場合、発光光度計が主に使用される。
【０２７４】
４．１．２　ＥＬＩＳＡ
　ＥＬＩＳＡは、免疫学的測定の一例であり、物質、特に、抗原を検出するための診断方
法を指す。より詳細には、ＥＬＩＳＡは、抗体又は抗原が酵素に付着し、酵素の活性を測
定して、抗原－抗体反応の強さ及びその量を定量的に測定する方法を指す。抗体又は抗原
は、固相の目的物に付着することができ、遊離の未結合の抗原又は抗体は、ＥＬＩＳＡに
従って、洗浄によって除去することができるので、ＥＬＩＳＡは、所望の結果の検出を容
易にする。本明細書の以下において、他に特に言及がない限り、免疫学的測定は、ＥＬＩ
ＳＡを使用する免疫学的測定を指すと仮定する。
【０２７５】
４．２　免疫学的測定の実施
４．２．１　試料の調製
４．２．１．１　試料の種類
　免疫学的測定に使用される試料は、体液、細胞及び組織に主に分類することができ、こ
のそれぞれは、使用のために適切に処理するプロセスが必要であってもよい。
【０２７６】
　免疫学的測定に使用される体液試料としては、血液、尿、唾液等を挙げることができる
。特に、血液については、全血を使用することができるが、血液は、血清、血漿、血球等
に分離することもでき、血液のそれぞれの成分を、検出に使用することができる。
【０２７７】
　免疫学的測定に使用される細胞試料としては、全血、培養細胞、細胞懸濁液などを挙げ
ることができる。
【０２７８】
　本明細書の以下において、他に特に言及がない限り、試料は、本出願による免疫学的測
定において、組織であると仮定する。
【０２７９】
４．２．１．２　それぞれの種類の試料の調製
　免疫学的測定に使用される試料の調製を説明する。診断に使用される試料を調製する方
法は、診断を行う方法に従って、異なっていてもよい。本明細書の以下において、本出願
のパッチＰＡを使用して、プレートＰＬに位置する試料に対して診断を行う場合を説明す
る。
【０２８０】
　ここで、「プレートＰＬ」は、一般的なスライドガラス、又はポリスチレン、ポリプロ



(38) JP 2019-510237 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

ピレンなどで製造されたプレートなどの固体プレートを指し得る。プレートＰＬの底部の
形態又は透明度は、検出方法に従って、異なっていてもよい。例えば、光を検出しようと
する場合において、白色プレート又は黒色プレートを、プレートＰＬとして使用すること
ができる。また、例えば、発色を検出しようとする場合において、平らな底部を有する透
明プレートを、プレートＰＬとして使用することができる。プレートＰＬは、パッチＰＡ
と接触する反応領域、又は所望の反応を引き起こすことができる反応領域を含むことがで
きる。
【０２８１】
　免疫学的測定が、体液に対して行われる場合、体液は、体液がプレートＰＬに固定され
た状態で、診断に使用することができる。言い換えれば、体液は、体液がプレートＰＬに
塗抹され、プレートＰＬに固定された状態で、使用することができる。或いは、体液は、
体液がプレートＰＬに塗抹された状態で、使用することができる。例えば、体液は、抗体
が固定されたプレートＰＬに塗抹され得る。
【０２８２】
　免疫学的測定が細胞に対して行われる場合、血液又は細胞の懸濁液を、プレートＰＬに
塗抹し、乾燥して、診断を行うことができる。或いは、血液又は細胞の懸濁液は、プレー
トＰＬに塗抹され、使用され得る。例えば、血液又は細胞の懸濁液は、抗体が固定された
プレートＰＬに塗抹され得、診断を行うことができる。免疫学的測定が細胞に対して行わ
れる場合、診断は、細胞溶解が行われた細胞、又は細胞溶解が行われていない細胞に対し
て行うことができる。
【０２８３】
　免疫学的測定が組織に対して行われる場合、組織の切片又は薄片をプレートＰＬに配置
することができ、診断を行うことができる。組織の切片は、パラフィンで満たされた組織
の切片、又は凍結された組織の切片であってもよい。
【０２８４】
４．２．２　パッチの調製
　本出願において免疫学的測定を行うにあたり、上述のパッチＰＡを使用することができ
る。
【０２８５】
　パッチＰＡは、抗原を含有し、プレートＰＬに抗原を提供することができる。パッチＰ
Ａは、抗原を含む、生検標本、すなわち、試料を含有し、プレートＰＬに生検標本を提供
することもできる。
【０２８６】
　パッチＰＡは、抗体ＡＢを含有し、プレートＰＬに抗体ＡＢを送達することができる。
間接法が使用される場合、パッチＰＡに含有される抗体ＡＢは、一次抗体ＡＢ又は二次抗
体ＡＢであり得る。言い換えれば、パッチＰＡは、一次抗体ＡＢ又は二次抗体ＡＢを含有
することができる。さらに、パッチＰＡは、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢを同時に含有
することもでき、プレートＰＬに一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢを提供することができる
。抗体ＡＢはまた、粒子に付着した状態でパッチに含有されていてもよい。
【０２８７】
　パッチＰＡは、酵素によって触媒される反応を行う基質ＳＵを含有し、プレートＰＬに
基質ＳＵを提供することができる。使用される基質ＳＵは、使用される酵素及び検出手段
に従って変更することができる。基質ＳＵは、２，２’－アジノ－ビス（３－エチルベン
ゾチアゾリン－６－スルホン酸（ＡＢＴＳ））、３，３’，５，５’－テトラメチルベン
ジジン（ＴＭＢ）などであってもよい。
【０２８８】
　パッチＰＡは、洗浄液を含有し、プレートＰＬから残留物を吸収することができる。プ
レートＰＬ上の不純物又は特異的に結合していない抗体ＡＢは、洗浄液を含有するパッチ
ＰＡをパッチＰＡと接触させ、次いで、そこから分離することによって、プレートＰＬか
ら、吸収及び除去することができる。上記で使用される洗浄液は、Ｔｗｅｅ２０を含むト
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リス緩衝食塩水（ＴＢＳ）又はリン酸緩衝食塩水（ＰＢＳ）であってもよい。
【０２８９】
　パッチＰＡは、緩衝液を含有し、プレートＰＬに環境を提供することができる。この場
合において、緩衝液は、免疫学的測定のそれぞれのステップを容易にする役割を果たすこ
とができる。したがって、それぞれのステップで使用される緩衝液は、異なる成分を含有
することができる。緩衝液の例としては、化学発光を検出する場合、過酸化物緩衝液を使
用することができる。
【０２９０】
　パッチＰＡは、基質ＳＵ－酵素反応を妨害するために、妨害液を含有することができる
。すなわち、反応妨害パッチＰＡを製造することができ、妨害液は、反応妨害パッチＰＡ
を使用して、プレートＰＬに提供され、適切な時点で、基質ＳＵ－酵素反応を妨害するこ
とができる。
【０２９１】
　パッチＰＡを使用する免疫学的測定の実施を、以下、詳細に説明する。
【０２９２】
４．２．３　免疫学的測定の方法
　上記で説明する、本出願のパッチＰＡ及びプレートＰＬを使用する免疫学的測定を行う
方法のいくつかの典型例を説明する。
【０２９３】
　しかしながら、本開示の免疫学的測定方法は、以下に説明する例に限定されるものでは
なく、複数の変形された検出方法が存在し得るので、パッチＰＡを使用して行われるあら
ゆる免疫学的測定方法を、本開示の免疫学的測定方法として適用することができる。
【０２９４】
４．２．３．１　直接の場合
　直接法による免疫学的測定は、本出願のパッチＰＡ及びプレートＰＬを使用して行うこ
とができる。
【０２９５】
　パッチＰＡ及びプレートＰＬを使用する直接法による免疫学的測定は、プレートＰＬに
試料（抗原）を固定するステップ、検出しようとする抗原に特異的に結合し、識別ラベル
としてそこに付着した酵素を有する抗体ＡＢを適用するステップ、特異的に結合していな
い抗体ＡＢを除去するステップ、及び酵素によって触媒される基質ＳＵの反応を検出する
ステップによって行われるものとして理解することができる。この場合において、本出願
によるパッチＰＡは、抗体ＡＢの適用及び特異的に結合していない抗体ＡＢの除去におい
て使用することができる。
【０２９６】
　上記の検出方法は、「免疫学的測定の検出方法」の項において、以下、詳細に説明する
。
【０２９７】
４．２．３．２　間接の場合
　間接法による免疫学的測定は、本出願のパッチＰＡ及びプレートＰＬを使用して行うこ
とができる。
【０２９８】
　パッチＰＡ及びプレートＰＬを使用する間接法による免疫学的測定は、プレートＰＬに
試料（又は抗原）を固定するステップ、検出しようとする抗原に特異的に結合する抗体Ａ
Ｂ（すなわち、一次抗体ＡＢ）を適用するステップ、特異的に結合していない一次抗体Ａ
Ｂを除去するステップ、一次抗体ＡＢと特異的に結合し、識別ラベルとしてそこに付着し
た酵素を有する抗体ＡＢ（すなわち、二次抗体）を適用するステップ、一次抗体ＡＢと特
異的に結合していない二次抗体ＡＢを除去するステップ、及びプレートＰＬ上で、酵素に
よって触媒される反応を検出するステップによって、行われるものとして理解することが
できる。この場合において、本出願によるパッチＰＡは、抗体ＡＢの適用及び特異的に結
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合していない抗体ＡＢの除去において使用することができる。
【０２９９】
　上記の検出方法は、「免疫学的測定の検出方法」の項において、以下、詳細に説明する
。
【０３００】
４．２．３．３　サンドイッチの場合
　サンドイッチ法による免疫学的測定は、本出願のパッチＰＡ及びプレートＰＬを使用し
て行うことができる。
【０３０１】
　パッチＰＡ及びプレートＰＬを使用するサンドイッチ法による免疫学的測定は、プレー
トＰＬに抗体ＡＢを固定するステップ、プレートＰＬ上に試料（又は抗原）を適用するス
テップ、検出しようとする抗原に特異的に結合する抗体ＡＢを適用するステップ、及び特
異的に結合していない抗原又は抗体ＡＢを除去するステップによって行うことができる。
この場合において、抗原に特異的に結合する抗体ＡＢの適用は、上述の直接法又は間接法
によって行うことができる。言い換えれば、抗原に特異的に結合する抗体ＡＢの適用は、
抗原に特異的に結合し、そこに付着した酵素を有する抗体ＡＢの適用によって行うことが
できる。或いは、抗原に特異的に結合する抗体ＡＢの適用は、抗原に特異的に結合する一
次抗体ＡＢを適用すること、及び一次抗体ＡＢと特異的に反応し、識別ラベルとしてそこ
に付着した酵素を有する抗体ＡＢを適用することを含んでいてもよい。本出願によるパッ
チＰＡは、抗体ＡＢの適用において使用することができる。
【０３０２】
　上記の検出方法は、「免疫学的測定の検出方法」の項において、以下、詳細に説明する
。
【０３０３】
４．２．４　免疫学的測定の検出方法
　本出願のパッチＰＡ及びプレートＰＬを使用する免疫学的測定の診断結果の検出は、様
々な検出方法を使用して行うことができる。
【０３０４】
　検出方法は、酵素及び基質ＳＵの間の反応に起因して生成する生成物に従って、選択し
て使用することができる。言い換えれば、酵素は、直接法において抗体ＡＢに、又は間接
法において二次抗体ＡＢにラベルとして付着することができ、抗体ＡＢに付着した酵素は
、基質ＳＵの化学反応を触媒し、生成物を発生させることができ、使用される検出方法は
、この場合において発生した生成物に従って、検出することができる。
【０３０５】
　発生する生成物に起因して発色が検出される場合、発色を測定して、特異的結合を定量
的に測定することができる。発色の測定は、光源から放射され、プレートＰＬを通過する
光を検出することによって行うことができる。言い換えれば、発色の測定は、光吸収を測
定することによって行うことができる。発色を測定する場合、分光光度計を使用すること
ができる。この場合において、平らで透明なプレートをプレートＰＬとして使用し得るこ
とが好ましい。
【０３０６】
　発生する生成物に起因する発光を検出しようとする場合において、発光を測定して、特
異的結合を定量的に測定することができる。発光の測定は、プレートＰＬの下部又はその
上の溶液から放射された光を検出することによって行うことができる。発光を測定する場
合、発光光度計を使用することができる。発光を測定する場合、不透明な黒色プレート又
は不透明な白色プレートを、プレートＰＬとして使用することができる。
【０３０７】
　発生する生成物に起因する蛍光を検出しようとする場合において、蛍光を測定して、特
異的結合を定量的に測定することができる。蛍光の測定は、光をプレートＰＬに入射させ
ること、及びプレートＰＬから放射された蛍光を測定することによって行うことができる
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。蛍光を測定する場合、フィルターが取り付けられた蛍光光度計を使用することができる
。蛍光を測定する場合、不透明な黒色プレート又は不透明な白色プレートを、プレートＰ
Ｌとして使用することができる。
【０３０８】
　発色画像、発光画像又は蛍光画像を取得することができる。画像の部分画像を、別々に
取得することができ、取得された部分画像は、単一画像に組み合わせることができる。標
的抗原／抗体ＡＢが分布している位置、細胞の形状、組織中の標的タンパク質の分布など
を、取得した画像から得ることができる。また、取得した画像を解析することによって、
標的タンパク質、標的抗原／抗体ＡＢなどの位置、及び標的の部分画像を取得することが
できる。
【０３０９】
　免疫学的測定の診断結果の検出は、電気化学的方法を使用して行うこともできる。例え
ば、プレートＰＬに生じる電気化学的特性の変化を、プレートＰＬに固定された試料に特
異的に結合する抗体ＡＢを使用して、測定することができる。或いは、プレートＰＬへ抗
体ＡＢを移動させるパッチＰＡに起因して生じるパッチＰＡの電気化学的特性の変化を測
定することもできる。
【０３１０】
４．３　免疫化学の実施形態
　図３５は、本出願による免疫学的測定方法の一例を説明するためのフローチャートを示
す。本出願の一実施形態による免疫学的測定方法は、反応領域に診断される試料を配置す
るステップ（Ｓ２００）、及び標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体ＡＢを含有す
るパッチＰＡを使用して、反応領域に、抗体ＡＢを提供するステップ（Ｓ３００）を含む
ことができる。
【０３１１】
　診断される試料の配置は、試料をプレートＰＬに固定する方法、試料をプレートＰＬに
塗抹する方法、又は試料をプレートに塗抹し、試料を固定する方法のうちのいずれか１つ
によって行うことができる。
【０３１２】
　試料の配置（Ｓ２００）及び反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）に加えて、免疫
学的測定方法は、抗体ＡＢに付着した酵素によって触媒される化学反応によって生成物を
発生する基質ＳＵを含有するパッチＰＡを使用して、反応領域に基質ＳＵを提供する（Ｓ
４００）ステップをさらに含んでいてもよい（図３６を参照のこと）。
【０３１３】
　試料の配置（Ｓ２００）及び反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）に加えて、免疫
学的測定方法は、標的の疾患を診断するために、抗体ＡＢ及び標的タンパク質ＴＰの間の
特異的反応を検出するステップをさらに含んでいてもよい（図３７を参照のこと）。
【０３１４】
　この場合において、特異的反応の検出は、特異的反応に起因して生じるパッチＰＡの電
気的特性の変化を測定することを含んでいてもよい。或いは、特異的反応の検出は、標的
タンパク質ＴＰと特異的に結合する抗体ＡＢに付着した酵素によって触媒される化学反応
に起因して生じる蛍光を測定すること、化学反応に起因して生じる発光を測定すること、
及び化学反応に起因して発生する色を測定することのうちのいずれか１つによって行われ
てもよい。
【０３１５】
　反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）は、パッチＰＡを反応領域と接触させて、抗
体ＡＢを反応領域に移動可能にすること（Ｓ３１０）、及び反応領域からパッチＰＡを分
離すること（Ｓ３３０）を含むことができ、パッチＰＡが反応領域から分離されたときに
、抗体ＡＢの中から、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応していない抗体ＡＢが、反応領
域から除去され得る（図３８を参照のこと）。
【０３１６】
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　試料の配置（Ｓ２００）及び反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）に加えて、免疫
学的測定方法は、洗浄パッチＰＡを使用することによって、提供された抗体ＡＢの中から
、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応していない抗体ＡＢを、反応領域から吸収するステ
ップ（Ｓ６００）をさらに含んでいてもよい（図３９を参照のこと）。
【０３１７】
　免疫学的測定方法において、反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）は、標的タンパ
ク質ＴＰと特異的に反応する第１の抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰＡを使用して、反
応領域に第１の抗体ＡＢを提供すること（Ｓ３２０）、並びに、第１の抗体ＡＢと特異的
に反応する第２の抗体ＡＢを含有する第２のパッチＰＡを使用して、反応領域に第２の抗
体ＡＢを提供すること（Ｓ３４０）を含むことができる（図４０を参照のこと）。
【０３１８】
　反応領域への診断される試料の配置（Ｓ２００）の前に、免疫学的測定方法は、標的タ
ンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体ＡＢである下部抗体ＢＡＢが反応領域に固定された
プレートＰＬを準備するステップ（Ｓ１００）をさらに含んでいてもよく、反応領域への
診断される試料の配置は、下部抗体ＢＡＢが固定された反応領域に、診断される試料を配
置することを含むことができる（図４１を参照のこと）。
【０３１９】
　試料の配置（Ｓ２００）、反応領域への抗体ＡＢの提供（Ｓ３００）及び反応領域への
基質ＳＵの提供（Ｓ４００）に加えて、免疫学的測定方法は、基質ＳＵの化学反応を妨害
するステップ（Ｓ７００）をさらに含んでいてもよい（図４２を参照のこと）。
【０３２０】
　パッチＰＡ及びプレートＰＬを使用して免疫学的測定を行うための特定の方法について
のいくつかの実施形態を以下に説明する。
【０３２１】
４．３．１　参照実施形態１－間接ＥＬＩＳＡ
　図４３は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、間接ＥＬＩＳＡを使用する免
疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【０３２２】
　本出願の一実施形態による、間接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法は、反応領域
に試料ＳＡを配置するステップ（Ｓ２００）、反応領域に第１の抗体ＡＢを提供するステ
ップ（Ｓ３２０）、反応領域に第２の抗体ＡＢを提供するステップ（Ｓ３４０）、反応領
域に基質ＳＵを提供するステップ（Ｓ４００）、並びに抗体ＡＢ及び標的タンパク質ＴＰ
の間の特異的反応を検出するステップ（Ｓ５００）を含むことができる。
【０３２３】
　本出願の一実施形態による間接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法は、反応領域に
試料ＳＡを配置するステップ（Ｓ２００）、反応領域に第１の抗体ＡＢを提供するステッ
プ（Ｓ３２０）、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応していない第１の抗体ＡＢを、反応
領域から吸収するステップ（Ｓ６１０）、反応領域に第２の抗体ＡＢを提供するステップ
（Ｓ３４０）、第１の抗体ＡＢと特異的に反応していない第２の抗体ＡＢを、反応領域か
ら吸収するステップ（Ｓ６３０）、及び反応領域に基質ＳＵを提供するステップ（Ｓ４０
０）を含むことができる（図４４を参照のこと）。
【０３２４】
　本出願の一実施形態による免疫学的測定は、プレートＰＬ及びパッチＰＡを使用し、間
接ＥＬＩＳＡによって行うことができる。
【０３２５】
　本開示の一実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを固定するス
テップ、第１のパッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに一次抗体ＡＢを提供
するステップ、及び第２のパッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに二次抗体
ＡＢを提供するステップを含むことができる。
【０３２６】
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　プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、プレートＰＬに診断される試料ＳＡを固定するこ
とを含むことができる。プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、プレートＰＬ上の診断され
る体液試料ＳＡを乾燥すること、及びプレートＰＬに体液試料ＳＡを固定することを含む
ことができる。プレートＰＬへの診断される試料ＳＡの固定は、組織の切片を固定するこ
とを含むことができる。
【０３２７】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの一次抗体ＡＢの提供は、一次抗体Ａ
Ｂを含有する第１のパッチＰＡをプレートＰＬと接触させること、及びプレートＰＬに一
次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。プレートＰＬとの第１のパッチＰＡの接
触は、プレートＰＬに固定された試料ＳＡと第１のパッチＰＡを接触させることを含むこ
とができる。プレートＰＬとの第１のパッチＰＡの接触は、試料ＳＡが固定されたプレー
トＰＬの領域と第１のパッチＰＡを接触させることを含むことができる。一次抗体ＡＢは
、検出しようとする抗原に従って変更することができる。一次抗体ＡＢは、検出しようと
する抗原と特異的に結合する抗体ＡＢであってもよい。
【０３２８】
　第１のパッチＰＡを使用することによる一次抗体ＡＢの提供は、プレートＰＬと第１の
パッチＰＡを接触させること、及びプレートＰＬから第１のパッチＰＡを分離することを
含むことができる。プレートＰＬと第１のパッチＰＡの接触、及び続くプレートＰＬから
の第１のパッチＰＡの分離は、一次抗体ＡＢが選択的に移動することを可能にし得る。言
い換えれば、一次抗体ＡＢが特異的に結合する抗原が、プレートＰＬに固定されると、一
次抗体ＡＢは、第１のパッチＰＡから選択的に移動することができる。ここで、プレート
ＰＬに移動するが、特異的に結合しない一次抗体ＡＢ（本明細書の以下において、「残留
一次抗体」）は、第１のパッチＰＡに吸収され、第１のパッチＰＡがプレートＰＬから分
離されると、プレートＰＬから除去され得る。
【０３２９】
　パッチＰＡへの残留一次抗体ＡＢの吸収は、残留一次抗体ＡＢが、第１のパッチＰＡ及
びプレートＰＬの間の接触に起因して形成される水膜ＷＦに溶解すること、及び第１のパ
ッチＰＡがプレートＰＬから分離されたときに、水膜ＷＦが、第１のパッチＰＡと一緒に
移動することによって、行うことができる。本出願の全体を通して、パッチ及び試料など
の間の接触に起因して発生する水膜は、接触領域の近傍における薄い液体の膜を指し得る
。この場合において、形成される膜は、必ずしも平らな形状を有する必要はない。しかし
ながら、水膜はこれらに限定されず、本出願において、水膜は、パッチ及び試料などの間
の接触に起因して物質の移動が可能である領域、又はパッチが試料などと接触した後に物
質が移動性を有する領域を指すものとして理解され得る。
【０３３０】
　上記で説明するように、残留一次抗体ＡＢは、第１のパッチＰＡの分離だけによってプ
レートＰＬから除去されるので、従来のＥＬＩＳＡを行うのに実質的に必要である洗浄プ
ロセスを省略することができる。言い換えれば、本出願の一次パッチＰＡを使用する一次
抗体ＡＢを結合する手段によって、洗浄液を使用して、特異的に結合していない一次抗体
ＡＢをプレートＰＬから除去するプロセスは、省略することができる。
【０３３１】
　図４５～４７は、間接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施において、パッチＰＡを使
用する一次抗体ＡＢ１の提供を示す。図４５及び４６によれば、パッチＰＡは、一次抗体
ＡＢ１を含有することができ、プレートＰＬ上に位置する試料ＳＡ又は試料ＳＡが位置す
る反応領域に、一次抗体ＡＢ１を提供することができる。パッチＰＡによるプレートＰＬ
への一次抗体ＡＢ１の提供は、接触領域の近傍で形成される水膜ＷＦによって、一次抗体
ＡＢ１が、プレートＰＬ又はプレートＰＬ上の反応領域に移動が可能であるように、パッ
チＰＡをプレートＰＬと接触させることによって行うことができる。プレートＰＬへの一
次抗体ＡＢ１の提供は、一次抗体ＡＢ１及び試料ＳＡ，特に、試料ＳＡに含まれる標的タ
ンパク質ＴＰの間の特異的結合に起因し得る。
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【０３３２】
　パッチＰＡを使用するプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、二次抗体ＡＢを含有す
る第２のパッチＰＡをプレートＰＬと接触させること、及びプレートＰＬに二次抗体ＡＢ
を提供することを含むことができる。プレートＰＬと接触する第２のパッチＰＡの接触は
、プレートＰＬに固定された試料ＳＡと第２のパッチＰＡを接触させることを含むことが
できる。プレートＰＬとの第２のパッチＰＡの接触は、試料ＳＡが固定されたプレートＰ
Ｌの領域と第２のパッチＰＡを接触させることを含むことができる。二次抗体ＡＢは、一
次抗体ＡＢと特異的に結合する抗体ＡＢであってもよい。二次抗体ＡＢは、使用される一
次抗体ＡＢに従って変更することができる。この場合において、二次抗体ＡＢは、酵素が
付着している抗体ＡＢであってもよい。抗体に付着する酵素は、西洋ワサビペルオキシダ
ーゼ（ＨＲＰ）又はアルカリホスファターゼ（ＡＰ）であってもよい。
【０３３３】
　第２のパッチＰＡを使用することによる二次抗体ＡＢの提供は、プレートＰＬと第２の
パッチＰＡを接触させること、及びプレートＰＬから第２のパッチＰＡを分離することを
含むことができる。プレートＰＬと第２のパッチＰＡの接触、及び続くプレートＰＬから
の第２のパッチＰＡの分離は、二次抗体ＡＢがプレートＰＬに選択的に移動することを可
能にし得る。言い換えれば、一次抗体ＡＢが特異的に結合する抗原がプレートＰＬに固定
され、固定された抗原に結合する一次抗体ＡＢが存在する場合、一次抗体ＡＢと特異的に
結合する二次抗体ＡＢは、プレートＰＬに選択的に送達され得る。ここで、プレートＰＬ
に移動するが、特異的に結合しない二次抗体ＡＢ（本明細書の以下において、「残留二次
抗体」）は、第２のパッチＰＡに吸収され、第２のパッチＰＡがプレートＰＬから分離さ
れると、プレートＰＬから除去され得る。したがって、プレートＰＬから特異的に結合し
ていない抗体ＡＢを除去する洗浄液を使用するプロセスを省略することができる。第２の
パッチＰＡへの残留二次抗体ＡＢの吸収は、残留二次抗体ＡＢが、第２のパッチＰＡ及び
プレートＰＬの間の接触に起因して形成される水膜ＷＦに溶解すること、及び第２のパッ
チＰＡがプレートＰＬから分離されたときに、水膜ＷＦが、第１のパッチＰＡと一緒に移
動することによって、行うことができる。
【０３３４】
　上述の一次パッチＰＡを使用する残留一次抗体ＡＢの除去と同様に、残留二次抗体ＡＢ
は、第２のパッチＰＡの分離だけによって、プレートＰＬから除去することができる。し
たがって、従来のＥＬＩＳＡの実施において実質的に必要なプロセスである、特異的に結
合していない二次抗体ＡＢをプレートＰＬから除去する洗浄液を使用するプロセスを省略
することができる。
【０３３５】
　図４８～５０は、間接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施において、パッチＰＡを使
用する二次抗体ＡＢ２の提供を示す。図４８～５０によれば、パッチＰＡは、二次抗体Ａ
Ｂ３を含有し、プレートＰＬ上に位置する試料ＳＡ又は試料ＳＡが位置する反応領域に、
二次抗体ＡＢ４を提供することができる。パッチＰＡによるプレートＰＬへの二次抗体Ａ
Ｂ４の提供は、接触領域の近傍で形成される水膜ＷＦによって、二次抗体ＡＢ２が、プレ
ートＰＬ又はプレートＰＬ上の反応領域に移動が可能であるように、プレートＰＬと接触
するパッチＰＡを接触させることによって行うことができる。プレートＰＬへの二次抗体
ＡＢ２の提供は、二次抗体ＡＢ２及び試料ＳＡ、特に、試料ＳＡに含まれる標的タンパク
質ＴＰと結合する一次抗体ＡＢ１の間の特異的結合に起因し得る。
【０３３６】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、パッチＰＡを使用することによって、基質ＳＵ
を提供するステップをさらに含んでいてもよい。パッチＰＡを使用するプレートＰＬへの
基質ＳＵの提供は、プレートＰＬと接触している基質ＳＵを含有する第３のパッチと接触
させること、及びプレートＰＬに基質ＳＵを提供することを含むことができる。基質ＳＵ
は、ＡＢＴＳ又はＴＭＢであってもよい。基質ＳＵは、酵素によって触媒され、生成物Ｐ
Ｄを発生させることができ、生成物ＰＤは、検出しようとする特異的結合のラベルとして
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の機能を果たすことができる。
【０３３７】
　また、上述の第３のパッチＰＡを使用する基質ＳＵの提供は、第３のパッチＰＡをプレ
ートＰＬと接触させること、及びプレートＰＬから第３のパッチＰＡを分離することを含
むことができる。プレートＰＬと第３のパッチＰＡの接触、及び続くプレートＰＬからの
第３のパッチＰＡの分離は、第３のパッチ及びプレートＰＬの間の接触を維持するための
時間の制御を可能にし得る。言い換えれば、第３のパッチＰＡは、最適な時点で、プレー
トＰＬから分離することができる。
【０３３８】
　免疫学的測定は、酵素によって触媒される基質ＳＵの化学反応によって発生する生成物
ＰＤを検出することによって行うことができる。この場合において、反応が、最適な時点
で終了していない場合、過剰量の生成物ＰＤが生成し得、生成物ＰＤの定量的測定を行う
ことが難しくなり得る。この場合において、本出願の一実施形態によれば、上記で説明す
るように、基質ＳＵパッチＰＡを分離すると、反応は最適な時点で停止し得るので、過剰
反応に起因する上述の測定誤差の問題は解決することができる。上記で説明するように、
基質ＳＵパッチＰＡが、最適な時点で除去されると、特異的結合は、基質ＳＵパッチＰＡ
が除去される時点まで、生成物ＰＤを測定することによって、検出することができる。
【０３３９】
　図５１～５３は、間接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施において、パッチＰＡを使
用する基質ＳＵの提供を示す。図５１～５３によれば、パッチＰＡは、基質ＳＵを含有し
、プレートＰＬに位置する試料ＳＡ又は試料ＳＡが位置する反応領域に、基質ＳＵを提供
することができる。パッチＰＡによるプレートＰＬへの基質ＳＵの提供は、接触領域の近
傍で形成される水膜ＷＦによって、基質ＳＵが、プレートＰＬ又はプレートＰＬ上の反応
領域に移動が可能であるように、パッチＰＡをプレートＰＬと接触させることによって行
うことができる。基質ＳＵは、プレートＰＬに位置する二次抗体ＡＢに付着する酵素によ
って触媒される化学反応に起因して、生成物ＰＤを生成又は生成物ＰＤに変換され得る。
【０３４０】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、洗浄パッチＰＡを使用する残留物を吸収するス
テップをさらに含んでいてもよい。洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、洗浄パッ
チＰＡをプレートＰＬと接触させて、残留物を吸収することを含むことができる。洗浄パ
ッチＰＡを使用する残留物の吸収は、プレートＰＬと接触する洗浄パッチＰＡを接触させ
て、固定された試料ＳＡの少なくとも一部と特異的に結合していない第１の抗体ＡＢを吸
収することを含むことができる。洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、プレートＰ
Ｌと接触する洗浄パッチＰＡを接触させて、第１の抗体ＡＢの少なくともいくつかと特異
的に結合していない第２の抗体ＡＢを吸収することを含むことができる。
【０３４１】
　洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、第１のパッチＰＡを使用することによるプ
レートＰＬへの一次抗体ＡＢの提供の後、第２のパッチＰＡを使用することによるプレー
トＰＬへの二次抗体ＡＢの提供の前に行うことができる。或いは、洗浄パッチＰＡを使用
する残留物の吸収は、第２のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体
ＡＢの提供の後、パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの基質ＳＵの提供の前
に行うことができる。
【０３４２】
　洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、従来の免疫学的測定方法における洗浄液を
使用する洗浄の実施と置き換えることができる。従来の洗浄方法は、主に、プレートＰＬ
上に洗浄液を注いで、プレートＰＬをすすぎ、特異的に結合することなくプレートＰＬ上
に位置する基質を除去することによって行われるので、従来の洗浄方法では、過剰量の溶
液が消費される。しかしながら、本出願におけるように、パッチＰＡを使用して、プレー
トＰＬから残留物を吸収する場合、消費される洗浄液の量は、従来の方法と比較して著し
く減少し、したがって、経済的な実施可能性が改善される。
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【０３４３】
　図５４～５６は、本出願による免疫学的測定の一実施形態における洗浄の実施を示す。
図５４～５６によれば、パッチＰＡは、プレートＰＬから残留物質を吸収することができ
る。残留物質は、標的タンパク質ＴＰと特異的に結合していない抗体ＡＢ４であってもよ
い。この場合において、標的タンパク質ＴＰが特異的に結合している抗体ＡＢ３は、パッ
チに吸収されなくてもよい。パッチＰＡは、洗浄液を含有する洗浄パッチＰＡであっても
よい。
【０３４４】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、特異的結合の検出を阻害する物質を取り去るス
テップを含むことができる。特に、本出願の免疫学的測定方法の実施において、特異的結
合の検出を阻害する物質を、プレートＰＬから容易に除去するための界面活性剤パッチＰ
Ａを使用することができる。
【０３４５】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに所定の環境を提供するステップ
をさらに含んでいてもよい。所定の環境の提供は、緩衝パッチＰＡを使用して行うことが
できる。所定の環境の提供は、免疫学的測定のそれぞれのステップを容易にする、緩衝液
を含有する緩衝パッチＰＡを使用することによって、環境を提供することを含むことがで
きる。例えば、化学発光を検出する場合、過酸化物緩衝液を含有する緩衝パッチＰＡを使
用することができる。
【０３４６】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬ上の反応を妨害するステップを含
んでいてもよい。反応の妨害は、妨害パッチＰＡを使用して行うことができる。反応の妨
害は、化学反応、すなわち、酵素によって触媒される基質ＳＵの生成物ＰＤを生成する反
応を妨害することを含むことができる。反応の妨害は、反応を停止することを含み得る。
【０３４７】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、特異的反応を検出するステップをさらに含むこ
とができ、これは、基質ＳＵの生成物ＰＤを生成する反応を検出することを含むことがで
きる。生成反応の検出は、一次抗体ＡＢが特異的に結合している抗原を検出することを含
むことができる。一次抗体ＡＢが特異的に結合している抗原の検出は、一次抗体ＡＢと結
合している二次抗体ＡＢに付着する酵素によって触媒される基質ＳＵの反応に起因して発
生する生成物ＰＤを検出することを含むことができる。この場合において、生成物ＰＤの
検出は、反応に起因する発色を測定すること、反応に起因する発光を測定すること、又は
反応に起因する蛍光を測定することによって、実施することができる。
【０３４８】
　生成反応の検出は、基質ＳＵを含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させること、
及びリアルタイムで基質ＳＵの化学反応を検出することによって行うことができる。生成
反応の検出は、基質ＳＵを含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させること、及び所
定の時間の後、反応の結果を検出することによって行うことができる。この場合において
、基質ＳＵを含有するパッチＰＡは、分離され得、反応の結果は、所定の時点の後に検出
することができる。
【０３４９】
　生成反応の検出は、接触への妨害液を含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させる
こと、及び妨害液を含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させながら反応の結果を検
出すること、又は妨害液を含有するパッチＰＡをプレートＰＬから分離した後、反応の結
果を検出することを含むことができる。
【０３５０】
　本実施形態において、基質ＳＵの提供又は一次抗体ＡＢ若しくは二次抗体ＡＢの提供は
、必ずしもパッチＰＡを使用して行う必要はなくてもよい。基質ＳＵの提供又は一次抗体
ＡＢ若しくは二次抗体ＡＢの提供のうちの１つは、液体又は溶液状態である、基質ＳＵ、
一次抗体ＡＢ又は二次抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することによって置き換えることが
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できる。
【０３５１】
　本実施形態による免疫学的測定において使用され得るパッチＰＡの実施形態を以下に説
明する。それぞれのパッチＰＡはいくつかの成分を含有するものとして説明し、それぞれ
の成分は、上述の塩基性物質ＢＳ又は添加物質ＡＳとして理解され得る。しかしながら、
それぞれのパッチＰＡに含有され得るとして以下に説明する成分は、それぞれのパッチＰ
Ａに含有されるすべての成分でなくてもよく、それぞれのパッチＰＡは、他の特定されて
いない成分を含有することもできる。
【０３５２】
４．３．１．１　一次抗体パッチ
　本出願の免疫学的測定は、一次抗体を含有するパッチＰＡを使用して行うことができる
。言い換えれば、パッチＰＡは、一次抗体を含有し、プレートＰＬに一次抗体ＡＢを提供
することができる。
【０３５３】
　一次抗体ＡＢは、パッチＰＡに含有される添加物質ＡＳであってもよい。言い換えれば
、パッチＰＡは、一次抗体ＡＢを含む溶液を含有することができる。また、一次抗体ＡＢ
又は一次抗体ＡＢの溶液に加えて、一次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡは、一次抗体ＡＢ
が、検出される抗原と容易に結合することを可能にする、別の塩基性物質ＳＢ又は添加物
質ＡＳを含有することもできる。
【０３５４】
　一次抗体ＡＢは、標的タンパク質ＴＰと特異的に結合する抗体ＡＢであってもよい。言
い換えれば、一次抗体ＡＢは、検出しようとする標的抗原と特異的に結合する抗体ＡＢで
あってもよい。
【０３５５】
　一次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡは、検出しようとする抗原と特異的に結合する一次
抗体ＡＢを、溶液の形態で含有することができる。一次抗体ＡＢは、パッチＰＡの全体に
わたり均一に分布していてもよい。一次抗体ＡＢは、別の媒体からパッチＰＡに吸収され
、パッチＰＡに含有されてもよい。一次抗体ＡＢは、一次抗体ＡＢが微粒子に付着してい
る状態で、パッチＰＡに含有されていてもよい。
【０３５６】
　本実施形態におけるように、一次抗体ＡＢがパッチＰＡに含有され、プレートＰＬに提
供される場合、プレートＰＬに固定された物質の一部と特異的に結合していない一次抗体
ＡＢは、パッチＰＡに再吸収され得る。したがって、一次抗体ＡＢを洗浄するプロセスは
省略することができ、パッチＰＡは、いくつかの場合において、再利用することができ、
迅速で効率的な診断を実現することができる。
【０３５７】
　本出願の一実施形態によるパッチＰＡは、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体
ＡＢと、抗体ＡＢが含有されたマイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供される
メッシュ構造体ＮＳとを含み、かつ含有される抗体ＡＢのいくつかを反応領域に提供する
ように標的タンパク質ＴＰが配置されている反応領域と接触するために構成された、抗体
ＡＢ含有パッチであってもよい。この場合において、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応
する抗体ＡＢは、標的抗原と特異的に結合する一次抗体ＡＢであってもよい。
【０３５８】
４．３．１．２　二次抗体パッチ
　本出願の免疫学的測定は、二次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡを使用して行うことがで
きる。言い換えれば、パッチＰＡは、二次抗体を含有し、プレートＰＬに二次抗体ＡＢを
提供することができる。
【０３５９】
　二次抗体ＡＢは、パッチＰＡに含有される添加物質ＡＳであってもよい。パッチＰＡは
、二次抗体ＡＢを含む溶液を含有することができる。また、二次抗体ＡＢ又は二次抗体Ａ
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Ｂの溶液に加えて、二次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡは、二次抗体ＡＢが、標的の一次
抗体ＡＢと容易に結合することを可能にする、別の塩基性物質ＳＢ又は添加物質ＡＳを含
有することもできる。二次抗体ＡＢは、一次抗体ＡＢと特異的に結合する抗体ＡＢであっ
てもよい。この場合において、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢの間の特異的結合は、エピ
トープ特異的結合に代わる種特異的結合であってもよい。一次抗体ＡＢに種特異的に結合
する二次抗体ＡＢが使用される場合、異なるタンパク質を検出することを意図する一次抗
体ＡＢが使用される場合であっても、そこに付着した識別ラベルを有する二次抗体ＡＢは
、一次抗体ＡＢが同じ種を起源とする限り、一般的に使用することができる。
【０３６０】
　酵素は、二次抗体ＡＢに付着していてもよい。二次抗体ＡＢに付着した酵素は、特異的
結合を検出するための識別子としての機能を果たすことができる。特に、酵素は、抗体Ａ
Ｂに付着し、抗体ＡＢと特異的に結合する抗原、若しくは抗体ＡＢと特異的に結合する抗
体ＡＢと特異的に結合する抗原（間接法の場合において）を検出する、ラベル又はレポー
ターとしての機能を果たすことができる。酵素は、抗体ＡＢが分子の結晶性断片（ＦＣ）
領域と結合するように結合することによって、使用することができる。
【０３６１】
　一般に、ＡＰ又はＨＲＰを、酵素として、主に使用することができる。
【０３６２】
　二次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡが、上記に説明するように使用される場合であって
も、プレートＰＬに固定された物質の一部と特異的に結合していない二次抗体ＡＢがパッ
チＰＡに再吸収され得るので、迅速で効率的な免疫学的測定を行うことができる。
【０３６３】
　本出願の一実施形態によるパッチＰＡは、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体
ＡＢと、抗体ＡＢが含有されたマイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供される
メッシュ構造体ＮＳとを含み、かつ含有される抗体ＡＢのいくつかを反応領域に提供する
ように標的タンパク質ＴＰが配置されている反応領域と接触するように構成された、抗体
含有パッチＰＡであってもよい。この場合において、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応
する抗体ＡＢは、標的抗原と特異的に結合する二次抗体ＡＢであってもよい。
【０３６４】
４．３．１．３　基質パッチ
　本出願の免疫学的測定は、基質ＳＵを含有するパッチＰＡを使用して行うことができる
。言い換えれば、パッチＰＡは、基質ＳＵを含有し、プレートＰＬに基質ＳＵを提供する
ことができる。
【０３６５】
　基質ＳＵは、パッチＰＡに含有される添加物質ＡＳであってもよい。パッチＰＡは、基
質ＳＵを含む溶液を含有することができる。また、基質ＳＵを含有するパッチＰＳは、基
質ＳＵの生成物ＰＤを生成する反応を助ける、塩基性物質ＢＳ又は添加物質ＡＳを含有す
ることもできる。
【０３６６】
　特に、二次抗体ＡＢに付着した酵素は、基質ＳＵの化学反応を触媒することができる。
上述の特異的結合は、酵素によって触媒される反応に起因して発生する生成物ＰＤから検
出することができる。言い換えれば、基質ＳＵは、酵素によって触媒され、生成物ＰＤを
発生させることができ、生成物ＰＤは、特異的結合を検出するために検出することができ
る。
【０３６７】
　基質ＳＵは、ＡＢＴＳ、ＴＭＢなどであってもよい。使用される基質ＳＵは、使用され
る酵素及び検出手段に従って変更することができる。例えば、使用される酵素がＡＰであ
る場合、基質ＳＵとして、パラ－ニトロフェニルホスフェート（ｐＮＰＰ）を使用するこ
とによって、発色を検出することができる。別の例として、使用される酵素がＨＲＰであ
る場合、基質ＳＵとして、ＴＭＢなどを使用することによって、発色を検出することがで
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きる。
【０３６８】
　基質ＳＵが、上述の基質ＳＵパッチＰＡを使用することによって提供される場合、消費
される基質ＳＵ溶液の量は、基質ＳＵ溶液をプレートＰＬの反応溶液に注いで、反応を検
出する、従来のＥＬＩＳＡ法と比較して、著しく減少する。したがって、診断を経済的に
行うことができる。また、基質ＳＵパッチＰＡは、過剰反応を防ぐために適切な時点で分
離することができるので、より正確な検出結果を取得することができる。
【０３６９】
４．３．１．４　洗浄パッチ
　本実施形態による免疫学的測定方法は、残留物を吸収する洗浄パッチＰＡを使用して行
うことができる。言い換えれば、本実施形態による免疫学的測定方法において、残留物は
、洗浄パッチＰＡをプレートＰＬと接触させること、続いてプレートＰＬから洗浄パッチ
ＰＡを分離することによって、吸収され得る。上述の一次抗体ＡＢパッチＰＡ、二次抗体
ＡＢパッチＰＡ又は基質ＳＵパッチＰＡが、プレートＰＬと接触し、続いてプレートＰＬ
から分離される場合、残留物は、それぞれのパッチに吸収されず、除去されていない残留
物を指し得る。
【０３７０】
　洗浄パッチＰＡは、洗浄液を含有することができる。洗浄液は、その部分に添加された
Ｔｗｅｅｎ２０を有するＴＢＳ又はＰＢＳを含むことができる。洗浄液は、吸収される残
留物に従って、残留物を溶解することができる溶液として提供され得る。洗浄液を含有す
るパッチＰＡは、洗浄を助ける塩基性物質ＢＳ又は添加物質ＡＳをさらに含有していても
よい。
【０３７１】
　パッチＰＡが洗浄液を含有し、プレートＰＬと接触し、続いてプレートＰＬから分離さ
れることによって、プレートＰＬ上の不純物又は残留物、例えば、未結合の抗体ＡＢなど
は、洗浄パッチＰＡに吸収され、除去することができる。残留物は、試料ＳＡに含まれる
検出される抗原と特異的に結合していない第１の抗体ＡＢ、又は第１の抗体ＡＢと特異的
に結合していない第２の抗体ＡＢを含んでいてもよい。
【０３７２】
　洗浄パッチＰＡへの残留物の吸収において、洗浄パッチＰＡは、水膜ＷＦが形成される
ように、プレートＰＬ、すなわち、試料ＳＡが位置するプレートＰＬの領域と接触し、残
留物を、水膜ＷＦに溶解することができる。水膜ＷＦに溶解した残留物は、洗浄パッチＰ
ＡがプレートＰＬから分離されるときに、水膜ＷＦが、洗浄パッチＰＡと一緒に移動する
ことによって、洗浄パッチＰＡに吸収され得る。
【０３７３】
　プレートＰＬ上の残留物が、上述の洗浄パッチＰＡを使用することによって除去される
場合、消費される洗浄液の量は、従来のＥＬＩＳＡ法と比較して、著しく減少する。した
がって、診断を経済的に行うことができる。また、基質ＳＵパッチＰＡは、過剰反応を防
ぐために適切な時点で分離することができるので、より正確な検出結果を取得することが
できる。
【０３７４】
４．３．１．５　界面活性剤パッチ
　本実施形態による免疫学的測定方法は、取り去りを行う界面活性剤パッチＰＡを使用し
て行うことができる。言い換えれば、界面活性剤パッチＰＡは、界面活性剤溶液を含有し
、パッチＰＡに界面活性剤溶液を提供することができる。
【０３７５】
　特に、本出願の免疫学的測定方法の実施において、特異的結合の検出を阻害する物質を
、プレートＰＬから単に除去するための界面活性剤パッチＰＡを使用することができる。
特に、界面活性剤パッチＰＡは、容易に除去される、試料ＳＡに含まれる検出される抗原
と特異的に結合していない第１の抗体ＡＢ、又は第１の抗体ＡＢと特異的に結合していな
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い第２の抗体などの物質が、特異的結合の検出を阻害することを可能にする、界面活性剤
物質を含有し、物質を除去するのに使用することができる。
【０３７６】
　この場合において、界面活性剤パッチＰＡは、阻害する物質を容易に除去するための界
面活性剤物質の少なくともいくつかを含有することができる。界面活性剤物質は、Ｔｗｅ
ｅｎ　２０、Ｔｒｉｔｏｎ　Ｘ－１００及びＣＨＡＰＳのうちの少なくとも１つであって
もよい。
【０３７７】
４．３．１．６　緩衝パッチ
　本実施形態による免疫学的測定方法は、緩衝パッチＰＡを使用して行うことができる。
言い換えれば、緩衝パッチＰＡは、緩衝溶液を含有し、プレートＰＬに所定の環境を提供
することができる。緩衝パッチＰＡは、免疫学的測定のそれぞれのステップを容易にする
緩衝液を含有することができる。緩衝液の例としては、化学発光を検出する場合、過酸化
物緩衝液を使用することができる。
【０３７８】
４．３．１．７　妨害パッチ
　本実施形態による免疫学的測定方法は、反応妨害パッチＰＡを使用して行うことができ
る。言い換えれば、反応妨害パッチは、酵素によって触媒される基質ＳＵの反応を妨害す
る妨害液を含有し、プレートＰＬに妨害液を提供することができる。
【０３７９】
　パッチＰＡは、基質ＳＵの反応を妨害するために、妨害液を含有することができる。す
なわち、反応妨害パッチＰＡを製造することができ、反応妨害パッチＰＡは、プレートＰ
Ｌに妨害液を提供し、適切な時点で基質ＳＵの反応を妨害するために使用することができ
る。
【０３８０】
　妨害液は、基質ＳＵの反応を妨害するための妨害物質の少なくとも一部を含有すること
ができる。妨害物質は、硫酸であってもよい。
【０３８１】
　本実施形態による免疫学的測定方法の実施において、妨害パッチＰＡの使用及びプレー
トＰＬからの上述の基質ＳＵパッチＰＡの分離から選択されるいずれか１つを行うことが
できる。例えば、基質ＳＵの反応を妨害するために、プレートＰＬと接触するように停止
パッチＰＡを接触させること、プレートＰＬと接触している基質ＳＵパッチＰＡと接触す
るように停止パッチＰＡを接触させること（例えば、プレートＰＬと接触している基質Ｓ
Ｕパッチの上面と接触するように停止パッチＰＡと接触させること）、及びプレートＰＬ
から基質ＳＵパッチＰＡを分離することから選択されるいずれか１つを行うことができる
。
【０３８２】
４．３．１．８　ＡＢペアパッチ
　図６３は、本出願によるパッチＰＡの一実施形態として、抗体ＡＢのペアを含有するパ
ッチＰＡを示す。図６３によれば、パッチＰＡは、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢの間の
結合によってそれぞれ形成される抗体ＡＢのペア、又は抗体ＡＢ複合体を含有することが
できる。
【０３８３】
　本実施形態による免疫学的測定方法において、一次抗体ＡＢ６及び二次抗体ＡＢ７は、
一緒にプレートＰＬに提供され得る。言い換えれば、パッチＰＡは、一次抗体ＡＢ６及び
二次抗体ＡＢ７を同時に含有及び提供することができる（図６４を参照のこと）。単一の
パッチＰＡに含有され、一緒にプレートＰＬに提供される一次抗体ＡＢ６及び二次抗体Ａ
Ｂ７に起因して、診断を行うための手順は、より迅速で便利になり得る。
【０３８４】
　一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡは、一次抗体ＡＢ及び二次抗体Ａ
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Ｂを含むように製造することができる。或いは、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢを含有す
るパッチＰＡは、一次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡを、二次抗体ＡＢを含有するパッチ
ＰＡと接触させることにより、製造することができる。
【０３８５】
　この場合において、本実施形態による免疫学的測定方法において、第１のパッチＰＡを
使用することによるプレートＰＬへの一次抗体ＡＢの提供及び第２のパッチを使用するこ
とによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、第１のパッチＰＡを使用することによ
るプレートへの一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢの提供に置き換えることができる。
【０３８６】
　言い換えれば、本開示の一実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに試料Ｓ
Ａを固定するステップ、パッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに一次抗体Ａ
Ｂ及び二次抗体ＡＢを提供するステップを含むことによって実施することができる。この
場合において、二次抗体ＡＢは、一次抗体ＡＢと特異的に結合することができる。二次抗
体ＡＢ及び一次抗体ＡＢは、互いに結合した状態で、パッチＰＡに含有され、プレートＰ
Ｌに提供され得る。
【０３８７】
　上記の実施形態によれば、上述の洗浄パッチＰＡによって吸収された物質は、検出され
るタンパク質又は抗原と結合していない、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢの複合体であっ
てもよい。また、上記の実施形態によれば、界面活性剤パッチＰＡによって除去が容易に
なる物質は、検出されるタンパク質又は抗原と結合していない、一次抗体ＡＢ及び二次抗
体ＡＢの複合体であってもよい。また、上記の実施形態によれば、パッチＰＡがプレート
ＰＬから分離されたときにプレートＰＬから除去される物質は、検出されるタンパク質又
は抗原と結合していない、一次抗体ＡＢ及び二次抗体ＡＢの複合体であってもよい。
【０３８８】
　図６５及び６６は、本出願によるパッチＰＡの一実施形態として、抗体のペアを含有す
るパッチＰＡを製造する一例を示す。図６５及び６６によれば、抗体ＡＢのペアを含有す
るパッチＰＡは、一次抗体ＡＢ６を含有するパッチＰＡ及び二次抗体ＡＢ７を含有するパ
ッチＰＡを接触させ、続いて２つを分離することによって、取得することができる。抗体
ＡＢのペアを含有するパッチＰＡの取得は、一次抗体ＡＢ６を含有するパッチＰＡ及び二
次抗体ＡＢ７を含有するパッチＰＡを接触させて、含有される物質を交換可能にすること
、拡散を生じさせて、一次抗体ＡＢ６及び二次抗体ＡＢ７をそれぞれのパッチＰＡに位置
させること、並びに一次抗体ＡＢ６及び二次抗体ＡＢ７を互いに結合させることによって
、行うことができる。
【０３８９】
　本出願の一実施形態によるパッチＰＡは、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体
ＡＢと、抗体ＡＢを含有するメッシュ構造体ＮＳとを含み、かつ含有される抗体ＡＢのい
くつかを反応領域に提供するように標的タンパク質ＴＰが配置されている反応領域と接触
する、抗体ＡＢ含有パッチＰＡであってもよい。この場合において、標的タンパク質ＴＰ
は、抗原であってもよく、抗体ＡＢは、抗原と特異的に結合する一次抗体ＡＢ及び一次抗
体ＡＢと特異的に結合する二次抗体ＡＢの間の結合によって形成された抗体ＡＢのペアで
あってもよく、抗体ＡＢのペアは、抗原と特異的に反応することができる。
【０３９０】
４．３．１．９　吸収及び含有パッチ
　本出願によるパッチＰＡは、上記で説明するように、抗体ＡＢ、基質ＳＵ、洗浄液、及
び塩基性物質ＢＳ及び添加物質ＡＳなどの免疫学的測定に必要な他の物質を含有すること
ができる。上述の物質、特に、添加物質ＡＳは、パッチＰＡの製造のステップからパッチ
ＰＡに含有されていてもよく、又は異なる媒体で保持され、続いて診断が行われるときに
、パッチＰＡに吸収及びパッチＰＡに含有されてもよい。言い換えれば、パッチＰＡは、
別の媒体から、抗体ＡＢ及び基質ＳＵなどの物質を吸収し、物質をパッチＰＡに含有する
ことができる。
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【０３９１】
　この場合において、異なる媒体は、プレートＰＬ又は紙であってもよい。異なる媒体に
保持されるとは、プレートＰＬの表面に適用されること、プレートＰＬの表面上に適用及
び乾燥されること、紙に吸収されること、又は紙に吸収及び乾燥されることを指し得る。
【０３９２】
　これは、抗体ＡＢを含有するパッチＰＡに適用することが特に有用であり得る。抗体Ａ
Ｂが上記で説明する異なる媒体に保持される場合、抗体ＡＢを含有する能力は著しく改善
され、診断が行われる場合、所定のレベル又はそれよりも高い品質を、使用される抗体Ａ
Ｂについて保証することができる。
【０３９３】
　図７４～７６は、本出願によるパッチＰＡの一実施態様として、媒体から物質を吸収し
、パッチＰＡに物質を含有する、パッチＰＡの一例を示す。図７４～７６によれば、本出
願によるパッチＰＡは、プレートＰＬに適用された抗体ＡＢを吸収し、パッチＰＡに抗体
ＡＢを含有することができる。プレートＰＬに適用された抗体ＡＢの吸収は、抗体ＡＢが
、パッチＰＡ及びプレートＰＬの間の接触に起因して形成される水膜ＷＦに捕捉されるこ
と、及びパッチＰＡが、水膜ＷＦがパッチＰＡと一緒に移動するようにプレートＰＬから
分離されることによって、行うことができる。
【０３９４】
　本出願によるパッチＰＡの一実施形態として、図７７は、媒体から分離された抗体ＡＢ
を吸収し、そこに抗体ＡＢを含有する、パッチＰＡが、抗体ＡＢをプレートＰＬに提供す
る場合を示す。図７７によれば、本出願によるパッチＰＡは、抗体ＡＢが適用されたプレ
ートＰＬ３から、抗体ＡＢを吸収し、試料ＳＡが適用されたプレートＰＬ４に吸収された
抗体ＡＢを提供することができる。これは、抗体ＡＢが適用されたプレートＰＬ３が、パ
ッチＰＡの上面と接触している状態で、パッチＰＡの下面を、試料ＳＡが適用されたプレ
ートＰＬ４と接触させることによって、行うことができる。
【０３９５】
４．３．１．１０　移動パッチ
　本出願によるパッチＰＡは、媒体（すなわち、媒体）に含有される物質（すなわち、移
動される物質）を、プレート又は別の外部領域に提供することができる。例えば、パッチ
ＰＡは、媒体に保持された抗体ＡＢ及び基質ＳＵなどの物質を、別途提供されたプレート
に提供することができる。
【０３９６】
　パッチは、媒体に含有される、移動される物質を溶解することができる液体物質を含有
することができる。例えば、移動される物質が水溶性である場合、パッチは、水又は水溶
液を含有することができる。この場合において、パッチは、水又は水溶液を、媒体に提供
することができる。水溶液などが提供されると、媒体に含有される物質は、プレートに提
供され得る。このような機構によって、湿潤環境が、パッチによって、媒体及びプレート
に提供されると理解することができる。
【０３９７】
　本実施形態において、パッチＰＡの表面は、物質が含有される外部媒体と接触させるこ
とができる。パッチと接触している表面の反対側の媒体の表面は、プレート又は別の外部
領域と接触させることができる。この場合において、パッチは、媒体中に含有される物質
をプレートに移動させることができる。
【０３９８】
　本実施形態において、媒体は、吸収する能力又は伝達する能力を有する物質であり得る
。媒体は紙であってもよい。媒体は、メッシュ形態の物質含有媒体であってもよい。
【０３９９】
　本出願の一実施形態として、移動パッチを使用する免疫学的測定方法を提供することが
できる。特に、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビテ
ィに液体基質を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料
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から標的タンパク質を検出することによって診断を行うための免疫学的測定方法であって
、標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有する媒体をパッチと接触するように接触
させるステップ、及びパッチを、標的タンパク質が配置された反応領域と接触するように
接触させるステップを含み、媒体が、パッチと接触すると、媒体に含有される抗体の少な
くとも一部が、パッチに吸収される、免疫学的測定方法を提供することができる。この場
合において、パッチが、反応領域と接触すると、パッチに吸収された抗体の少なくとも一
部は、反応領域に移動可能であり得る。
【０４００】
　上記の実施形態において、パッチとの媒体の接触は、パッチと媒体の表面を接触させる
ことを含むことができ、反応領域とパッチの接触は、反応領域と接触している、媒体と接
触していないパッチの表面を接触させることを含むことができる。
【０４０１】
　本出願の一実施形態によれば、移動パッチを使用する抗体提供キットを提供することが
できる。特に、標的タンパク質と特異的に反応する抗体を含有する媒体、並びに、マイク
ロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、媒体と接触して、媒体に含有される抗体
の一部を吸収し、標的タンパク質が配置された反応領域と接触して、吸収された抗体の少
なくとも一部を反応領域に提供するように構成された、抗体送達パッチを含む、抗体提供
キットを提供することができる。
【０４０２】
４．３．２　参照実施形態２－直接ＥＬＩＳＡ
　図５７は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、直接ＥＬＩＳＡを使用する免
疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【０４０３】
　本出願の一実施形態による直接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法は、反応領域に
試料ＳＡを配置するステップ（Ｓ２００）、反応領域に第１の抗体ＡＢを提供するステッ
プ（Ｓ３００）、反応領域に基質ＳＵを提供するステップ（Ｓ４００）、並びに抗体ＡＢ
及び標的タンパク質ＴＰの間の特異的反応を検出するステップ（Ｓ５００）を含むことが
できる。
【０４０４】
　本実施形態による免疫学的測定は、プレートＰＬ及びパッチＰＡを使用し、直接ＥＬＩ
ＳＡによって行うことができる。
【０４０５】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを固定するステップ、
及びパッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに抗体ＡＢを提供するステップを
含むことができる。
【０４０６】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、プレートＰＬ上の診断される試料ＳＡを乾燥する
こと、及びプレートＰＬに試料ＳＡを固定することを含むことができる。プレートＰＬへ
の診断される試料ＳＡの固定は、体液試料ＳＡ又は診断される組織の切片をプレートＰＬ
に固定することを含むことができる。
【０４０７】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの抗体ＡＢの提供は、抗体ＡＢを含有
するパッチＰＡをプレートＰＬに接触させて、プレートＰＬに抗体ＡＢを提供することを
含むことができる。プレートＰＬと接触するパッチＰＡの接触並びに抗原及び抗体ＡＢに
関する詳細は、間接ＥＬＩＳＡに関して上記で説明した。本実施形態は、直接ＥＬＩＳＡ
によって行われるので、酵素は抗体ＡＢに付着され得る。抗体ＡＢに付着する酵素は、Ｈ
ＲＰ又はＡＰであってもよい。
【０４０８】
　パッチＰＡを使用することによる抗体ＡＢの提供は、プレートＰＬと接触するパッチＰ
Ａを提供すること、及びプレートＰＬからパッチＰＡを分離することを含むことができる
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。プレートＰＬと接触するパッチＰＡの提供、及び続いて、プレートＰＬからのパッチＰ
Ａの分離は、抗体ＡＢが選択的に提供されることを可能にし得る。言い換えれば、抗体が
特異的に結合する抗原が、プレートＰＬに固定されると、抗体ＡＢは、パッチＰＡからプ
レートＰＬに選択的に提供され得る。ここで、プレートＰＬに移動するが、特異的に結合
しない抗体ＡＢ（本明細書の以下において、「残留抗体」）は、パッチＰＡに吸収され得
、パッチＰＡがプレートＰＬから分離されると、プレートＰＬから除去され得る。パッチ
ＰＡへの残留抗体ＡＢの吸収は、残留抗体ＡＢが、パッチＰＡ及びプレートＰＬの間の接
触によって形成される水膜ＷＦに溶解すること、及び水膜ＷＦが、パッチＰＡがプレート
ＰＬから分離されたときにパッチＰＡと一緒に移動することによって、行うことができる
。
【０４０９】
　上記で説明するように、残留抗体ＡＢは、パッチＰＡの分離だけによってプレートＰＬ
から除去することができるので、従来のＥＬＩＳＡを行うのに実質的に必要である残留物
質（例えば、残留抗体ＡＢ）のための洗浄プロセスを省略することができる。従来行われ
ている残留物質のための洗浄プロセスでは、プレートＰＬ上に多量の洗浄液を注いで、プ
レートＰＬをすすぎ、プレートＰＬから、特異的結合に関与していない残留物質を除去す
る。しかしながら、本出願のパッチＰＡは、プレートＰＬを接触させ、続いてプレートＰ
Ｌから分離するだけによって、残留物質を捕捉及び分離することができるので、洗浄プロ
セスは必要ではない。それ故に、試薬をより効率的に使用することができ、ＥＬＩＳＡを
単純に行うことができる。
【０４１０】
　図５８～６０は、本出願による免疫学的測定の一実施形態として、直接ＥＬＩＳＡを使
用する免疫学的測定方法の一部を示す。図５８～６０によれば、パッチＰＡは、抗体ＡＢ
５を反応領域に提供することができる。酵素などの識別ラベルは、抗体ＡＢに付着させる
ことができる。パッチＰＡによるプレートＰＬへの抗体ＡＢ５の提供は、抗体ＡＢ５が、
接触領域の近傍で形成される水膜ＷＦによって、プレートＰＬ又はプレートＰＬ上の反応
領域に移動可能であるように、パッチＰＡをプレートＰＬと接触させることによって、行
うことができる。プレートＰＬへの抗体ＡＢ５の提供は、抗体ＡＢ５及び試料ＳＡ、特に
、試料ＳＡに含まれる標的タンパク質ＴＰの間の特異的結合に起因し得る。
【０４１１】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、パッチＰＡを使用することによって、プレート
ＰＬに基質ＳＵを提供するステップをさらに含むことができる。パッチＰＡを使用するこ
とによる基質ＳＵの提供は、基質ＳＵを含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させて
、プレートＰＬに基質ＳＵを提供することを含むことができる。基質ＳＵは、ＡＢＴＳ又
はＴＭＢであってもよい。基質ＳＵは、酵素によって触媒され、生成物ＰＤを発生させる
ことができ、生成物ＰＤは、検出しようとする特異的結合のラベルとしての機能を果たす
ことができる。
【０４１２】
　また、基質ＳＵを含有するパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの基質ＳＵ
の提供は、プレートＰＬと接触する基質ＳＵを含有するパッチＰＡを接触させること、及
びプレートＰＬから、基質ＳＵを含有するパッチＰＡを分離することを含むことができる
。プレートＰＬと接触する基質ＳＵを含有するパッチＰＡの接触、及び続いて、プレート
ＰＬからの基質ＳＵを含有するパッチＰＡの分離は、基質ＳＵを含有するパッチ及び接触
しているプレートＰＬの間の接触を維持するための時間の制御を可能にし得る。言い換え
れば、基質ＳＵを含有するパッチＰＡは、最適な時点で、プレートＰＬから分離すること
ができる。
【０４１３】
　免疫学的測定は、酵素によって触媒される基質ＳＵの化学反応により発生する生成物Ｐ
Ｄを検出する手段によって、行うことができる。この場合において、反応が、最適な時点
で停止しない場合、過剰量の生成物ＰＤが生成し得、生成物ＰＤの定量的測定を行うこと
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が難しくなり得る。本出願のパッチＰＡを使用する免疫学的測定方法によれば、上記で説
明するように、基質ＳＵを含有するパッチＰＡをプレートＰＬから分離すると、反応は最
適な時点で停止し得るので、過剰反応に起因する上述の測定誤差の問題は解決することが
できる。上記で説明するように、基質ＳＵを含有するパッチＰＡが、最適な時点でプレー
トＰＬから除去されると、特異的結合は、最適な時点まで、生成物ＰＤを測定することに
よって、定量的に検出することができる。
【０４１４】
　図６１及び６２は、直接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施において、パッチＰＡを
使用する基質ＳＵの提供を示す。図６１及び６２によれば、パッチＰＡは、基質ＳＵを含
有し、プレートＰＬ上に位置する試料ＳＡ又は試料ＳＡが位置する反応領域に、基質ＳＵ
を提供することができる。パッチＰＡによるプレートＰＬへの基質ＳＵの提供は、接触領
域の近傍で形成される水膜ＷＦによって、基質ＳＵが、プレートＰＬ又はプレートＰＬ上
の反応領域に移動が可能であるように、パッチＰＡをプレートＰＬと接触させることによ
って、行うことができる。基質ＳＵは、プレートＰＬに位置する抗体ＡＢに付着する酵素
によって触媒される化学反応に起因して、生成物ＰＤを生成又は生成物ＰＤに変換され得
る。
【０４１５】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、洗浄パッチＰＡを使用する、残留物を吸収する
ステップをさらに含むことができる。洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、プレー
トＰＬと接触している洗浄パッチＰＡを接触させて、残留物を吸収することを含むことが
できる。洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、プレートＰＬに接触している吸収パ
ッチＰＡを接触させて、固定された試料ＳＡの少なくとも一部と特異的に結合していない
抗体ＡＢを吸収することを含むことができる。言い換えれば、標的の特異的結合の検出に
おいて、洗浄パッチＰＡは、特異的結合に関与していない残留物質を吸収することができ
る。
【０４１６】
　洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、パッチＰＡを使用することによるプレート
ＰＬへの抗体ＡＢの提供の後、パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの基質Ｓ
Ｕの提供の前に行うことができる。
【０４１７】
　洗浄パッチＰＡを使用する残留物の吸収は、従来の免疫学的プロセスにおいて洗浄液を
使用する洗浄の実施と置き換えることができる。従来の洗浄プロセスは、大量の洗浄液を
直接使用して、残留物質を除去する、人により行われ、したがって、溶液が廃棄される、
人手が必要である、及び形成された特異的結合にも悪影響を及ぼし得るという問題を有し
ている。しかしながら、洗浄を本出願のパッチＰＡを使用して行う場合、溶液を流すこと
によって行わないので、形成されている特異的結合への影響が少なく、洗浄液の消費が著
しく減少するという利点がある。
【０４１８】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、特異的結合の検出を阻害する物質を取り去るス
テップを含んでいてもよい。
【０４１９】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに所定の環境を提供するステップ
をさらに含んでいてもよい。
【０４２０】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬ上の反応を妨害するステップを含
んでいてもよい。
【０４２１】
　取り去り、環境の提供及び反応の妨害の詳細は、間接ＥＬＩＳＡを参照して、上記に説
明したものと同様であり得る。
【０４２２】
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　本実施形態による免疫学的測定方法は、提供された抗体ＡＢと特異的に結合している抗
原を検出するステップをさらに含んでいてもよい。抗体ＡＢと特異的に結合している抗原
の検出は、抗体ＡＢと結合する基質ＳＵ及び酵素の間の反応に起因して生じる生成物ＰＤ
を検出することを含んでいてもよい。この場合において、生成物ＰＤの検出は、反応に起
因する発色を測定すること、反応に起因する発光を測定すること、又は反応に起因する蛍
光を測定することによって、実施することができる。
【０４２３】
　加えて、他に特に言及がない限り、間接ＥＬＩＳＡにおいて使用される、上述のパッチ
ＰＡ、診断を行う方法などは、直接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施に、同様に適用
することもできる。
【０４２４】
　本実施形態において、基質ＳＵの提供又は一次抗体ＡＢ若しくは二次抗体ＡＢの提供は
、パッチＰＡを使用して必ずしも行う必要はなくてもよい。基質ＳＵの提供又は一次抗体
ＡＢ若しくは二次抗体ＡＢの提供のうちの１つは、液体又は溶液状態である、基質ＳＵ、
一次抗体ＡＢ又は二次抗体ＡＢのプレートＰＬへの提供と置き換えることができる。
【０４２５】
４．３．３　参照実施形態３－サンドイッチＥＬＩＳＡ
　図６７は、本出願による免疫学的測定方法の一例として、サンドイッチＥＬＩＳＡを使
用する免疫学的測定方法を説明するためのフローチャートを示す。
【０４２６】
　本出願の一実施形態によるサンドイッチＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法は、反
応領域に下部抗体ＢＡＢを配置するステップ（Ｓ１００）、反応領域に試料ＳＡを配置す
るステップ（Ｓ２００）、反応領域に抗体ＡＢを提供するステップ（Ｓ３００）、反応領
域に基質ＳＵを提供するステップ（Ｓ４００）、並びに抗体ＡＢ及び標的タンパク質ＴＰ
の間の特異的反応を検出するステップ（Ｓ５００）を含むことができる。
【０４２７】
　本実施形態による免疫学的測定は、プレートＰＬ及びパッチＰＡを使用し、サンドイッ
チＥＬＩＳＡによって行うことができる。
【０４２８】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、プレートＰＬに抗体ＡＢを固定するステップ、
プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステップ、及びパッチＰＡを使用することによって、
プレートＰＬに抗体ＡＢを提供するステップを含むことができる。
【０４２９】
　プレートＰＬ上への抗体ＡＢの固定は、乾燥された抗体ＡＢを固定することを含むこと
ができる。プレートＰＬ上への抗体ＡＢの固定は、コーティング緩衝液を使用して行うこ
とができる。プレートＰＬ上への抗体ＡＢの固定は、プレートＰＬ上に薄膜を形成するこ
とを含むことができる。薄膜は、予め製造して、プレートＰＬに付着させることによって
固定されていてもよい。抗体ＡＢの固定は、抗体ＡＢのＦＣ領域がプレートＰＬと接触す
るように、抗体ＡＢを固定することを含むことができる。固定された抗体ＡＢは、検出さ
れる標的抗原と特異的に結合する抗体ＡＢであってもよい。
【０４３０】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、液相の体液を適用することを含むことができる。
例えば、プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、血液、尿、及び細胞の懸濁液のうちのいず
れか１つを適用することを含むことができる。
【０４３１】
　図６８及び６９は、本出願の一実施形態による、サンドイッチＥＬＩＳＡを使用する免
疫学的測定方法の一部を示す。図６８及び６９によれば、サンドイッチＥＬＩＳＡによる
免疫学的測定は、プレートＰＬに、標的タンパク質ＴＰに特異的に結合する抗体（すなわ
ち、下部抗体ＢＡＢ）を固定するステップ、及び試料ＳＡを適用するステップを含むこと
ができる。下部抗体ＢＡＢの固定は、抗体ＡＢのＦＣ領域がプレートＰＬと接触するよう
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に、下部抗体ＢＡＢを固定することを含むことができる。プレートＰＬに試料ＳＡを適用
することによって、試料ＳＡに含まれる標的タンパク質ＴＰは、下部抗体ＢＡＢと結合す
ることができる。本出願のそれぞれの図面において、標的タンパク質などが示す形状は、
標的タンパク質などのある性質を意味するものではない。
【０４３２】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの抗体ＡＢの提供は、直接法又は間接
法を使用して行うことができる。言い換えれば、パッチＰＡを使用することによるプレー
トＰＬへの抗体ＡＢの提供は、検出しようとする抗原と特異的に結合し、そこに付着する
酵素を有する抗体ＡＢを提供することを含むことができる。パッチＰＡを使用することに
よるプレートＰＬへの抗体ＡＢの提供は、パッチＰＡを使用することによって、プレート
ＰＬに一次抗体ＡＢを提供すること、及びパッチＰＡを使用することによって、プレート
ＰＬに二次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。
【０４３３】
　したがって、本実施形態のプレートＰＬへの抗体ＡＢの提供において、間接ＥＬＩＳＡ
を参照して上記で説明した第１のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの一次
抗体ＡＢの提供及び第２のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体Ａ
Ｂの提供、又は直接ＥＬＩＳＡを参照して上記で説明したパッチＰＡを使用することによ
る抗体ＡＢの提供を適用することができる。
【０４３４】
　図７０及び７１は、本出願の一実施形態による、サンドイッチＥＬＩＳＡを使用する免
疫学的測定方法の一部を示す。図７０及び７１によれば、サンドイッチＥＬＩＳＡによる
免疫学的測定は、酵素などの識別ラベルが付着した抗体ＡＢ８を含有するパッチＰＡを使
用することによって、プレートＰＬに抗体ＡＢ８を提供するステップを含むことができる
。プレートＰＬへの抗体ＡＢ８の提供は、パッチＰＡを、プレートＰＬを接触させること
、及び続いて、プレートＰＬからのパッチＰＡを分離することによって、行うことができ
る。この場合において、パットＰＡをプレートＰＬと接触させること、及び続いて、プレ
ートＰＬからパッチＰＡを分離することによって、試料ＳＡに含まれる非標的タンパク質
（ＮＴＰ）をパッチＰＡに吸収することができる。パッチＰＡへの非標的タンパク質ＮＴ
Ｐの吸収は、水膜ＷＦが接触領域の近傍で形成され、非標的タンパク質ＮＴＰが水膜ＷＦ
への捕捉を引き起こすように、パッチＰＡをプレートＰＬ又は試料ＳＡと接触させること
によって、行うことができる。
【０４３５】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬ
への基質ＳＵを提供するステップ、洗浄パッチＰＡを使用して残留物を吸収するステップ
、特異的結合の検出を妨害する物質を取り去るステップ、プレートＰＬに所定の環境を提
供するステップ、プレートＰＬ上の反応を妨害するステップ、及び提供された抗体ＡＢに
特異的に結合している抗原を検出するステップの中で、少なくともいくつかを含むことが
できる。それぞれのステップの詳細は、間接ＥＬＩＳＡを参照して上記で説明したものと
同様であり得る。
【０４３６】
　図７２及び７３は、本出願の一実施形態による、サンドイッチＥＬＩＳＡを使用する免
疫学的測定方法の一部を示す。図７２及び７３によれば、サンドイッチＥＬＩＳＡによる
免疫学的測定は、基質ＳＵパッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに基質ＳＵ
を提供するステップを含むことができる。基質ＳＵの提供は、接触領域の近傍で形成され
る水膜ＷＦによって、基質ＳＵが、プレートＰＬに移動が可能であるように、基質ＳＵを
含有するパッチＰＡをプレートＰＬと接触させることによって、行うことができる。基質
ＳＵは、プレートＰＬに位置する抗体ＡＢに付着する酵素によって触媒される化学反応に
よって、生成物ＰＤを生成又は生成物ＰＤに変換され得る。
【０４３７】
４．３．４　複数標的
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　本出願の免疫学的測定は、複数の標的を同時に検出するために行うことができる。言い
換えれば、単一の疾患を引き起こす複数の標的を、同時に検出することができ、又は複数
の疾患を引き起こす複数の標的を同時に検出することができる。例えば、白血病の診断に
おいて、白血病に関わる複数の抗原を同時に検出することができる。また、例えば、白血
病及びジカウイルスなどの複数の異なる疾患を引き起こす標的タンパク質ＴＰを同時に検
出することができる。
【０４３８】
　ここで、同時検出は、単一のプレートＰＬから複数の標的の検出、及び部分的に重複す
る時間域におけるそれぞれの標的の検出を指し得る。
【０４３９】
　複数の標的の同時検出は、上述の免疫学的測定方法を行う手段に従って、別々に行うこ
とができる。上述の免疫学的測定方法を行う手段に従う、複数の標的を検出する方法を以
下に説明する。上記の実施形態を参照して上記で説明した内容の説明は省略する。
【０４４０】
４．３．４．１　間接＋複数標的
　本出願の一実施形態による免疫学的測定方法は、反応領域に試料ＳＡを配置するステッ
プ（Ｓ２００）、及び反応領域に、抗体ＡＢを提供するステップ（Ｓ３００）を含むこと
ができる。この場合において、複数の標的タンパク質ＴＰが存在していてもよく、複数の
標的タンパク質ＴＰは、第１の標的タンパク質ＴＰ及び第２の標的タンパク質ＴＰを含む
ことができ、パッチＰＡは、第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体ＡＢ及
び第２の標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する第１の抗体ＡＢを含有することができる
。
【０４４１】
　或いは、標的タンパク質ＴＰの種類は、１つ又は複数であってもよく、抗体ＡＢを含有
するパッチＰＡは、１つ又は複数であってもよく、標的タンパク質ＴＰは、第１の標的タ
ンパク質ＴＰ及び第２の標的タンパク質ＴＰを含んでいてもよく、複数のパッチＰＡは、
第１の標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する第１の抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰ
Ａ及び第２の標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する第２の抗体ＡＢを含有する第２のパ
ッチを含むことができる。
【０４４２】
　本開示の一実施形態によれば、上記で説明する間接ＥＬＩＳＡを使用する複数の標的を
検出するための免疫学的測定方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを固定するステップ、プレ
ートＰＬに複数の種類の一次抗体ＡＢを提供するステップ、及びパッチＰＡを使用するこ
とによって、プレートＰＬに二次抗体ＡＢを提供するステップを含むことができる。
【０４４３】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、間接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法の上
述の実施形態におけるものと同様であり得る。しかしながら、複数の標的を検出するため
の免疫学的測定が、本実施形態におけるように間接ＥＬＩＳＡによって行われる場合、試
料ＳＡは、プレートＰＬの単一の領域全体にわたって分布していてもよく、又は複数の分
割された領域全体にわたって分布していてもよい。
【０４４４】
　プレートＰＬへの複数の種類の一次抗体ＡＢの提供は、複数の異なる種類の抗原と特異
的に結合する複数の種類の一次抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むことができ
る。
【０４４５】
　プレートＰＬへの複数の種類の一次抗体ＡＢの提供は、単一のパッチＰＡに含有される
複数の種類の一次抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むことができる。プレート
ＰＬへの複数の種類の一次抗体ＡＢの提供は、複数のパッチＰＡを使用することによって
、複数の種類の一次抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むことができる。複数の
種類の一次抗体ＡＢの提供は、第１の一次抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰＡ及び第２
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の一次抗体ＡＢを含有する第２のパッチを使用して、第１の一次抗体ＡＢ及び第２の一次
抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むことができる。言い換えれば、複数の種類
の一次抗体ＡＢの提供は、複数の種類の一次抗体ＡＢを含有する複数のパッチＰＡを使用
して、一次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。
【０４４６】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの一次抗体ＡＢの提供は、単一のパッ
チＰＡによって、プレートＰＬの複数の分割された領域に、一次抗体ＡＢを提供すること
を含むことができる。複数の領域は、第１の領域及び第２の領域を含むことができ、複数
の領域への一次抗体ＡＢの提供は、第１の領域に第１の一次抗体ＡＢを提供すること、及
び第２の領域に第２の一次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。言い換えれば、
複数の領域への一次抗体ＡＢの提供は、複数のパッチＰＡによって、異なる一次抗体ＡＢ
を、複数の領域のそれぞれに提供することを含むことができる。
【０４４７】
　複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの複数の種類の一次抗体ＡＢの
提供は、それぞれのパッチＰＡに含有される一次抗体ＡＢがプレートＰＬに提供されるよ
うに、少なくともある時間、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと同時に接触させることを
含むことができる。複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの複数の種類
の一次抗体ＡＢの提供は、複数のパッチＰＡと少なくとも部分的に重複して連続して接触
するプレートＰＬの領域及びそれぞれのパッチＰＡに含有される一次抗体ＡＢがプレート
ＰＬに提供されるように、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと連続して接触させることを
含むことができる。
【０４４８】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、第１の種類
の一次抗体ＡＢと特異的に結合する第１の二次抗体ＡＢ、及び第２の種類の一次抗体ＡＢ
と特異的に結合する第２の二次抗体ＡＢを、パッチＰＡを使用することによって、プレー
トＰＬに提供することを含むことができる。例えば、パッチＰＡを使用することによるプ
レートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、複数の異なる種類の一次抗体ＡＢと特異的に結合
する性質を有する、複数の種類の二次抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むこと
ができる。パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、複
数の種類の一次抗体ＡＢと、一般に、特異的に結合する性質を有する、単一の種類の二次
抗体ＡＢをプレートＰＬに提供することを含むことができる。言い換えれば、二次抗体Ａ
Ｂは、診断に使用される複数の種類の一次抗体ＡＢのそれぞれと特異的に結合する性質を
有する複数の種類の二次抗体ＡＢであってもよく、又は診断に使用される複数の種類の一
次抗体ＡＢと、一般に、種特異的に結合する性質を有する単一の種類の二次抗体ＡＢであ
ってもよい。
【０４４９】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、単一のパッ
チＰＡに含有される、複数の種類の二次抗体ＡＢ又は単一の種類の二次抗体ＡＢを、プレ
ートＰＬに提供することを含むことができる。パッチＰＡを使用することによるプレート
ＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、複数のパッチＰＡに含有される、複数の種類の二次抗体
ＡＢ又は単一の種類の二次抗体ＡＢを、プレートＰＬに提供することを含むことができる
。
【０４５０】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、単一のパッ
チＰＡによって、プレートＰＬの複数の分割された領域に、二次抗体ＡＢを提供すること
を含むことができる。複数の領域への二次抗体ＡＢの提供は、複数の領域のそれぞれに、
複数の種類の二次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。
【０４５１】
　複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は、それ
ぞれのパッチＰＡに含有される二次抗体ＡＢがプレートＰＬに提供されるように、少なく
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とも所定の時間、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと同時に接触させることを含むことが
できる。複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供は
、複数のパッチＰＡと連続して接触するプレートＰＬの領域が、少なくとも部分的に重複
し、それぞれのパッチＰＡに含有される二次抗体ＡＢがプレートＰＬに提供されるように
、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと連続して接触させることを含むことができる。
【０４５２】
　本実施形態による複数の標的を検出するための免疫学的測定を行う方法は、パッチＰＡ
を使用することによって、基質ＳＵを提供するステップを含んでいてもよい。パッチＰＡ
を使用することによる基質ＳＵの提供の詳細は、間接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定
方法の実施形態を参照して上記に説明するものと同様である。しかしながら、２つ以上の
種類の基質ＳＵを使用することができる。言い換えれば、単一の種類の二次抗体ＡＢが使
用される場合、単一の種類の基質ＳＵを使用することができ、複数の種類の二次抗体ＡＢ
が使用される場合、単一の種類の基質ＳＵ又は複数の種類の基質ＳＵを使用することがで
きる。
【０４５３】
　本実施形態による複数の標的を検出するための免疫学的測定を行う方法は、プレートＰ
Ｌから複数の標的のそれぞれの存在を決定するステップを含んでいてもよい。この詳細は
、間接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法の実施形態を参照して上記に説明するもの
と同様である。
【０４５４】
　本実施形態による複数の標的を検出するための免疫学的測定を行ういくつかの実施形態
を以下に説明する。
【０４５５】
　複数の標的を検出するための免疫学測定を行う方法の具体例として、異なる一次抗体Ａ
Ｂが、複数のパッチＰＡによって、プレートＰＬのそれぞれの領域に提供される場合、二
次抗体ＡＢの提供は、単一のパッチＰＡによって、それぞれの領域に二次抗体ＡＢを同時
に提供するステップを含んでいてもよい。複数の種類の一次抗体ＡＢがプレートＰＬの複
数の分割された領域に提供される場合、単一の種類の二次抗体ＡＢは、複数の領域に提供
されてもよい。この場合において、複数の領域への二次抗体ＡＢの提供は、それぞれの領
域に対応する、単一のパッチＰＡ又は複数の小さいパッチＰＡを使用して、行うことがで
きる。単一のパッチＰＡが使用される場合、診断の実施は簡素化されるが、複数の小さい
パッチＰＡが使用される場合、パッチＰＡによる望ましくない物質の移動の危険性がなく
、それぞれの領域について検出が行われるのに十分なので、より正確な検出が可能であり
得る。
【０４５６】
　別の具体例として、複数の種類の一次抗体ＡＢがパッチＰＡに含有されるように、少な
くとも部分的に重複して、複数のパッチＰＡと連続して接触する単一のプレートＰＬの領
域がプレートＰＬに提供される場合、二次抗体ＡＢの提供は、複数の種類の一次抗体ＡＢ
と特異的に結合する性質を有する、複数の種類の二次抗体ＡＢを、単一のパッチＰＡによ
って、プレートＰＬに提供することを含むことができる。この場合において、複数の種類
の一次抗体ＡＢと特異的に結合する性質を有する複数の種類の二次抗体ＡＢは、異なる識
別ラベルに従って、検出することができる。
【０４５７】
　或いは、二次抗体ＡＢの提供は、複数の種類の一次抗体ＡＢと特異的に結合する性質を
有する、単一の種類の二次抗体ＡＢを、単一のパッチＰＡによって、プレートＰＬに提供
することを含むことができる。このような方法は、複数の種類の一次抗体ＡＢが特異的に
反応する抗原が、対応する疾患の原因である場合、疾患の存在を決定するのに使用するこ
とができる。
【０４５８】
　或いは、二次抗体ＡＢは、第１の種類の一次抗体ＡＢと特異的に結合する性質を有する
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第１の二次抗体ＡＢ、及び第２の種類の一次抗体ＡＢと特異的に結合する性質を有する第
２の二次抗体ＡＢを含むことができ、二次抗体ＡＢの提供は、プレートＰＬに位置する第
１の領域に、第１の二次抗体ＡＢを提供すること、及びプレートＰＬに位置する第２の領
域に、第２の二次抗体ＡＢを提供することを含むことができる。例えば、二次抗体ＡＢの
提供は、複数の種類の一次抗体ＡＢと特異的にそれぞれ結合する性質を有する、複数の種
類の二次抗体ＡＢを、プレートＰＬに位置する複数の分割された領域に提供することを含
むことができる。この場合において、検出される標的は、分割された領域に従って変更す
ることができ、結果の取得を容易にすることができる。
【０４５９】
４．３．４．２　直接＋複数標的
　本開示の一実施形態によれば、上記に説明する直接ＥＬＩＳＡを使用する複数の標的を
検出するための免疫学的測定方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを固定するステップ、及び
パッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに複数の種類の抗体ＡＢを提供するス
テップを含むことができる。
【０４６０】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、直接ＥＬＩＳＡによって免疫学的測定を行う上述
の方法におけるものと同様であり得る。しかしながら、本実施形態におけるような、複数
の標的を検出するための免疫学的測定を、直接ＥＬＩＳＡによって行う場合、試料ＳＡは
、プレートＰＬ上の単一の領域全体にわたって分布していてもよく、又は複数の分割され
た領域全体にわたって分布していてもよい。
【０４６１】
　複数の種類の抗体ＡＢが、パッチＰＡを使用することによってプレートＰＬに提供され
る場合、複数の種類の抗体ＡＢは、第１の抗原と特異的に結合する性質を有する第１の抗
体ＡＢ、及び第２の抗原と特異的に結合する性質を有する第２の抗体ＡＢを含むことがで
きる。第１の抗体ＡＢに付着する第１の酵素、及び第２の抗体ＡＢに付着する第２の酵素
は、異なる種類の酵素であってもよい。
【０４６２】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの複数の種類の抗体ＡＢの提供は、パ
ッチＰＡを使用することによって、複数の種類の抗体ＡＢをプレートＰＬに提供すること
を含むことができる。複数の種類の抗体ＡＢの提供は、第１の抗原と特異的に結合する性
質を有する第１の抗体ＡＢ、及び第２の抗原と特異的に結合する性質を有する第２の抗体
ＡＢを提供することを含むことができる。また、複数の種類の抗体ＡＢの提供は、複数の
異なる抗原（すなわち、複数の検出される標的）と特異的にそれぞれ結合する性質を有す
る複数の種類の抗体ＡＢを提供することを含むことができる。異なる種類の識別要素は、
複数の種類の抗体ＡＢに付着することができる。複数の種類の酵素は、複数の種類の抗体
ＡＢにそれぞれ付着することができる。
【０４６３】
　複数の種類の抗体ＡＢの提供は、単一のパッチＰＡに含有される複数の種類の抗体ＡＢ
をプレートＰＬに提供することを含むことができる。複数の種類の抗体ＡＢの提供は、複
数のパッチＰＡを使用することによって、複数の種類の抗体ＡＢをプレートＰＬに提供す
ることを含むことができる。複数のパッチＰＡは、第１のパッチＰＡ及び第２のパッチＰ
Ａを含むことができ、複数のパッチＰＡを使用することによる複数の種類の抗体ＡＢの提
供は、第１のパッチＰＡを使用することによって、第１の抗体ＡＢを提供すること、及び
第２のパッチＰＡを使用することによって、第２の抗体ＡＢを提供することを含むことが
できる。この場合において、第１の抗体ＡＢ及び第２の抗体ＡＢは、互いに異なっていて
もよい。複数のパッチＰＡを使用することによる複数の種類の抗体ＡＢの提供は、複数の
種類の抗体ＡＢをそれぞれ含有する複数のパッチＰＡを使用して行うことができる。
【０４６４】
　パッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの抗体ＡＢの提供は、単一のパッチＰ
Ａによって、プレートＰＬの複数の分割された領域に、抗体ＡＢを提供することを含んで
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いてもよい。複数の領域は、第１の領域及び第２の領域を含むことができ、複数の領域へ
の抗体ＡＢの提供は、第１の抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰＡを使用することによっ
て、第１の領域に第１の抗体ＡＢを提供すること、及び第２の抗体ＡＢを含有する第２の
パッチＰＡを使用することによって、第２の領域に第２の抗体ＡＢを提供することを含む
ことができる。複数の領域への抗体ＡＢの提供は、複数のパッチＰＡによって、複数の領
域に異なる抗体ＡＢを提供することを含むことができる。
【０４６５】
　複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの複数の種類の抗体ＡＢの提供
は、それぞれのパッチＰＡに含有される抗体ＡＢがプレートＰＬに提供されるように、少
なくともある時間、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと同時に接触させることを含むこと
ができる。複数のパッチＰＡを使用することによるプレートＰＬへの複数の種類の抗体Ａ
Ｂの提供は、プレートＰＬの領域が、少なくとも部分的に重複する複数のパッチＰＡと、
連続して接触し、それぞれのパッチＰＡに含有される抗体ＡＢがプレートＰＬに提供され
るように、複数のパッチＰＡをプレートＰＬと連続して接触させることを含むことができ
る。
【０４６６】
　直接ＥＬＩＳＡによって複数の標的を検出するための免疫学的測定を行う方法は、パッ
チＰＡを使用することによって、基質ＳＵを提供するステップ、又はプレートＰＬから複
数の標的のそれぞれの存在を決定するステップを含んでいてもよい。それぞれのステップ
の詳細は、直接ＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法の実施形態を参照して上記で説明
したものと同様であり得る。
【０４６７】
４．３．４．３　サンドイッチ＋複数標的
　本開示の一実施形態によれば、上記に説明するサンドイッチＥＬＩＳＡを使用する複数
の標的を検出するための免疫学的測定方法は、プレートＰＬに抗体ＡＢを固定するステッ
プ、プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステップ、及びパッチＰＡを使用することによっ
て、プレートＰＬに抗体ＡＢを提供するステップを含むことができる。
【０４６８】
　プレートＰＬへの抗体ＡＢの固定は、プレートＰＬに複数の種類の抗体ＡＢを固定する
ことを含むことができる。複数の種類の抗体ＡＢは、検出される第１の抗原と特異的に結
合する性質を有する第１の抗体ＡＢ、及び検出される第２の抗原と特異的に結合する性質
を有する第２の抗体ＡＢを含むことができる。複数の種類の抗体ＡＢは、検出される複数
の種類の抗原と特異的にそれぞれ結合する性質を有する複数の種類の抗体ＡＢであっても
よい。
【０４６９】
　第１の抗体ＡＢは、プレートＰＬに位置する第１の領域に固定されていてもよく、第２
の抗体ＡＢは、プレートＰＬに位置する第２の領域に固定されていてもよい。複数の種類
の抗体ＡＢは、プレートＰＬに位置する複数の分割された領域にそれぞれ固定されていて
もよい。複数の種類の抗体ＡＢは、プレートＰＬに位置する単一の領域に固定されていて
もよい。
【０４７０】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、抗体ＡＢが固定されたプレートＰＬの領域に試料
ＳＡを適用することを含むことができる。試料ＳＡの適用は、液相の試料ＳＡを適用する
ことを含むことができる。この場合において、免疫学的測定は、液相の試料ＳＡが適用さ
れる間に行うことができ、又は液相の試料ＳＡが適用及び固定された後に行うことができ
る。
【０４７１】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、プレートＰＬに位置する単一の領域に試料ＳＡを
適用すること、又はプレートＰＬに位置する第１の領域及び第２の領域に試料ＳＡを適用
することを含むことができる。プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、プレートＰＬに位置
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する単一の領域に試料ＳＡを適用すること、又はプレートＰＬに位置する複数の分割され
た領域のそれぞれに試料ＳＡを適用することを含んでいてもよい。
【０４７２】
　パッチを使用することによるプレートＰＬへの抗体ＡＢの適用は、上述の、直接ＥＬＩ
ＳＡを使用することによって複数の標的を検出するための免疫学的測定方法及び間接ＥＬ
ＩＳＡを使用することによって複数の標的を検出するための免疫学的測定方法におけるも
のと同様であり得る。言い換えれば、パッチを使用することによるプレートＰＬへの抗体
ＡＢの適用は、上述の直接ＥＬＩＳＡを使用する複数の標的を検出するための免疫学的測
定方法において、パッチＰＡを使用することによる、プレートＰＬへの複数の種類の抗体
ＡＢの提供と同様であり得る。或いは、パッチを使用するプレートＰＬへの抗体ＡＢの適
用は、上述の間接ＥＬＩＳＡを使用することによって複数の標的を検出するための免疫学
的測定方法において、パッチＰＡを使用することによる、プレートＰＬへの複数の種類の
一次抗体ＡＢの提供及びプレートＰＬへの二次抗体ＡＢの提供と同様であり得る。
【０４７３】
　サンドイッチＥＬＩＳＡによって複数の標的を検出するための免疫学的測定を行う方法
は、パッチＰＡを使用することによって基質ＳＵを提供するステップ、又はプレートＰＬ
から複数の標的のそれぞれの存在を決定するステップを含んでいてもよい。それぞれのス
テップの詳細は、サンドイッチＥＬＩＳＡを使用する免疫学的測定方法、又は間接ＥＬＩ
ＳＡ若しくは直接ＥＬＩＳＡによって複数の標的を検出するための免疫学的測定方法の実
施形態を参照して上記で説明したものと同様であり得る。
【０４７４】
　上記で説明するように、本出願による免疫学的測定を行う方法によれば、複数の標的を
一度に検出することができる。この場合において、検出される複数の標的は、所定の標的
セットを構成してもよく、又は診断を行うたびに選択的に構成してもよい。複数の標的が
、所定のセットを構成する場合、診断が迅速になり得、様々な対照群を取得することがで
きる。複数の標的が、診断を行うたびに選択的に構成される場合、患者特異的な診断が可
能であり、１回の診断で検査することができる疾患の範囲がさらに広がると期待される。
【０４７５】
４．３．４．４　プレート：複数の領域
　本実施形態による免疫学的測定を行う方法は、複数の単位領域を有するプレートＰＬを
使用して行うことができる。言い換えれば、プレートＰＬは、複数の単位領域を有し、そ
れぞれの単位領域によってパッチＰＡから物質を受け取ることができる。
【０４７６】
　プレートＰＬは、複数の分割された領域、すなわち、複数の単位領域を含むことができ
る。単位領域は、プレートＰＬ上に市松模様の形態で配置されていてもよい。単位領域は
、プレートＰＬ上に、一方向に平行に並べられていてもよい。単位領域は、複数のパッチ
ＰＡ又はパッチＰＡクラスターに対応する形態で並べられていてもよい。
【０４７７】
　複数の単位領域は、区分化されていてもよい。単位領域は、第１の領域及び第２の領域
を含むことができる。この場合において、第１の領域及び第２の領域は、同様の極性を有
していてもよく、第１の領域の極性が、第１の領域又は第２の領域以外の第３の領域の極
性と異なっていてもよい。したがって、第１の領域及び第２の領域は、互いに区分化され
ていてもよい。プレートＰＬの下面からの第１の領域及び第２の領域の高さは、プレート
ＰＬの下面からの第３の領域の高さと異なっていてもよく、したがって、第１の領域及び
第２の領域は、互いに区分化されていてもよい。
【０４７８】
　異なる物質が、異なる単位領域に適用又は固定されてもよい。単位領域は、第１の単位
領域及び第２の単位領域を含むことができ、第１の抗原と特異的に結合する抗体ＡＢは、
第１の単位領域に固定されていてもよく、第２の抗原と特異的に結合する抗体ＡＢは、第
２の単位領域に固定されていてもよい。第１の抗原及び第２の抗原は、互いに異なってい



(64) JP 2019-510237 A 2019.4.11

10

20

30

40

50

てもよい。異なる抗原に特異的に結合する抗体ＡＢは、単位領域に固定されていてもよい
。異なる抗体ＡＢが結合する単位領域は、サンドイッチＥＬＩＳＡによる異なる抗原の検
出において使用することができる。
【０４７９】
　免疫学的測定が複数のパッチＰＡ又はパッチＰＡクラスターを使用して行われる場合、
単位領域は、第１の単位領域及び第２の単位領域を含むことができ、第１のパッチは、第
１の単位領域と接触することができ、第２のパッチＰＡは、第２の単位領域と接触するこ
とができる。第１のパッチＰＡ及び第２のパッチＰＡは、互いに異なっていてもよい。異
なるパッチＰＡは、単位領域と接触していてもよい。言い換えれば、パッチＰＡクラスタ
ーを構成する単位パッチＰＡの配置、形態など、及びプレートＰＬに位置する単位領域は
互いに対応していてもよい。パッチＰＡ及び単位領域は、所望の結果を取得するために、
適切に一致させることができる。
【０４８０】
４．３．４．５　パッチ：クラスター
　本実施形態による免疫学的測定を行う方法は、複数のパッチＰＡを使用して行うことが
できる。複数のパッチＰＡは、物質を含有し、プレートＰＬに物質を提供することができ
る。
【０４８１】
　複数のパッチＰＡは、異なる物質を含有し、プレートＰＬにパッチＰＡに含有される物
質を提供することができる。例えば、複数のパッチＰＡは、異なる抗原と特異的に結合す
る抗体ＡＢを含有することができる。別の例として、複数のパッチＰＡは、異なる一次抗
体ＡＢと特異的に結合する二次抗体ＡＢを含有することができる。さらに別の例として、
複数のパッチＰＡは、基質ＳＵを含有することができ、基質ＳＵの反応は、異なる酵素に
よって誘導される。
【０４８２】
　複数のパッチＰＡは、パッチＰＡクラスターを形成していてもよい。例えば、複数のパ
ッチＰＡは、異なる物質を含有する単位パッチＰＡのクラスターであってもよい。クラス
ターは、プレートＰＬに物質を同時に提供するために使用することができる。パッチＰＡ
クラスターを構成する複数の単位パッチＰＡは、規格化された形態で製造されてもよい。
【０４８３】
　パッチＰＡクラスターは、カートリッジの形態で製造されてもよい。言い換えれば、パ
ッチＰＡクラスターを構成する複数の単位パッチＰＡの配置は、目的に従って変更するこ
とができる。パッチカートリッジは、それぞれの個人について診断される標的の疾患が変
わる個別診断の実施が望まれる場合に、特に有用であり得る。
【０４８４】
　パッチＰＡクラスターを構成する単位パッチＰＡは、市松模様の形態で配置されていて
もよい。パッチＰＡクラスターを構成する単位パッチＰＡは、一方向に平行に並べられて
いてもよい。
【０４８５】
　本出願の一実施形態によれば、複数のパッチＰＡを含むパッチＰＡクラスターを提供す
ることができる。詳細には、複数の抗体ＡＢ含有パッチＰＡを含むパッチＰＡクラスター
を提供することができる。
【０４８６】
　複数の抗体ＡＢ含有パッチＰＡを含むパッチＰＡクラスターにおいて、抗体ＡＢ含有パ
ッチＰＡは、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体ＡＢ、及び抗体ＡＢを含有する
マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体ＮＳを含むことができる。
【０４８７】
　この場合において、複数の抗体ＡＢ含有パッチＰＡは、第１の抗体ＡＢ含有パッチＰＡ
及び第２の抗体ＡＢ含有パッチＰＡを含むことができ、第１の抗体ＡＢ含有パッチＰＡに
含有される第１の抗体ＡＢが特異的に反応する標的タンパク質ＴＰは、第２の抗体ＡＢ含
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有パッチＰＡに含有される第２の抗体ＡＢが特異的に反応する標的タンパク質ＴＰと異な
っていてもよい。
【０４８８】
４．３．４．６　パッチ：ブレンドパッチ
　本実施形態による免疫学的測定を行う方法は、複数の種類の物質を含有するパッチＰＡ
を使用して行うことができる。パッチＰＡは、複数の種類の物質を含有し、プレートＰＬ
に複数の種類の物質を提供することができる。
【０４８９】
　パッチＰＡは、第１の抗原と特異的に結合する第１の抗体ＡＢ及び第２の抗原と特異的
に結合する第２の抗体ＡＢを含有することができる。また、パッチＰＡは、第１の一次抗
体ＡＢと特異的に結合する第１の抗体ＡＢ及び第２の一次抗体ＡＢと特異的に結合する第
２の抗体ＡＢを含むことができる。例えば、パッチＰＡは、複数の種類の抗原とそれぞれ
特異的に結合する複数の種類の抗体ＡＢを含有することができる。また、例えば、パッチ
ＰＡは、複数の種類の一次抗体ＡＢとそれぞれ特異的に結合する複数の種類の抗体ＡＢを
含有することができる。
【０４９０】
　本出願の一実施形態による抗体ＡＢ含有パッチＰＡは、標的タンパク質ＴＰと特異的に
反応する抗体ＡＢ、並びに含有される抗体ＡＢのいくつかを反応領域に提供するように、
標的タンパク質ＴＰが位置する反応領域と接触するように構成されたメッシュ構造体ＮＳ
として提供されるメッシュ構造体ＮＳを含むことができる。この場合において、複数の標
的タンパク質ＴＰが、存在していてもよく、複数の標的タンパク質ＴＰは、第１の標的タ
ンパク質ＴＰ及び第２の標的タンパク質ＴＰを含むことができ、抗体ＡＢは、第１の標的
タンパク質ＴＰと特異的に反応する第１の抗体ＡＢ及び第２の標的タンパク質ＴＰと特異
的に反応する第２の抗体ＡＢを含むことができる。
【０４９１】
４．３．５　塗抹
　本出願の免疫学的測定を行う方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステップ、又
はプレートＰＬに試料ＳＡを適用及び固定するステップを含むことができる。
【０４９２】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの適用は、試料ＳＡを、単層又は単層に類似の薄層の形態に
塗抹することを含むことができる。プレートＰＬへの試料ＳＡの適用及び固定は、試料Ｓ
Ａを、単層又は単層に相当する薄層の形態に塗抹し、試料ＳＡを固定することを含むこと
ができる。
【０４９３】
　診断が、上記で説明するように、単層に相当する形態に塗抹された試料ＳＡによって行
われる場合、プレートＰＬに塗抹された試料ＳＡ及びプレートＰＬと接触するパッチＰＡ
の間の有効表面積は、最大化され得る。言い換えれば、試料ＳＡを塗抹すること、及びパ
ッチＰＡを試料ＳＡと接触させて、標的の検出を行うことによって、少量の試料ＳＡであ
っても、有効な結果を取得することができる。反応領域は、試料ＳＡが分布する領域が、
有効表面積を拡大するために複雑に設計される、従来の免疫学的測定方法と比較して、非
常に単純に実施することができる。
【０４９４】
４．３．６　反応の検出
　本出願による免疫学的測定方法は、試料ＳＡから標的タンパク質ＴＰの存在を検出する
ステップを含むことができる。本出願による免疫学的測定方法は、試料ＳＡから標的抗原
の存在を検出するステップを含むことができる。標的タンパク質ＴＰ又は標的抗原の存在
の検出は、試料ＳＡに含まれる、標的タンパク質ＴＰ又は標的抗原の量を定量的に測定す
ることを指し得る。
【０４９５】
　本出願による免疫学的測定方法は、抗体ＡＢが特異的に結合する抗原（すなわち、標的
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抗原）を検出するステップを含むことができ、抗原の検出は、抗体ＡＢ若しくは抗体ＡＢ
と特異的に結合する他の抗体ＡＢに付着した酵素によって触媒される基質ＳＵの化学反応
、又は化学反応に起因する生成物ＰＤを検出することを含むことができる。
【０４９６】
４．３．６．１　比色測定
　本出願の免疫学的測定方法において、抗体ＡＢに付着した抗体によって触媒される基質
ＳＵの化学反応の検出は、比色測定を行う方法によって、行うことができる。
【０４９７】
　特に、比色法による生成物ＰＤの検出は、以下のように理解され得る。抗体ＡＢに付着
した酵素（間接法では、二次抗体ＡＢに付着した酵素）は、色を示す沈殿に基質ＳＵを変
換することができる。沈殿が蓄積すると、ステインが形成され得、形成されたステインの
色を測定して、生成物ＰＤを検出することができる。
【０４９８】
　酵素がＨＲＰであり、３，３’－ジアミノベンジジン（ＤＡＢ）が基質ＳＵとして使用
される場合、ＤＡＢは、ＨＲＰに起因する茶色の沈殿を発生させることができる。また、
酵素がＨＲＰであり、基質ＳＵが４－クロロ－１－ナフトール（４ＣＮ）である場合、４
ＣＮは、ＨＣＮに起因する紫色の沈殿を発生させることができる。酵素がＡＰであり、基
質ＳＵが５－ブロモ－４－クロロ－３－インドリルホスフェート（ＢＣＩＰ）である場合
、ＢＣＩＰは、ＡＰに起因する紫色の沈殿を発生させることができる。この場合において
、生成物ＰＤの検出は、茶色又は紫色の沈殿を検出することによって、行うことができる
。
【０４９９】
　色の測定は、分光光度計を使用し、発色を定量的に測定することによって、行うことが
できる。色の測定は、光源から放射され、プレートＰＬを通過する光を検出することによ
って、行うことができる。色の測定は、光吸収を測定することによって、行うことができ
る。この場合において、透明で、平らな底面を有するプレートＰＬを使用し得ることが好
ましい。
【０５００】
４．３．６．２　発光の検出
　本出願の免疫学的測定方法において、抗体ＡＢに付着した酵素によって触媒される基質
ＳＵの化学反応の検出は、発光を検出することによって、行うことができる。
【０５０１】
　発光の検出は、基質ＳＵの化学反応に起因する発光を検出することを含むことができる
。酵素がＨＲＰである場合、発光の検出は、基質ＳＵとしてルミノールを使用して、発生
した光を検出することを含むことができる。
【０５０２】
　発光の検出は、Ｘ線フィルム、相補型ＭＯＳ（ＣＭＯＳ）カメラ、又は電荷結合素子（
ＣＣＤ）カメラを使用して、行うことができる。発光の測定は、プレートＰＬの底部又は
プレートＰＬの底部の上部の溶液から放射された光を検出することによって、行うことが
できる。発光の測定は、発光光度計を使用して行うことができる。発光を測定する場合、
不透明な黒色プレート又は不透明な白色プレートを、プレートＰＬとして使用し得ること
が好ましい。
【０５０３】
４．３．６．３　蛍光の検出
　本出願の免疫学的測定方法において、抗体ＡＢに付着した酵素によって触媒される基質
ＳＵの化学反応に起因する生成物ＰＤの検出は、蛍光を検出することによって、行うこと
ができる。
【０５０４】
　蛍光の検出は、抗体ＡＢ（間接法では、二次抗体ＡＢ）に付着したフルオロフォアから
放射される蛍光を検出することを含むことができる。蛍光の検出は、酵素によって触媒さ
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れる基質ＳＵの化学反応に起因して生成する生成物ＰＤから放射される蛍光を検出するこ
とを含むことができる。より詳細には、酵素は、基質ＳＵからホスフェート基を切断し、
基質ＳＵを触媒して、蛍光生成物ＰＤを発生させることができ、免疫学的測定は、発生し
た蛍光を検出することによって、行うことができる。
【０５０５】
　蛍光の検出は、光をプレートＰＬに入射させること、及びプレートＰＬから放射された
蛍光を測定することによって、行うことができる。蛍光の検出は、フィルターが取り付け
られた蛍光光度計を使用して行うことができる。蛍光を測定する場合、不透明な黒色プレ
ート又は不透明な白色プレートを、プレートＰＬとして使用し得ることが好ましい。
【０５０６】
４．３．６．４　電気化学（ＥＣ）センサー
　本出願の免疫学的測定における結果の検出は、電気化学的方法を使用して行うこともで
きる。例えば、プレートＰＬに固定された試料ＳＡに特異的に結合している抗体ＡＢに起
因してプレートＰＬに生じる電気化学的特性の変化を測定することができる。或いは、プ
レートＰＬに抗体ＡＢを提供するパッチＰＡに起因して生じるパッチＰＡの電気化学的特
性の変化を測定することもできる。上記で説明する電気化学的方法を使用して結果を検出
する場合、基質ＳＵは、プレートＰＬに選択的に提供されてもよい。
【０５０７】
４．３．６．５　画像解析
　本出願による免疫学的測定における結果の検出は、画像取得を使用して行うことができ
る。言い換えれば、比色（又は発色）画像、発光画像又は蛍光画像を取得し、診断に使用
することができる。画像について、全体領域の単一画像を取得してもよく、又は全体領域
の部分画像を別々に取得して、取得した部分画像の画像を、単一画像に組み合わせてもよ
い。標的抗原／抗体ＡＢが分布している位置、細胞の形状、組織中の標的タンパク質ＴＰ
の分布などを、取得した画像からチェックすることができる。また、取得した画像を解析
することによって、標的タンパク質ＴＰ、標的抗原／抗体ＡＢなどの位置、及び標的の部
分画像を取得することができる。
【０５０８】
４．３．７　細胞計数
　本出願による免疫学的測定における結果の検出は、試料ＳＡに含まれる特定のたんぱく
質の量を測定することによって、行うことができる。言い換えれば、本出願による免疫学
的測定は、抗原－抗体反応を使用することによって、診断される試料ＳＡに含まれる標的
タンパク質ＴＰの量を測定するステップを含むことができる。例えば、本出願による免疫
学的測定における結果の検出は、診断される試料ＳＡに含まれる特定の細胞（すなわち、
標的細胞）の数を計数するステップを含むことができる。
【０５０９】
　本出願の一実施形態による免疫学的測定は、本出願のパッチを使用することによって、
複数の標的タンパク質ＴＰを検出するために行うことができる。この場合において、本出
願の一実施形態による免疫学的測定方法は、反応領域に診断される試料ＳＡを配置するス
テップ（Ｓ２０）、反応領域に第１の抗体を提供するステップ（Ｓ３０）、及び反応領域
に第２の抗体を提供するステップ（Ｓ４０）を含むことができる（図４６を参照のこと）
。
【０５１０】
　反応領域への検出される試料ＳＡの配置（Ｓ２０）は、上記に説明した他の実施形態に
おけるものと同様であり得る。また、反応領域への第１の抗体又は第２の抗体の提供の詳
細は、本出願の上述の他の実施形態におけるものと同様であり得る。
【０５１１】
　反応領域への第１の抗体の提供（Ｓ３０）は、第１の標的タンパク質と特異的に反応す
る第１の抗体を含有するパッチを使用して、反応領域に第１の抗体を提供することを含む
ことができる。
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【０５１２】
　反応領域への第２の抗体の提供（Ｓ４０）は、第２の標的タンパク質と特異的に反応す
る第２の抗体を含有するパッチを使用して、反応領域に第２の抗体を提供することを含む
ことができる。
【０５１３】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、第１の標的タンパク質ＴＰ及び第２の標的タン
パク質ＴＰを検出するステップ（Ｓ５０）をさらに含んでいてもよい（図８１を参照のこ
と）。
【０５１４】
　第１の標的タンパク質ＴＰ及び第２の標的タンパク質ＴＰの検出（Ｓ５０）において、
第１の標的タンパク質の検出は、第１の標的タンパク質ＴＰと特異的に結合する第１の抗
体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含むことができ、第
２の標的タンパク質ＴＰの検出は、第２の標的タンパク質と特異的に結合する第２の抗体
に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含むことができる。
【０５１５】
　この場合において、第１の蛍光が検出される波長域は、第２の蛍光が検出される波長域
と、異なっていてもよい。
【０５１６】
　本実施形態による免疫学的測定方法は、反応領域に診断される試料ＳＡを配置するステ
ップ（Ｓ２０）、反応領域に第１の抗体を提供するステップ（Ｓ３０）、第１の標的タン
パク質ＴＰを検出するステップ（Ｓ５１）、反応領域に第２の抗体を提供するステップ（
Ｓ４０）、及び第２の標的タンパク質ＴＰを検出するステップ（Ｓ５２）を含むことがで
きる（図８２を参照のこと）。
【０５１７】
　言い換えれば、本出願による免疫学的測定方法は、反応領域への第１の抗体の提供（Ｓ
３０）後、第１の標的タンパク質の検出（Ｓ５１）をさらに含むことができ、また、反応
領域への第２の抗体の提供（Ｓ４０）後、第２の標的タンパク質の検出（Ｓ５３）を含む
ことができる。
【０５１８】
　この場合において、第１の標的タンパク質ＴＰの検出は、第１の標的タンパク質ＴＰと
特異的に結合する第１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出する
ことを含むことができ、第２の標的タンパク質ＴＰの検出は、第２の標的タンパク質ＴＰ
と特異的に結合する第２の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出す
ることを含むことができる。
【０５１９】
　ここで、第１の蛍光が検出される波長域は、第２の蛍光が検出される波長域と少なくと
も部分的に重複していてもよく、蛍光の検出は、第２の抗体が反応領域に提供された後に
、試料ＳＡから検出される蛍光、及び第２の抗体が反応領域に提供される前に試料ＳＡか
ら検出された蛍光を比較することによって、行うことができる。
【０５２０】
　図８３及び８４は、本出願による免疫学的測定方法において、複数の標的タンパク質Ｔ
Ｐが検出される場合の一部を模式的に示す。図８１におけるフローチャートを参照して、
以下に説明を行う。
【０５２１】
　本出願の一実施形態による免疫学的測定において、試料に含まれる標的タンパク質ＴＰ
は、第１の標的タンパク質ＴＰ１及び第２の標的タンパク質ＴＰ２を含むことができる。
この場合において、図８２を参照して上記で説明するように、第１の抗体が反応領域に提
供された（Ｓ３０）後、第１の標的タンパク質ＴＰ１が検出され（Ｓ５１）、第１の蛍光
は、第１の標的タンパク質ＴＰ１と結合した第１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出す
ることができる（図８３を参照のこと）。
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【０５２２】
　また、図８２に示すように、第２の抗体が提供され（Ｓ４０）、第２の標的タンパク質
ＴＰ２が検出される（Ｓ５２）場合、第２の蛍光は、第２の標的タンパク質ＴＰ２と結合
した第２の抗体に付着した蛍光ラベルから検出することができる。この場合において、第
１の蛍光が検出される波長域及び第２の蛍光が検出される波長域が部分的に重複する場合
、第１の蛍光は、第２の蛍光の検出中に重複する方法で検出することができ、これは、第
２の標的タンパク質ＴＰ２の検出を困難にする原因であり得る。このような場合において
、第２の蛍光の検出は、第２の抗体が反応領域に提供された後に試料から検出される蛍光
、及び第２の抗体が反応領域に提供される前に試料から検出された蛍光を比較すること、
及び第２の標的タンパク質ＴＰ２の検出を行うことを含むことができる。
【０５２３】
　上記で説明する重複する波長域から検出される蛍光物質（すなわち、同じ種類の蛍光物
質）を使用することによる、複数の標的タンパク質ＴＰの連続的な検出、及び異なる波長
域から検出される蛍光物質（すなわち、異なる種類の蛍光物質）を使用することによる複
数の標的タンパク質ＴＰの同時の検出は、必ずしも独立して行う必要はなくてもよい。し
たがって、上述の実施形態は、組み合わせることができ、複数の標的タンパク質ＴＰは、
単一のプロセスで検出することができ、これは、様々な疾患の迅速な診断に有用に適用す
ることができる。
【０５２４】
　本明細書の以下において、本出願による免疫学的測定における結果の検出の一実施形態
として、診断される試料ＳＡに含まれる標的細胞の数を計数する方法を説明する。
【０５２５】
　本実施形態による細胞を計数する方法によれば、細胞計数は、プレートＰＬなどの表面
型反応領域を有する対象物に適用された試料ＳＡについて、又は対象物に適用及び固定さ
れた試料ＳＡについて行うことができる。本実施形態によれば、主に、流体力学的に設計
された高性能機器に応じて従来行われていた細胞計数を、小型化した簡易装置を使用して
行うこともできる。
【０５２６】
４．３．７．１　基本的な実施形態
　本出願による免疫学的測定の一例としては、細胞計数方法は、プレートＰＬに試料ＳＡ
を固定するステップ、標的細胞と特異的に反応する抗体ＡＢを含有するパッチＰＡを使用
することによって、プレートＰＬに抗体ＡＢを提供するステップ、及び試料ＳＡ中に含ま
れる標的細胞の数を取得するステップを含むことができる。
【０５２７】
　プレートＰＬへの試料ＳＡの固定は、上述の免疫学的測定におけるものと同様であり得
る。
【０５２８】
　標的細胞と特異的に反応する抗体ＡＢを含有するパッチＰＡを使用することによるプレ
ートＰＬへの抗体ＡＢの提供は、標的細胞に含まれるいくつかのタンパク質と特異的に結
合する性質を有する抗体ＡＢを含有するパッチＰＡを使用することによって、プレートＰ
Ｌに抗体ＡＢを提供することを含むことができる。言い換えれば、標的細胞を形成するい
くつかのタンパク質と特異的に結合する抗体ＡＢは、パッチＰＡによってプレートＰＬに
提供され得る。
【０５２９】
　試料ＳＡに含まれる標的細胞の数の取得は、抗体ＡＢにラベルされた蛍光を検出する方
法によって、行うことができる。標的細胞の数の取得は、抗体ＡＢに付着した酵素によっ
て触媒される基質ＳＵの化学反応、又は化学反応に起因して生成する生成物ＰＤを検出す
る方法によって、行うことができる。
【０５３０】
　試料ＳＡに含まれる標的細胞の数の取得は、標的細胞が分布したプレートＰＬ上の領域
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の画像を取得することによって、行うことができる。標的細胞の数の取得は、試料ＳＡが
分布した領域の画像を取得すること、及び画像から標的細胞を検出することによって、行
うことができる。言い換えれば、試料ＳＡに含まれる標的細胞の数の取得は、測定された
シグナルの強度などから細胞についての数の情報のみを取得すること、又は標的細胞が分
布した領域の画像若しくは標的細胞の画像を取得することを含むことができる。
【０５３１】
４．３．７．２　複数の標的の検出
　本実施形態による細胞計数方法において、細胞の数の計数は、複数の標的細胞について
同時に行うことができる。ここで、同時実施は、複数の標的細胞の数を、単一のプレート
ＰＬを使用して計数することができることを指し得る。或いは、同時実施は、単一の反応
領域に位置する試料ＳＡに対して行うことができることを指し得る。
【０５３２】
　パッチＰＡは、第１の標的細胞と特異的に反応する第１の抗体ＡＢ及び第２の標的細胞
と特異的に反応する第２の抗体ＡＢを含有することができる。第１の蛍光物質は、第１の
抗体ＡＢにラベルされていてもよく、第２の蛍光物質は、第２の抗体ＡＢにラベルされて
いてもよい。この場合において、第１の蛍光物質から放射される蛍光及び第２の蛍光物質
から放射される蛍光は、異なる波長域から検出することができる。
【０５３３】
４．３．７．３　複数のパッチを使用する方法
　上述の細胞計数方法は、複数のパッチＰＡを使用することによって、複数の標的細胞に
ついて行うことができる。
【０５３４】
　複数のパッチＰＡを使用する細胞計数方法は、プレートＰＬに試料ＳＡを固定するステ
ップ、第１の標的細胞と特異的に反応する第１の抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰＡを
使用して、プレートＰＬに第１の抗体ＡＢを提供するステップ、及び第２の標的細胞と特
異的に反応する第１の抗体ＡＢを含有する第２のパッチＰＡを使用して、プレートＰＬに
第２の抗体ＡＢを提供するステップを含むことができる。
【０５３５】
　細胞計数方法は、プレートＰＬへの第１の抗体ＡＢの提供後、プレートＰＬへの第２の
抗体ＡＢの提供前に、試料ＳＡに含まれる第１の標的細胞の数を得るステップを含んでい
てもよい。
【０５３６】
　細胞計数方法は、プレートＰＬへの第２の抗体ＡＢの提供後、試料ＳＡに含まれる第２
の標的細胞の数を得るステップを含んでいてもよい。言い換えれば、第１の抗体ＡＢがプ
レートＰＬに提供された後、第１の標的細胞の数を得ることができ、第２の抗体ＡＢがプ
レートＰＬに提供された後、第２の標的細胞の数を得ることができる。
【０５３７】
　細胞計数方法は、プレートＰＬへの第２の抗体ＡＢの提供後、試料ＳＡに含まれる、第
１の標的細胞の数及び第２の標的細胞の数を得るステップを含んでいてもよい。言い換え
れば、第１の抗体ＡＢ及び第２の抗体ＡＢがプレートＰＬに提供された後、第１の標的細
胞及び第２の標的細胞の数を得ることができる。
【０５３８】
　第１の標的細胞の数又は第２の標的細胞の数の入手は、上述の細胞計数方法の実施形態
における試料ＳＡに含まれる標的細胞の数の入手と同様であり得る。
【０５３９】
　しかしながら、細胞計数が、本実施形態におけるような複数のパッチＰＡを使用するこ
とによって、複数の標的細胞について行われる場合、第１の標的細胞にラベルされた蛍光
物質及び第２の標的細胞にラベルされた蛍光物質は同じ種類であってもよい。言い換えれ
ば、第１の標的細胞にラベルされた蛍光物質が検出される波長域及び第２の標的細胞にラ
ベルされた蛍光物質が検出される波長域は、部分的に重複していてもよい。この場合にお
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いて、第１の標的細胞の数が、第１の抗体ＡＢがプレートＰＬに提供された後に得られる
間、及び第２の標的細胞の数が、第２の抗体ＡＢがプレートＰＬに提供された後に得られ
る間に、第２の標的細胞の数の入手は、第１の標的細胞の数を得るために検出された蛍光
及び第２の標的細胞の数を得るために検出された蛍光を比較することによって、行うこと
ができる。
【０５４０】
４．３．７．４　複数のパッチ
　本実施形態による複数の標的細胞についての細胞計数方法は、複数のパッチＰＡを使用
して行うことができる。
【０５４１】
　言い換えれば、複数の標的細胞は、第１の標的細胞及び第２の標的細胞を含むことがで
き、複数のパッチＰＡは、第１の抗体ＡＢを含有する第１のパッチＰＡ及び第２の抗体Ａ
Ｂを含有する第２のパッチＰＡを含むことができる。この場合において、第１の抗体ＡＢ
は、第１の標的細胞において特異的に発現するタンパク質と特異的に結合することができ
、第２の抗体ＡＢは、第２の標的細胞において特異的に発現するタンパク質と特異的に結
合することができる。
【０５４２】
４．３．８　免疫学的測定デバイス
　本出願の免疫学的測定は、免疫学的測定方法を使用して行うことができる。
【０５４３】
　図７８は、本出願の一実施形態による免疫学的測定デバイス１０を示す。
【０５４４】
　本出願の一実施形態による免疫学的測定デバイスは、プレートＰＬサポーター２００、
パッチコントローラー３００及び反応検出器４００を備えることができる。本実施形態に
よる免疫学的測定デバイスは、マイクロキャビティを形成し、マイクロキャビティに液体
物質ＳＢを含有するように構成されたメッシュ構造体ＮＳを含むパッチを使用することに
より、診断される試料ＳＡから標的タンパク質ＴＰを検出することによって、診断を行う
ことができる。
【０５４５】
　免疫学的測定デバイスのプレートＰＬサポーター２００は、反応領域が位置し、診断さ
れる試料ＳＡが反応領域に位置するプレートをサポートすることができる。
【０５４６】
　パッチコントローラー３００は、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体ＡＢを含
有するパッチＰＡを使用し、抗体ＡＢが反応領域に提供されるように、反応領域に対する
パッチＰＡの位置を制御することができる。
【０５４７】
　反応検出器４００は、標的の疾患を診断するために、抗体ＡＢ及び標的タンパク質ＴＰ
の間の特異的反応を検出することができる。
【０５４８】
　また、免疫学的測定デバイスは、コントローラー１００をさらに備えていてもよい。
【０５４９】
　免疫学的測定デバイスは、マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体ＮＡを含み、
マイクロキャビティに液体物質ＳＢを含有する能力を有するパッチＰＡを使用して、診断
される試料ＳＡから標的タンパク質ＴＰを検出し、診断を行うことができる。
【０５５０】
　免疫学的測定デバイスは、反応領域が位置し、診断される試料ＳＡが反応領域に位置す
るプレートＰＬをサポートするために構成されたプレートＰＬサポーターと、パッチＰＡ
を使用するために構成されたパッチコントローラーであり、抗体ＡＢが反応領域に提供さ
れるように、標的タンパク質ＴＰと特異的に反応する抗体ＡＢを含有及び反応領域に対し
てパッチＰＡの位置を制御するために構成されたパッチコントローラーと、標的の疾患を
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診断するために、抗体ＡＢ及び標的タンパク質ＴＰの間の特異的反応を検出するために構
成された反応検出器とを備えることができる。
【０５５１】
　図７９は、本出願による血液検査デバイス１０の一実施形態におけるパッチコントロー
ラー３００の一例を示す。
【０５５２】
　本出願の一実施形態による血液検査デバイス１０において、パッチコントローラー３０
０は、パッチ選択モジュール３１０及び接触コントロールモジュール３３０を含むことが
できる。
【０５５３】
　パッチ選択モジュール３１０は、パッチＰＡを選択して、制御することができる。パッ
チセレクターによって制御されるパッチＰＡの選択は、一次抗体ＡＢを含有するパッチＰ
Ａ、二次抗体ＡＢを含有するパッチＰＡ、基質ＳＵを含有するパッチＰＡ、洗浄パッチＰ
Ａ、又はパッチクラスターのうちの少なくとも１つを選択することを含むことができる。
【０５５４】
　接触制御モジュール３３０は、選択されたパッチＰＡ及び反応領域の間の接触の状態を
制御することができる。接触状態の制御は、反応領域に対するパッチＰＡの位置を制御す
ることを含むことができる。
【０５５５】
　反応検出器４００は、光学検出器及び電気化学検出器のうちのいずれか１つであり得る
。
【０５５６】
　反応検出器は、画像取得モジュールを含んでいてもよい。反応検出器は、カメラモジュ
ールを含んでいてもよい。反応検出器は、反応領域の部分画像を取得することができる。
反応検出器は、取得された部分画像を組み合わせることができる。反応検出器は、反応領
域の単一画像を取得することができる。反応検出器は、反応領域の部分画像又は反応領域
の単一画像を取得することができ、部分画像の組み合わせは、画像処理モジュールによっ
て、行うことができる。
【０５５７】
５．臨床化学
５．１　意味
５．１．１　臨床化学
　免疫学的測定は、抗原－抗体結合を使用する診断を指すが、パッチＰＡの適用はこれら
に限定されず、パッチＰＡは、診断が特異的な相互作用を使用して行われる、同様の分野
においても適用され得る。
【０５５８】
　詳細には、パッチＰＡの適用は、診断が、特異的反応を使用することによって、試料Ｓ
Ａとして体液に対して行われる、臨床化学診断の分野に、同様に拡大することができる。
臨床化学は、医学的検査の１つの特定の分野であり、特に、体液に対して診断を行うこと
を指す。体液は、血液、尿、脳脊髄液（ＣＳＦ）、涙液、及び鼻粘液などのヒトの身体か
ら採取される液体成分を指し、膿汁及び滲出液も含む。
【０５５９】
　診断に使用される特異的相互作用は、化学及び生化学反応の様々な形態を包含する。例
えば、疾患の存在を示す因子は、診断試薬を使用して検出することができ、血液中の特定
の成分の濃度は、正常性を決定するために測定することができる。また、例えば、酵素－
基質反応を使用することができ、又は酵素の活性を測定することができる。
【０５６０】
　診断結果は、特異的反応を検出することによって取得することができる。特異的相互作
用の検出において、比色測定、発色検出、蛍光検出及び電気化学検出を、有用に、利用す
ることができる。
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【０５６１】
５．１．２　免疫学的測定との関係
　上述のパッチＰＡを使用して免疫学的測定を行う方法は、臨床化学診断において、同様
に行うこともできる。言い換えれば、臨床化学診断は、プレートＰＬに対して行うことも
でき、パッチＰＡを使用して行うこともできるので、免疫学的測定と同様の有利な効果が
期待され得る。
【０５６２】
　例えば、診断は、臨床化学診断の実施において、プレートＰＬに試料ＳＡを適用又は塗
抹することによって、行うこともできる。それ故に、有効接触面積が最大化されるので、
十分な信頼性を有する診断結果が、少量の試料ＳＡであっても期待され得る。また、臨床
化学診断はパッチＰＡを使用して行うことができるので、標的検出プロセスが行われるプ
レートＰＬに、標的検出に関わる試薬を注ぎ、プレートＰＬから試薬を除去することは、
極めて容易である。したがって、検出に使用される試薬の量、及び診断に要する時間を節
約することができる。
【０５６３】
５．２　臨床化学の実施形態
５．２．１　ホルモン検出
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、ホルモン検出において使用することができ
る。
【０５６４】
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステッ
プ、パッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに試薬を提供するステップ、及び
試料ＳＡから標的ホルモンを検出するステップによって行うことができる。
【０５６５】
　プレートＰＬに適用される試料ＳＡは、血液又は尿であってもよい。プレートＰＬへの
試料ＳＡの適用は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用すること、及び試料ＳＡを固定するこ
とを含むことができる。ホルモン検出に関わるいくつかの試薬は、前もってプレートＰＬ
に配置されていてもよい。
【０５６６】
　標的ホルモンの検出は、ポーターシルバー法に従って、コルチゾールを検出することを
含むことができる。標的ホルモンの検出は、卵胞刺激ホルモン（ＦＳＨ）、副腎皮質刺激
ホルモン（ＡＣＴＨ）、成長ホルモン（ＧＨ）、甲状腺刺激ホルモン（ＴＳＨ）及び甲状
腺ホルモン（Ｔ４）のうちのいずれか１つを検出することを含むことができる。
【０５６７】
　標的ホルモンの検出は、試料ＳＡ中に存在する標的ホルモン及び試料ＳＡに提供された
試薬の間の反応を検出することを含むことができる。反応の検出は、比色法、蛍光検出、
発光検出及び電気化学検出のうちのいずれか１つを使用して行うことができる。
【０５６８】
５．２．２　コレステロール
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、血液中のコレステロールの測定において使
用することができる。この場合において、酵素法を使用することができる。
【０５６９】
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステッ
プ、パッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに試薬を提供するステップ、及び
試料ＳＡからコレステロールの含有量を測定するステップによって、行うことができる。
【０５７０】
　プレートＰＬに適用される試料ＳＡは、血清であってもよい。プレートＰＬへの試料Ｓ
Ａの適用は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用すること、及び試料ＳＡを固定することを含
むことができる。コレステロール検出に使用されるいくつかの試薬は、前もってプレート
ＰＬに配置されていてもよい。
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【０５７１】
　パッチＰＡを使用することによってプレートＰＬに提供される試薬は、酵素試薬であっ
てもよい。酵素試薬は、４－アミノアンチピリン（４ＡＡ）、ペルオキシダーゼ、コレス
テロールエステラーゼ、及びコレステロールオキシダーゼのうちの少なくともいくつかを
含むことができる。
【０５７２】
　コレステロール含有量の検出は、光吸収のレベルを測定することを含むことができる。
【０５７３】
　本出願の別の実施形態による臨床化学診断は、血液中のトリグリセリドの測定において
、酵素法を使用して行うことができる。
【０５７４】
　試料ＳＡは、プレートＰＬに適用され得、試薬は、パッチＰＡを使用することによって
プレートＰＬに提供され得、トリグリセリド含有量は、試料ＳＡから測定され得る。
【０５７５】
　プレートＰＬに適用される試料ＳＡは、血清であってもよい。パッチＰＡを使用するこ
とによってプレートＰＬに提供される試薬は、酵素試薬であってもよい。酵素試薬は、グ
リセロールキナーゼ、リパーゼ、フェノール、４－アミノアンチピリン、ペルオキシダー
ゼ及びピルビン酸キナーゼのうちの少なくともいくつかを含むことができる。
【０５７６】
　コレステロールの含有量の検出は、光吸収のレベルを測定することを含むことができる
。
【０５７７】
５．２．３　血糖測定
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、試料ＳＡに含有される特定の成分の濃度の
測定において使用することができる。濃度が測定される特定の成分は、血糖であり得る。
【０５７８】
　本出願の一実施形態による臨床化学診断は、プレートＰＬに試料ＳＡを適用するステッ
プ、パッチＰＡを使用することによって、プレートＰＬに試薬を提供するステップ、及び
、試薬に起因する反応から、血液中に含まれるグルコース、すなわち血糖の量を測定する
ステップによって、行うことができる。この場合において、酵素法を使用することができ
る。
【０５７９】
　プレートＰＬに適用される試料ＳＡは、全血、血漿、血清、尿、ＣＳＦ及び胸膜滲出液
のうちのいずれか１つであってもよい。プレートＰＬに提供される試薬は、グルコースオ
キシダーゼ及びヘキソキナーゼのうちのいずれか１つを含むことができる。
【０５８０】
　血糖の検出は、試薬に起因する反応の着色反応の結果を測定することによって、行うこ
とができる。血糖の検出は、反射光の強度測定法又は電気化学測定器を使用して行うこと
ができる。
【０５８１】
　上記の説明は、本開示の技術的要旨を単に例示するものであって、本開示が関係する当
業者は、本開示の実質的な特徴から逸脱しない範囲内で、様々な変形及び変更を行うこと
が可能であろう。したがって、上述の本開示の実施形態は、別々に、又は組み合わせて、
実施することもできる。
【０５８２】
　本明細書に開示される実施形態は、本開示の技術的要旨を、限定する代わりに、説明す
るためのものであって、本開示の技術的要旨の範囲は、そのような実施形態によって限定
されるものではない。本開示の範囲は、以下の特許請求の範囲に基づいて解釈されるべき
であり、均等範囲内のすべての技術的要旨は、本開示の範囲に属するものであると解釈さ
れるべきである。
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【図６５】 【図６６】
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【図６７】 【図６８】

【図６９】

【図７０】 【図７１】
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【図７２】 【図７３】

【図７４】 【図７５】
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【図７６】 【図７７】

【図７８】 【図７９】
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【図８０】 【図８１】

【図８２】 【図８３】
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【図８４】

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月30日(2018.11.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標的タンパク質と特異的に反応する抗体；と
　前記抗体が含有されたマイクロキャビティを形成するメッシュ構造で提供され、前記標
的タンパク質が配置された反応領域と接触し、含有される抗体のいくつかを前記反応領域
に提供するように構成されたメッシュ構造体とを含む、抗体含有パッチ。
【請求項２】
　前記標的タンパク質と特異的に反応する抗体が、標的抗原と特異的に結合する一次抗体
、前記標的抗原と特異的に結合する性質を有する抗体と特異的に結合する二次抗体、並び
に前記標的抗原と特異的に結合する一次抗体及び前記一次抗体と特異的に結合する二次抗
体の結合によって形成された抗体のペアからなる群から選択される、請求項１に記載の抗
体含有パッチ。
【請求項３】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含み；
前記抗体が、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体及び前記第２の標
的タンパク質と特異的に反応する第２の抗体を含む、
請求項１又は２に記載の抗体含有パッチ。
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【請求項４】
　抗体含有パッチが、複数であり；
前記複数の抗体含有パッチが、第１の抗体含有パッチ及び第２の抗体含有パッチを含み、
前記第１の抗体含有パッチに含有される第１の抗体が特異的に反応する標的タンパク質が
、第２の抗体含有パッチに含有される第２の抗体が特異的に反応する標的タンパク質と異
なる、請求項１又は２に記載の抗体含有パッチ。
【請求項５】
　マイクロキャビティを形成するメッシュ構造体を含み、マイクロキャビティに液体物質
を含有するように構成されたパッチを使用することにより、診断される試料から標的タン
パク質を検出することによって、診断を行うための免疫学的測定方法であって、
反応領域に診断される試料を配置するステップ；及び
抗体を含有するパッチを使用することによって、前記反応領域に、標的タンパク質と特異
的に反応する抗体を提供するステップ
を含む、免疫学的測定方法。
【請求項６】
　前記抗体に付着した酵素によって触媒される化学反応によって生成物を生成する基質を
、前記基質を含有するパッチを使用することによって、前記反応領域に提供するステップ
をさらに含む、請求項５に記載の免疫学的測定方法。
【請求項７】
　前記抗体及び前記標的タンパク質の間の特異的反応を検出して、標的の疾患を診断する
ための指標を提供するステップをさらに含む、請求項５又は６に記載の免疫学的測定方法
。
【請求項８】
　前記特異的反応の検出が、前記特異的反応に起因して生じる前記パッチの電気的特性の
変化を測定することによって、特異的反応を検出することを含む、請求項７に記載の免疫
学的測定方法。
【請求項９】
　前記特異的反応の検出が、前記標的タンパク質と特異的に結合する前記抗体に付着した
酵素によって触媒される化学反応に起因して生じる蛍光を測定すること、前記化学反応に
起因して生じる発光を測定すること、及び前記化学反応に起因して発生する色を測定する
ことのうちのいずれか１つによって行われる、請求項７又は８に記載の免疫学的測定方法
。
【請求項１０】
　前記診断される試料の配置が、試料をプレートに固定する方法、試料をプレートに塗抹
する方法、及び試料をプレートに塗抹し、試料を固定する方法のうちのいずれか１つによ
って行われる、請求項５～９のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１１】
　前記パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供が、前記パッチを前記反応領
域と接触させて、前記抗体を前記反応領域に移動可能にすること、及び前記反応領域から
前記パッチを分離することを含み、
前記パッチが、前記反応領域から分離されたときに、前記抗体のうち、前記標的タンパク
質と特異的に反応していない抗体が、前記反応領域から除去される、
請求項５～１０のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１２】
　前記パッチを使用することによる反応領域への抗体の提供が、
前記標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有する第１のパッチを使用して、
前記反応領域に前記第１の抗体を提供すること；並びに
前記第１の抗体と特異的に反応する第２の抗体を含有する第２のパッチを使用して、前記
反応領域に前記第２の抗体を提供すること
を含む、請求項５～１１のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
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【請求項１３】
　洗浄パッチを使用することによって、提供された抗体のうち、前記標的タンパク質と特
異的に反応していない抗体を、前記反応領域から吸収するステップをさらに含む、
請求項５～１２のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１４】
　前記反応領域がプレート上に位置し；
前記免疫学的測定方法が、前記反応領域への診断される試料の配置の前に、前記標的タン
パク質と特異的に反応する抗体である、下部抗体が、前記反応領域に固定された、プレー
トを提供するステップをさらに含み；
前記反応領域における診断される試料の配置が、前記下部抗体が固定された反応領域に、
診断される試料を配置することを含む、
請求項５～１３のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１５】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含み；
前記パッチが、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体及び前記第２の
標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有する、
請求項５～１４のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１６】
　前記標的タンパク質が、複数であり；
前記複数の標的タンパク質が、第１の標的タンパク質及び第２の標的タンパク質を含み；
前記複数のパッチが、前記第１の標的タンパク質と特異的に反応する第１の抗体を含有す
る第１のパッチ及び前記第２の標的タンパク質と特異的に反応する第２の抗体を含有する
第２のパッチを含む、
請求項５～１４のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１７】
　前記第２の抗体の送達後、前記第１の標的タンパク質及び前記第２の標的タンパク質を
検出するステップをさらに含む、請求項１５又は１６に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１８】
　前記第１の標的タンパク質の検出が、前記第１の標的タンパク質と特異的に結合する第
１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含み；
前記第２の標的タンパク質の検出が、前記第２の標的タンパク質と特異的に結合する第２
の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含む、
請求項１７に記載の免疫学的測定方法。
【請求項１９】
　前記第１の蛍光が検出される波長域、及び前記第２の蛍光が検出される波長域が、互い
に異なる、請求項１８に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２０】
　前記反応領域への前記第１の抗体の提供後、前記第１の標的タンパク質を検出するステ
ップ；及び
前記反応領域への前記第２の抗体の提供後、前記第２の標的タンパク質を検出するステッ
プ
をさらに含む、請求項１６～１９のいずれか一項に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２１】
　前記第１の標的タンパク質の検出が、前記第１の標的タンパク質と特異的に結合する第
１の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第１の蛍光を検出することを含み；
前記第２の標的タンパク質の検出が、前記第２の標的タンパク質と特異的に結合する第２
の抗体に付着した蛍光ラベルから検出される第２の蛍光を検出することを含む、
請求項２０に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２２】
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　前記第１の蛍光が検出される波長域が、前記第２の蛍光が検出される波長域の少なくと
も一部と重複し；
前記第２の蛍光の検出が、前記第２の抗体が前記反応領域に提供された後に前記試料から
検出される蛍光、及び前記第２の抗体が前記反応領域に提供される前に前記試料から検出
される蛍光を比較することによって行われる、
請求項２１に記載の免疫学的測定方法。
【請求項２３】
　前記パッチ内の抗体は、媒体をパッチと接触させることにより、前記抗体を含む前記媒
体から移動したものである、請求項２１に記載の免疫学的測定方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３３】
　第２のパッチＰＡを使用することによる二次抗体ＡＢの提供は、プレートＰＬと第２の
パッチＰＡを接触させること、及びプレートＰＬから第２のパッチＰＡを分離することを
含むことができる。プレートＰＬと第２のパッチＰＡの接触、及び続くプレートＰＬから
の第２のパッチＰＡの分離は、二次抗体ＡＢがプレートＰＬに選択的に移動することを可
能にし得る。言い換えれば、一次抗体ＡＢが特異的に結合する抗原がプレートＰＬに固定
され、固定された抗原に結合する一次抗体ＡＢが存在する場合、一次抗体ＡＢと特異的に
結合する二次抗体ＡＢは、プレートＰＬに選択的に送達され得る。ここで、プレートＰＬ
に移動するが、特異的に結合しない二次抗体ＡＢ（本明細書の以下において、「残留二次
抗体」）は、第２のパッチＰＡに吸収され、第２のパッチＰＡがプレートＰＬから分離さ
れると、プレートＰＬから除去され得る。したがって、プレートＰＬから特異的に結合し
ていない抗体ＡＢを除去する洗浄液を使用するプロセスを省略することができる。第２の
パッチＰＡへの残留二次抗体ＡＢの吸収は、残留二次抗体ＡＢが、第２のパッチＰＡ及び
プレートＰＬの間の接触に起因して形成される水膜ＷＦに溶解すること、及び第２のパッ
チＰＡがプレートＰＬから分離されたときに、水膜ＷＦが、第２のパッチＰＡと一緒に移
動することによって、行うことができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０３３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０３３５】
　図４８～５０は、間接ＥＬＩＳＡによる免疫学的測定の実施において、パッチＰＡを使
用する二次抗体ＡＢ２の提供を示す。図４８～５０によれば、パッチＰＡは、二次抗体Ａ
Ｂ２を含有し、プレートＰＬ上に位置する試料ＳＡ又は試料ＳＡが位置する反応領域に、
二次抗体ＡＢ２を提供することができる。パッチＰＡによるプレートＰＬへの二次抗体Ａ
Ｂ２の提供は、接触領域の近傍で形成される水膜ＷＦによって、二次抗体ＡＢ２が、プレ
ートＰＬ又はプレートＰＬ上の反応領域に移動が可能であるように、プレートＰＬと接触
するパッチＰＡを接触させることによって行うことができる。プレートＰＬへの二次抗体
ＡＢ２の提供は、二次抗体ＡＢ２及び試料ＳＡ、特に、試料ＳＡに含まれる標的タンパク
質ＴＰと結合する一次抗体ＡＢ１の間の特異的結合に起因し得る。
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摘要(译)

本公开涉及通过使用含有抗体的贴剂进行免疫学测量的免疫学测量方
法。根据本发明的一个方面的免疫学测量方法包括形成微腔的网状结
构，其中所述目标来自待诊断的样品，所述样品通过使用配置成在微腔
中包含液体物质的贴片来诊断。通过检测蛋白质，并使用含有该抗体的
贴剂，通过诊断并将待诊断的样品置于反应区域中，提供与反应区域中
的靶蛋白特异性反应的抗体包括步骤。 【选择图表】无
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